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愛彩


貴族学園に入学して、三度目の夏が来た。


私もみんなも無事進級し、各々卒業に向け最後の年をよりいいものにしようと、学びにも生活にも力を入れている。


特にアリスは両親の店を継ぎながら、イヴァライト家の手伝いも出来ないかと毎日忙しそうだ。


ヘレンさんは、フィーナ先輩の新規事業……化粧品の商会の手伝いをするらしく、資格の取得に向け頑張っていた。皆進路を強く意識しながら、夏季休暇に入った。そして私は──、


「ミスティア、きちんと傘に入っていないと濡れてしまうよ」


「あっ、ありがとうございます」


レイド様は真っ黒な傘を差しながら、私の肩を抱き寄せる。


私は持っている鞄で彼の歩行の邪魔をしないよう、身を縮めた。


レイド様が将来的にアーレン家を継ぐことが完全に決定し、いつ何が起きるか分からないからと入籍も行った。


二人で暮らすための屋敷を建てる話も出ているといえど、まだ私たちは学生だ。いわば形式上の夫婦ということになる。


だからこそ、学生という身軽な間、夏季休暇に、見聞を広めるための旅行をしようという話になった。


「それにしても、海を渡った国はこんな風になっているんですね……」　


きゅんらぶは四季の性質を持っているけれど、私たちが訪れることになったここ、トワリースは、気候が暖冬で固定されているらしい。


暦の上では夏でも凍えそうなほど寒く頭が混乱するこの土地は、避暑地として観光客に人気らしい。


涼しさの他にも、名物である花々の庭園が夢のように美しいことで有名だ。


プロポーズやデートスポットとして、恋人たちやハネムーンの夫婦たちがこぞって集まるとガイドブックにも載っていた。


「うん。街並みの色合いも優しくて明るいね。水色の煉瓦の建物とか初めて見たよ。絵本の世界みたいだ」


「確かに。可愛いですよね。看板も丸みを帯びていますし……」


建物はほぼ全てパステルカラーの配色で、ピンクや水色、黄色も淡めのほんわかした色合いの建物で占められていた。


心なしか、レイド様がものすごく、「女児向けアニメの王子様キャラ」に見えてしまう。魔法が使えそうだ。


「あ。この先は鹿に連れて行ってもらうみたいだ」


レイド様は、草木の模様の煉瓦が並ぶ道の先を指さす。


そこにはクリスマスのトナカイのように、人々を運ぶ鹿がいた。


私たちの国ではきゅんらぶ補正も加味されているのか移動手段は馬だけど、この国では鹿だ。


さらに鹿はこの国の一番人気な動物らしく、鹿のぬいぐるみや鹿の刺繍が施されたハンカチなどがあちこちで売られている。


一方で、見ないのは医院や薬品の店だ。


この国は私たちの国より薬品のやり取りが盛んではないらしい。


昨日読んだ資料では、病気にかかる人の少なさが理由とあった。


だから、この国の普通の人の生活を実際に学んでみて、どうして健康的なのかを知り、今後この国の薬品に関する事業に関わる……というのが、レイド様の目標だ。


ついていくのは自由と言われたものの、私もきちんと彼を支えたいと同行させてもらった。


「ミスティア。段差があるから気を付けて」


レイド様が傘をたたみながら、私に手を差し出してくる。


鹿の乗り物は馬車と同じ様相で、走ってくれるのが鹿か馬かの違いだ。


でも、馬車より少し入り口が急にできている。


「ありがとうございます」


私は彼の手を取り、一緒に車内へ乗り込んだ。


レイド様が御者の人に行き先を伝え、鹿車は走り出して速度を上げていく。


私たちはこれから、町の中心部から離れた温泉街へ向かう。


貸別荘でこの国の普通の暮らしに親しみながら観光を行うのが今回の旅行のプログラムだ。


馬車より低めに設定されている車窓を眺めていると、ワイナリーが見えた。


「この辺りは酒造が盛んらしいけど──お酒をお土産にするのは……ね……」


レイド様がワイナリーに視線を向け、すぐに逸らす。


この間、私の父とレイド様のお父様が、両家だけの食事会の場で乱闘騒ぎを起こした。


はじめは、私の母と夫人、それぞれ和気藹々と話をしていたと思う。


特に母と夫人が「うちの夫は本当に困ったところがあって……」「私もです」なんて、盛り上がっていたと思う。


母も夫人も大笑いをするようなタイプじゃないのに、お互いの言葉に笑いあって仲良くしていた。


一方、父と伯爵は乱闘していた。


自分の妻が世界で一番かわいいと争っていた。「確かにあなたの妻は世間から見れば美しいだろう」と、相手の妻も認め、一定の譲歩をしつつ、「けれど世界で一番美しいのは私の妻だ！」と殴り合っていた。


レイド様の父は妻の甥を正当防衛で暴行したり、千切れないはずの縄を引きちぎったりする見かけによらないパワータイプだ。


格闘ゲームでいえばスピード重視で手数の多いキャラに、一撃必殺パワータイプの腕力を持つという、「壊れ性能」でゲームを荒らすスキルを持っている。


一方父は、機動力もパワーもない。


ふらついたところを母に支えられることもしばしばある。腰もよくない。


けれど、耐久力が高い。


痛そうにしてても、絶対に引かないのだ。


防御力も無いけれど絶対に倒れることもない。ゲージは０になっても倒れないバグのような性質を持っていた。


父の勝利条件はノクター伯爵が殴りつかれて倒れることだ。でも伯爵も体力おばけだったために地獄の泥仕合が起き、最終的には執事長のスティーブさんと専属医のランズデー先生に止めてもらった。






「伯爵、お強いですよね……」


私はノクター伯爵と父の泥仕合を思い出しながら、レイド様に顔を向けた。彼は複雑そうにうなずく。


「母のことになると頭がおかしくなるのはいつものことだけど、変な負けん気も出てくるからね……」


「夫人想いなのでしょうね」


「父が愚かなだけだと思うよ」


レイド様はやや呆れている。


初めて会った時は伯爵を憎んでいた様子だったけれど、彼は年々伯爵について対応が柔らかくなっている。


最近は、「八年前、父さんは事件の調査にかかりきりで、僕のことは放っていたよね」なんて冷ややかな声で揶揄やゆしていたりすることもある。前は軽口もなかった。


健全かは微妙だけれど、少なくとも初期の頃よりは家族らしい気がするし、伯爵もレイド様と軽口を言い合うことも見るようになってきたから、安心だ。


「それに僕は父に剣術で勝ったよ」


「え、レイド様が？」


私はつい聞き返してしまった。


正直なところノクター伯爵は、衛兵に対しての大立ち回りの一件もあって、戦闘力については人並み外れた人間兵器のカテゴリにいる。


レイド様は何でもできると言えど、驚きだ。飛行機に人が並んで飛ぶくらいびっくりする。


「ちゃんと勝ったよ」


まじまじ見てしまったせいで、レイド様は念を押してきた。


「そうですか……」


「だから、あんまり父のことは考えないでね」


レイド様は「僕は独占欲が強い」とは言ってたし、弟のザルドくんにも嫉妬を向けていたと言う。まさか伯爵まで標的にするとは思わず、反応に困る。


「あの……そんなに私は、多情じゃないですよ」


「多情だよ。自分から行かなくても受け入れれば、もうそれは人に心を移したことと同じだよ。もうザルドなんて八歳になるというのに、一緒に寝ようとしたじゃないか」


先日、ノクター家にお泊りに行った。その時ザルドくんに一緒に寝てほしいと頼まれ、寝ようとしたところ、米俵こめだわらのように担ぎ上げられ退場させられた。


「君は夫の弟と寝ようとしたんだよ」


「別の意味も含まれていませんか……？」


「何もせずとも、君が他の人間と寝るのがよくないということだよ。ミスティアが父を好きじゃなくても、考えているだけで嫌な気持ちにはなるから、やめてほしい」


「えっと……」


レイド様以外の人について考えることは大分ある。メロが目の前にいればメロについて考える。


「男女問わずですか……？」


「もちろん。僕のこと好きって言ったのに、なんでほかの人間のこと考えているんだろうって思うよ」


「えぇ……」


「思い返せば、君は同性と距離が近かったね。幼い子供が好きなのか、同性を愛しているのか、悩んだこともあったよ」


同性と距離が近い。前にも言われた気がする。でも、異性より同性のほうが一緒にいやすい。それに、友情だし……。


「まぁ、気楽にしててよ。別に君に酷いことはしないから」


レイド様はくすくす笑っているけど、やけに私の存在を強調された気がする。


「それ、周りの人は──」


「あ、そろそろ着いたみたいだよ？」


こちらの問いかけに意図的に被せてきながら、無邪気に笑う姿に愕然とする。


そのまま彼は私の言葉を否定することなく、楽しそうに過ごしていた。






鹿車を降りると、ちょうどお昼の時間になっていた。地元で美味しいと評判の料理店で昼食を取った私たちは今度は直接鹿に乗って小道を進み、貸別荘を目指すことになった。


「さっきの料理、美味しかったですね」


「うん」


レイド様と一緒に鹿に揺られていく。私が手綱を引き、彼を背にするかたちだ。


彼の片手は私のお腹に、もう片方の手は手綱に回されている。


お昼を食べたばかりだから、急ブレーキをかけることになったら少し危ない。


「でも、ゆっくり味わいたかったな。注目を浴びて食事をするのはちょっとね……」


レイド様は、ややため息がちに呟く。


昼食をとった料理店は女性のお客さんが多いところで、彼は店員さんお客さん問わず注目の的だった。


「かっこいい」「どこかの王子様のお忍びかもしれない」なんて声を潜めて観察され、恋人を連れている女性ですら見惚れるほど、レイド様は店内中を魅了していた。


「確かに、大人気でしたね」


昨年に再婚約をして……、ちょうど冬の始まりのころだろうか。


元々人気のあった彼だけど、その辺りから「色っぽい」「どうしようもなくかっこいい」「美しい」とさらに人の目を引くようになっていった。


学園では婚約者がいるからと声をかけられることはないけど、料理店では「かっこよすぎて声がかけられない！」「綺麗……幻覚かもしれない」と言われていたから、年々その魅力に磨きがかかっているのだと思う。


確かに、前までは爽やか！　紳士！　かっこいい！　という、スポーツ飲料のコマーシャルに出そうな雰囲気だったのが、今では美麗、妖艶、しっとりという感じだ。


「君は嬉しい？　僕が女性に良く思われて」


「嬉しい……？　というより、あんな風に注目を集めることができるなんてすごいなぁと思います」


「ふうん。他人事だね」


レイド様は私のお腹に回す手を強めた。


乗馬は大丈夫だけど、初めての乗鹿だ。そこを圧迫されたら、いずれ酔って大変なことをしてしまうのではと不安になる。


「……そういえば、ミスティアはもう一人で乗馬できるんだよね」


突然の話題転換と、念を押すような声色に身構えた。


今まで、彼の「そういえば」から始まる言葉で、何一ついい話は始まらなかった。尋問が始まるか、厳しい選択肢を与えられることが多かった。


そして今、声色も冷ややかだ。もう一人で馬に乗って国くらい越えられるよね？　くらいの覚悟を問われる気がする。


「まぁ……ぼちぼちですね……」


「どう、馬にのっているときと違う？」


好奇心旺盛に問われるけど、どうしてこんなに空気が重いのだろうか。


彼の聞き方は命に関わっているとしか思えない。


「高さが違うかなと……」


主に転落時のリスクが、若干違う気がする。


でも鹿は角があるから、前のめりになったとき刺さる。


しかも今後ろにレイド様がいるから、彼が変な気を起こせば、この鹿は死体の運搬と殺人観光客の逃走を同時に担うことになる。


「そっか。それにしてもいい天気だね。景色もいいし」


「さっきまで雨が降っていましたが、もうすっかり晴れていますね……あ、虹……」


気まずさのあまり遠くの景色を眺めていると、晴れ渡った空にかかる虹を見つけた。


虹なんて、生まれて初めて見た。こんなにはっきり色が浮かび上がるものなのか。思わず感動で動きが止まる。


「本当だ。綺麗だな、僕初めて見るよ」


「私もです」


虹のグラデーションに感動しながらも、レイド様のここぞという引きの強さに震えた。


日頃の行いはいいだろうから、それが理由と言ったらそれまでだけど、鹿の角に突かれて死ぬ私というビジョンがより鮮明になってくる。


「……なら、今度から動物に乗るときは、この日のことを思い出すのかな」


「そうですね、馬に乗りながらも、鹿について思うかもしれないです」


主に三割ほどが虹の景色、角で殺されるんじゃないかという想像が七割で……。


「……さっきから何に怖がってるの？」


ふいにレイド様がこちらの顔を覗き込んできた。


私はのけぞりそうになって、背もたれの位置に彼がいることに気づき、顔面衝突をしそうになった。


レイド様は目を細めて、私の手をつかんでくる。


「もしかして僕が怖い？　ちゃんと教えてくれないと困るよ」


「いや……あの、さっきから質問とか……命のやり取りを想定するような雰囲気だったので」


「命のやり取り？」


「はい。それに状況的に、私を突き飛ばせば完全に、鹿の角で殺すことができますし、死体も運べて効率的じゃないかなと……」


さっきの彼は、死ぬ前の遺言を問う雰囲気だった。


「鹿の角って……っふふ、あはは」


レイド様は私の言葉を聞いてきょとんとしたあと、笑い出した。


「想像力が豊かだね。もっとほかに想像することなんていくらでもあるでしょう？　ふふ……あははは！　僕はそんなこと全然考えてないから安心してよ。あはは、お腹痛い。効率的って、なんでそんなに冷静に、ふふふ」


彼は目じりに涙まで浮かべている。


さきほどの冷たい空気は消え去って安心しながらも、あの不機嫌さはなんだったのか気になった。


もしかして鹿車に酔ったとか……。


「帰りは、鹿車ではなく別の移動手段にしますか？」


「どうして？」


彼は首をかしげる。上目遣いで見てくるけれど、アリスやメロならまだしも警戒が勝ってしまう。


「鹿車で、気分を悪くされたのでは……」


「気にしないで。僕は今、すごく気分がいいんだ。虹に……それも鹿の角でしょう？　ふふふ、僕は大満足だよ」


鹿車酔いが飛ぶほど、虹はまだしも、鹿の角で私が殺されると想像していたことが楽しいのか、彼は。ちょっと……いやかなり複雑だ。


思えば、彼らしくない行動はこれまでも何度か見た。


そして、大体その場に居合わせていた。


ザルドくんへの狂気がすべてこちらに向いていたことも相まって、どうしていいか分からない……。


しばらく山道を走っていると、煉瓦造りの建物が見えてきた。


「あそこが、僕たちが泊まる貸別荘だよ」


「ここが……」


貸別荘と聞いていたからささやかな、絵本に出てくる雰囲気の建物を想像していたけど、目の前にそびえ立つのは一時を過ごすのではなく、永年を過ごすような邸宅だった。


周りは薬草……独特の香りがする生垣に囲まれ、こちらまで香りがやってきている。


「この辺りは香草に恵まれた土地でね、薬湯といって香草を浮かべたお風呂があったり、自家製の香油で身体を解すことをしているらしいんだ」


「なるほど……」


私たちは鹿から下り、鹿たちを舎に繋いで進んでいく。


このあたりの鹿はどこか筋力が発達して、前世で見た鹿より四肢が逞しく感じるけれど、もしかして香草がかかわっているのかもしれない。


「たしか、室内に香りのする蝋燭ろうそくがあって、自分で色々組み合わせて炊くと心が安らぐんだって。ミスティアは好きな香りはある？」


「好きな香り……？　わりと何でも……」


そう答えると、レイド様は目を細める。「じゃあ僕が選んだ香りにするね」と微笑みながら彼は貸別荘の鍵を開けた。






二階建ての貸別荘の中は、入ってすぐがリビングになっていて、ダイニング、キッチンと続いていた。


二階は、寝室らしい。


私たちはさっと観察した後、荷解きを済ませ別荘の中を探検することにした。


「お風呂は外にあるのか、不思議だなぁ」


ちょうど玄関の反対側、裏手の庭にある浴場をレイド様が見つめている。


大体三人ほどがゆったりと入れる露天風呂は、岩で囲まれ、白い煙を立てている。


森の中といえどきちんと岩場の周りも木板が並び、プライバシーも確保されているし、屋根もついていた。


前世で入って以降、露天風呂にはなじみがなかったから、わくわくする。


「お風呂に入るときは、香草を浮かべるといいらしいよ。固くなった身体がほぐれたりするんだって」


「そうなんですか……いい香りですね……」


薬湯、というものなのだろうか。豊かな植物の香りを吸い込む。おちつく香りだ。


「ミスティアのほうがいい香りだけどね」


レイド様はさらっと言うけれど、そんなこと言われてしまうと緊張する。


「ありがとうございます」と返せば、「うん。だから誰にも嗅がせたくない」と返答され、どうしていいか分からなくなる。


「そうですか……」


「ねぇ、そろそろ夕食の準備をしたいから、中に戻ろうよ」


レイド様はさっと私の手を取った。


私は指を絡めてからはっとする。


前までは彼と手を繋ぐなんてと思っていたけど、今ではすごく自然だ。


前は指を絡めるなんてと思っていたのに。今は手を繋がないと、落ち着かない。


心が、変わってきている。


「ミスティアどうしたの？」


「いや、手を繋いでいるとしっくりくるなと思いまして……」


「……そっか」


レイド様は、台所につながる扉へ進んでいく。


私は月日の流れを感じながら、早足の彼についていった。






「ねぇ、今日の夕食はこの土地の料理に挑戦してみようと思うんだけど、いいかな」


台所に到着してすぐ、腕まくりをしたレイド様がカウンター越しにこちらへ顔を向ける。台所はカウンターキッチンの作りになっていて、彼は温かみのあるマロンカラーの木板に手をついていた。


「はい。嬉しいですけど……材料は……」


この貸別荘に近づくにつれ、周囲は自然豊かに──店や人々はどんどん減っていった。


このあたりに買い物ができるところはなかったと記憶している。


地図を確認しようと鞄をあさっていれば、「大丈夫」と彼は微笑んだ。


「今日のためにって、材料はもうそろえてあるんだ」


「え……」


レイド様の準備に、ただただ感嘆する。


「なにからなにまで、すみません……」


本当は協力しなければいけないのに、レイド様に任せきりになってしまった。


申し訳なくて頭を下げると、彼は首を横に振る。


「いいんだ。僕はミスティアにたくさんもらってるし、こちらこそ、何から何まで貰ってごめんね」


「いえ、全然私はそんな……」


私はレイド様に何もできていない。欲しいものがあるなら、すべて用意したい。


「まぁ、返すつもりないけど、大切にするからね」


レイド様は私の頭にさっと触れて、台所に向かっていった。


髪の毛をむしられた……わけではないはずだ。まったく痛くなかったし、撫でたのだろう。


彼はそのまま腕まくりをはじめ、台所に立つ。


その姿を見て一瞬だけ、どうして観光地にきてレイド様は料理を作り出したのだろうかと、疑問が浮かんだ。旅行での食事は、お店に入って食べることが多い。


これまでのデートだって、外で食事をしていた。やがて思い出づくりをしてくれているのだと気づいて、より申し訳無さが増す。


今度の旅行は、私が計画を立てよう。


固く決意していると、レイド様が「今日は」とこちらに微笑みかけた。


「ロブスターサラダに、君の知ってる野菜のスープ、ハーブを混ぜ込んだ魚の揚げ焼き、デザートはレモンとチーズのムースにしたいと思ってるんだ」


「お、お手伝いさせてください」


「ありがとう。でも見ていて平気だよ。今日は君をもてなしたいんだ」


そう言って彼は腕をまくり、包丁を手に取った。


机には蟹や白身魚、ロブスターのほかにアサリなど新鮮な魚介たちと、地続きで瑞々しい野菜やハーブが並び、台所が鮮やかに彩られていた。


こんなにも揃えてくれていたのかと感動すると同時に、やっぱり手伝いたいと立ち上がれば、「座ってて」と、釘をさされる。


「気持ちは嬉しいけど、僕はもてなしをしたいから。座ってて」


「はい……」


この上ない圧に私は着席する。


彼はリズミカルにセロリや玉ねぎをみじん切りにし、蟹を茹でて解体すると、オイルで和えて甲羅に詰めていく。


レイド様はなんでもできる。


一年生の頃だって、ポトフやサンドイッチを作っていた。あの頃も手際がいいと思っていたけど、もうプロの領域に達しているんじゃないかと思うほど、慣れている。


「ミスティアが僕に料理を作ってくれるの、嬉しいなと思っていたんだ」


彼は魚をさばきながら、一瞬こちらに視線を向ける。


再婚約が果たされ、しばらく経ったころ、彼が家に来て「君に料理を作ってもらうの、嬉しかったな」と話をしてくれた。


あまりに懐かしがる彼にホットサンドを作ると、以降、「ホットサンドが一番好き」「おいしかった」とたびたび聞くようになり、学園にいるときや彼とどちらかの屋敷で会うときは料理をしている。


ただホットサンドだけ作るのも栄養バランス的に良くないかと、スープや炒め物、グラタンにミートパイなど、なるべく作るものは変えている。


一生懸命作っているとはいえ、私が作るのはわりと地味なものばかりだ。


今彼が作っているものと並べれば、かなりの格差が生じる。


「で、でもこんな豪華な感じではないですよ……ホットサンドばかりですし……」


「そんなことないよ。ホットサンドが一番好きだから」


彼のホットサンドへの執着は、かなり強いのでは。


もしかしたら、お店で食べるカレーより自分でさっと作るカレーが一番おいしい、みたいな、そういうことかもしれない。


「君が初めて作ってくれたものだからね」


すぐに答え合わせがされて、思わず視線をそらしてしまった。


レイド様が私を好きだというのは聞いたし、その愛情表現もやや度を越したものらしいというのは何となくわかっているけど、いまだに「あっそうか彼は私が好きで……」と改めて思うことが多い。


「顔赤いね。熱？」


「そういうわけでは」


「あはは。照れてるんでしょう？　君はたまに、僕が君を好きだという事実が抜けているみたいだから」


ずっと好きだったんだけどね。なんて付け足されて、私はそばにあった水を飲んだ。


「あの、夢みたいといいますか、あの、愛情表現はこの上なく十分してもらっていますが、私のこと好きなんだなぁと、驚く瞬間があるというか」


「まぁ、一生は長いからね。もう逃げられないわけだし、ゆっくり思い知っていけばいいよ」


「お手数をおかけします……」


返事をすると、レイド様は口元に手をあてて笑い始めた。何度も首をかしげて、こちらを見つめる。


「逃げられないの怖くない？」


結婚生活は牢獄、ということを聞いたことがあるけど、離婚の意思を問われているのだろうか。


レイド様が私に愛想がつきて離婚を言い渡すことがあっても、その逆は絶対にないと思う。


「鹿に刺されなければ……」


「そっか。じゃあ鹿の角で刺さないことは約束するよ」


「え、刺そうとしていたんですか……？」


愛情表現がいささか猟奇的すぎるのでは……？


愕然としていると、彼は少し笑ったあと、また返事をせず、料理に集中し始めた。






「出来たよ。これでおしまい」


レイド様に声をかけられ、私は彼が盛り付けた皿をテーブルに並べた。あれから、手伝いをしないという時間に耐えきれなくなった私は、配膳は手伝わせてほしいと頼み込んだ。


そうしてテーブルに料理を並べているわけだけど、完成した料理は、どれも美しい。


ロブスターのサラダは、みじん切りにした香味野菜とハーブがたっぷりと使われていて、半透明なぷりぷりの身と和えられ、食欲をそそる。


衣にも味がついた魚のフライは、少しピリッとした香りのするトマトソースがかかり、見ているだけでサクサクとしているのが分かった。


隣にちょこんと鎮座するムースも、真っ赤なラズベリーソースと可愛らしい二人の天使を模したクッキーで飾られ、可愛い。


自分の料理技術との差を認識し、ホットサンドばかり作っていたことが申し訳なくなる。明日から、コース料理の勉強をしよう。


「さぁ、食べようか」


笑顔のレイド様は二人がけの椅子のうち、一つだけ端に寄せた。立食形式ということだろうか。私ももう一つの椅子をずらそうとすると、彼は手をとめた。


「ふたりとも座れなくなってしまうから、駄目だよ」


「え……」


ふたりとも、座れなくなる？　立食形式ではないのか。なぜ椅子をずらしたのか意味がわからないでいると、彼はすとんと着席した。


「ほら、僕の膝にのって」


ぽん、とレイド様は自分の膝を叩いた。彼と膝と顔を交互に見ていると、柔和な青の瞳が弧を描く。


「学園の行事の移動……」


「はい」


「君は僕の膝にのってくれなかったから、のってほしいな」


どんな理屈でそうなるのだろうか。


移動のたびにクラスメイトの膝に突然乗ることは、もう暴行といっても過言ではないだろう。


場所が学園内でなければ、犯罪だと思う。


「食事が冷めてしまうから、ごめんね」


レイド様は私を引っ張ると、すとんと膝にのせてきた。


降りようとすれば安全レバーの如く左腕を回され、途中下車を禁じられる。


「これから二人で食事をするときは、僕の膝の上でとろうね」


「えぇ……」


レイド様は、ロブスターのサラダをフォークでとり、私に向けてくる。


「あーん」


「あ……」


ドレッシングが零れそうで、私は慌てて口を開けた。サラダが放り込まれて、口の中いっぱいに幸せな味が広がるけれど、目の前の異常事態に混乱する。


「おいしい？」


「おいしいです……」


「ミスティアは、僕に食事を食べさせて」


「でも」


「僕を餓死させて殺したいならそれでもいいけど……」


「たくさん食べてください。育ってください」


私は慌てて魚の揚げ焼きを切り分け、レイド様の口へと持っていく。彼は嬉しそうに食べつつ、「パンもほしいなぁ」と上目遣いで見つめてきた。


「パンですね」


私はふかふかの白パンを一口大にちぎって、彼の口元へ持っていく。食べる前だから手を洗っていて良かったと安堵していれば、指ごと食べられた。


「え」


あたたかい感触がして、舌で指を舐められたことを悟った。かぷりと甘噛みまでされて、レイド様の顔をまじまじと見てしまう。







    
  
  




「指も美味しいな」


「ひとを、食べようと……」


「違うよ。ミスティアを見てると何でもしたくなるんだ。今まで僕がなにかするたびに君は怖がっていたけど、照れたりびっくりするだけなのが嬉しくて」


あどけない声でレイド様は私の身体に頭をあずけてくる。


ザルドくんと一緒に寝ようとした時、「君が幼い子が好きなら幼く甘えてみようか？」なんて瞳孔が開いた目で問いかけてきたけど、幼い甘え方を実践されている気がしてならない。


「あの、レイド様」


「そう言えば今日、あんまりキス出来てなかったなぁ……」


私を見上げていたレイド様が、どんどん顔を近づけてくる。唇が重なって、今度は上唇を噛まれた。


「私を食用としてみてませんか」


「食用としてはみてませんよ」


レイド様はこちらの口調を真似しながら、そばにあった果実水を私に飲ませてくる。


給水させながら、いたれりつくせりで最終的には食用として食べようとする昔話があった気がする。


たしか、あれは──、


「喉渇いた。ミスティア、飲ませて」


思い出している間に、唇が重なった。しばらくして、レイド様が口元にこぼれた果実水を拭う。


「全部、こうして飲みたい。一生これから先君がとる水分をこうして飲ませたい」


「無理です」


突然の凶行に襲われた私は、首を横にふる。そうしてずっとレイド様に翻弄される形で、私は食事をしたのだった。






レイド様の凶行は、テーブルの料理がなくなるまで続いた。


どれも美味しかったけれど、出来れば向かい合って椅子に座って食べたかった。あんなことを続けていたら、そのうち心臓の病で死ぬ。


「僕の料理、美味しかった？」


一緒に洗い物を済ませた私たちは、居間のソファに座りまったりしていた。彼は私の髪をいじっては、手遊びをしている。


「はい。すごく美味しかったです。ありがとうございます」


「良かった。絶対君に気に入ってもらいたかったから、練習したんだ」


レイド様は「やっぱり君と二人きりの食事が一番好きだ」と、私の手を握る。


「昼間はミスティアに見捨てられたしね」


「……え」


なんだか、雲行きがとても怪しい。


「どういうことですか」


「本当に、知りたい？」


レイド様は私の肩にそっと自分の頭を預けてきた。


子供が甘えるようなしぐさに、気のせいかと思い直す。


「僕は君のものであるということを、君がもっと周囲に主張する必要があると思うんだ」


「……え」


「君、僕を求める人間が現れたとき、気配を消そうとするよね。結婚したわけだし、もう少し君には主張してもらいたいなって。お店で僕が皆に見られていた時、君はあまり関心がなかったようだけど、僕に声がかけられたら、君もちゃんと前に出ていかなきゃ駄目だよ？」


ね？　と、レイド様は上目遣いでこちらを見てくる。


皆の視線から、彼を守る……ということだろう。彼がストレスを感じているなら、私は彼を守りたい。


「ではこれからは、レイド様への視線を遮るように努めます」


「そういう話じゃないんだ。君が態度や言葉で示すだけでいいんだ。例えばほかの女性が僕を見ていたら、僕に口づけするとか、抱き着くとか」


それは……無理があるのでは。


手を繋ぐならまだしも、人前で抱き着くのと口づけはハードルが高すぎる。


「人前で、ですよね……？」


「うん。前からでも後ろからでも、左右でも、突然でも僕は構わないからね」


彼はさも当然のように頷いて唖然とする。


そして「それが恥ずかしいなら、言葉になるよね」と、私の指を開いたり閉じたり遊び始めた。


「な、なんて言えばいいでしょうか」


「練習しようか。僕の言葉や表情を真似してくれればいいよ。そうすれば簡単でしょう？」


確かに、復唱なら簡単にできる。


「ぜひお願いします」


レイド様が選んだ言葉なら、うまくいくだろう。


安心していると、彼は顔を厳しいものへと変えた。


「私のレイド様に近づかないでください。さん、はいっ」


「私のレイド様に近づかないでくださ──え!?」


声に出しながら気づいた。


これではゲームのミスティアでは？


しかし疑念を態度に出す前に、彼は「次は～」と言葉を選び始める。


「レイド様、誰のことも見ないでください。レイド様は私にしか興味がないのですから、さんはいっ」


「れ、れ、レイド様、誰のことも見ないでください。レイド様は私にしか興味がないのですから」


明らかに、強い執着心を感じさせるセリフだ。


もしや、レイド様はゲームのミスティアの状態を望んでいる？


母の死が無くなり、おしどり夫婦である自分の両親を見てきたことで、何か憧れがあるのかもしれない。


「ミスティアが言うと白々しすぎて面白いね。演技が得意じゃないこともあるのだろうけど」


なぜ自分でさせておいて面白がる……？


「あの、この練習は、本当に必要でしょうか」


「今までの茶会や夜会で君が僕から離れたり、女性に囲まれる僕を他人事のように眺めていた回数を教えようか？　……怖いな。僕は、僕を好きな令嬢に無理やり連れ去られて、酷い目にあうのかもしれない。窓のない部屋で、腕や足首に鎖をつけられて、その令嬢の名前しか呼べない暮らしを強いられたらどうしよう。君のせいで」


あまりの凄惨な想像に、私は「がんばります」と小刻みに頷いた。彼は私に頬ずりをしたあと、じっと見つめてくる。


「それに、僕は寂しかったよ。僕なんてどうでもいいのかなって」


「いや……そういうわけでは……」


「だからこれから先、僕が囲まれたらちゃんと言ってね。さん、はいっ、レイド様は身も心も私だけのものです」


「レイド様は身も心も──これは駄目ですよね……？」


レイド様は人に言わせておいて、くすくす笑っている。


完全に、おもちゃにされている。


怪訝な目で見返せば、「言うのが嫌なら」と、彼は私の手を握った。


「こうやってずっと、どこに行くにでも僕の手を掴んでいればいいよ。そうすれば君が僕の所有権を声に出す必要もないのだから」


「そうします……」


そのほうが圧倒的に平和だ。


ゲームは関係ないとはいえ、ゲームのミスティアのような発言をすることは気が引ける。


「この手首にさぁ」


安心していると、私の手首をなぞるレイド様から不穏な雰囲気を感じて、身構えた。


「手枷でも繋いでおこうか。僕の手首と一緒に」


それは容疑者を警察が確保する形式ではないのか。


思わず首を横に振ると、「いいのがあるんだ」なんて彼は明るく言う。


「青い色をしてね、いい具合に腕を傷めずに済むものを特注で作ってもらったんだ。必要な時が来るかなって」


レイド様はにこにこしているけど、発言と行動と醸し出す爽やかさが全部合っていない。


「手枷は厳しいですね……非常時もありますし、転倒したら危ないので。それに何より人の目が……」


「二人きりならいいってこと？」


明るい声色に、からかわれていることを察し、撤退を決めた。


そろそろお風呂の様子を見てこよう。


彼から離れようとすると、彼がぱっと私の手をつかんだ。


「一緒にお風呂に入ろう」


レイド様は私のシャツの裾を引っ張る。


ザルドくんがよくしている行動で、幼い子にされるなら「かわいい」「守ろう」となるけれど、同じ年の男性がすると圧を感じる。


「そういうのはまだですよね……？」


レイド様の正気を疑った。


一瞬間違って飲酒でもしたのか思い返すけれど、学生にお酒を提供するのは法に触れる。確率は低い。


「でも君は、エリク・ハイムとお泊り会をしていたんでしょう？」


即座に、それも早口で返され、私はうろたえながらも自分のシャツをおさえた。


「寝てるってそれは幼少期の話ですよ」


「シーク先生とは乗馬の練習をしていたんだってね。乗馬の練習って密着するものだと思うんだけど──こんな風に」


レイド様は私を後ろから抱きしめるけれど、乗馬講習会の力加減ではない。


痛くはないけれど限りなく犯人確保に近い力で、挙句の果てにシャツも引っ張られ、私はしゃがんですり抜けようとした。


「普通に教育の一環ですよ……」


なんでこうも彼はアグレッシブなんだ。


人と風呂に入らないと死ぬ病気ではないだろうに。それに、「女ァ！」みたいな、色欲にはっちゃけた人間性は持ち合わせていないはず。しかし彼は、また私の服を掴んだ。


「君そういえばザルドを抱き上げていたよね？」


レイド様はまるで尋問のように問いかけてくる。


前までは、「尋問みたい」と思っていたけど、今回は完全に尋問かもしれない。


「ロベルト・ワイズのもとにお見舞いをしたとも聞いたなぁ……一方で、僕らが触れ合うことって少なかったよね？　君と僕には確かな距離があったよね？」


「たしかに……」


「僕らが仲良しの夫婦同士で、みんなに安心して祝福してもらうには、僕は夏に部屋に閉じこもって、秋に君に乗馬を教えて、冬の始まりに床にふせって君にお見舞いをしてもらう必要があると思うんだ」


「必要……」


レイド様とお風呂に入ると考えると、とても強い不安を覚える。


私に介護が必要になったとき、彼が介護士として現れたら安心だけど、今は、とてつもなく良くないことな気がする。


「キスは、しましたよね……」


「だから？　あいさつでキスをするところもあるんだよ？　僕前に同じような話をした気がするな。ああ、あの時そういえばエリク・ハイムに抱き着かれていたね」


レイド様は「こうしてたよね、ミスティア～って」と、エリクの真似をしながら抱き着いてくる。


「僕は、あの時悲しかった。自分の婚約者がまさか他の男を屋敷に連れ込んでたり、泊まりに行ったりしてたって知って。でも、ミスティアは今、僕のことが好きなんだよね？　僕の妻だよね？　彼は友達なんでしょう？　なら、友達に出来る以上のことを、僕としないと」


「それが入浴ですか……」


「そうだよ。ミスティアが他人と一緒に外に散歩してた程度ならお泊り会で済んだけど、お泊り会をもうしてるなら、どうしてもそれ以上のことをすることになるよね」


冷ややかな視線が痛い。


でも一緒にお風呂に入るなんて、緊張する。


同性でも緊張する。ナイトプールではしゃげない人間にはハードルが高い。


「あの、もっとこう別の方法などはいかがでしょうか……」


「そんなものはないよ。それにもしだよ？　僕がけがをしたら、入浴介助をする？」


「しますよ」


私は即答した。


彼は怪訝な顔をしたけど、一緒にお風呂に入ることと入浴介助は違う。


「そう言うと思った。でも、どう違うの？」


「入浴介助は、困ってるじゃないですか……レイド様が」


「じゃあそれの訓練だ。設定をつくろう。そうだな……僕は左手を怪我した。だからミスティアと一緒に入る。それでいこう。決まり」


レイド様は笑って私を担ぐ。手は怪我している設定じゃないのか。


「あの、けがの設定は」


「何、僕の服を脱がしてくれるの？」


「いえ」


余計なことも言えない。私は積み荷のように、黙ったまま彼に担がれていった。






「左手怪我した設定だったんですよね……？」


湯につかりながら、私は自分の左手を握る骨ばった手に視線を落とす。


「怪我してないからね」


背後でレイド様の声を間近に感じて、私は震えそうになるのを押さえた。


あれから服を脱いでレイド様と一緒に露天風呂に入ることになったけれど、彼は私を背後から抱きしめた末に、それぞれの手で私の手を握っている。


二人羽織や、ロボットのパイロット、とりついていると言っても過言ではない体勢だ。


外は月明かりが木々を照らし、いい雰囲気だと思う。しかし景色を楽しむ余裕なんて持てない。


気恥ずかしさもあるし、実はものすごく不純な行為なのではないか、本当にとんでもないことをしているんじゃないかと危機感を覚える。


「私が介助されてませんか。レイド様を背もたれにしているようですけど……」


「なら向かい合って抱き合おうか？　結構大胆だね」


レイド様は「驚いたな」なんて付け足すけれど、ふざけている場合ではない。


彼は社交力に長けているけど、最早「陽の者完全体」に進化してしまった気がする。


「そういうことじゃなくて……」


「嘘だよ。君が僕の見目に興味がないことくらい知ってるから」


彼は私の肩に触れる。


触り方にいやらしさはなく、手探りで存在を確認されているような触り方だった。意識してしまい、私は乳白色の水面を眺める。


「レイド様は、お、お綺麗だとは思いますよ。あの、別にレイド様をどうでもいいとか、醜みにくいと思っているわけではなくて……」


「残酷なことを言う。君は僕の顔に惹かれないのに、そうして僕を評価するのだから」


「え……」


「見られているほうは、はっきりと分かるものだよ。ああ、いま相手は僕の容姿に興味を持っているって。初めて会ったとき、君は僕よりチェスセットに惹かれていた」


危うげな声色に、振り返る。


彼は私を見ているけれど、まるで遠くの景色を眺めているようだった。


「僕の容姿に惹かれる人間を見るたびに、君がこんな風に僕の顔を好きになってくれたらいいのにと思っていた」


レイド様は、クラスの憧れの的だった。学級長としてのリーダーシップや、紳士的で温厚な態度に、困ったとき誰かの助けに入る気遣いと行動力、頭脳明晰で運動も出来る、まさに完璧な王子様のような生徒だ。


女子トイレで籠城しているとき、レイド様に一度でいいから抱きしめてもらいたいとか、そういう話を女子生徒がしているのを聞いていた。


なんとなくだけど、レイド様はゲームより人気だった。


ゲームでは「レイド様かっこいい」なんて言ってしまえば、きっとミスティアが飛んできて該当生徒を殺しにかかっていた。


ミスティアの妨害も関係しているのかもしれない。


「そして今、僕は自分の顔が──瞳が好きじゃない」


「どうしてですか……？」


コンプレックスについての話題は、繊細な問題だ。


でも、あまりに苦しそうでとっさに聞き返してしまった。彼はぎゅっと私を抱き寄せる。


「青いから。僕の瞳は、澄んだ空や海のようだと言われていた。でも僕は、海が好きじゃない。君が落下した瞬間を思い出す」


宿泊体験学習のことを言っている。


あの時私はレイド様をかばった。人間が落ちていく光景を、彼は目の前で目撃したということだ。


「お風呂を強引に誘ったのは、君との仲を深めたいとか、どこまで君は僕を受け入れてくれるんだろうとか、いろいろ目的はあるんだ。不純ではあるけれど、どれもそこまで暗い理由じゃないし、切迫もしてない。正直、困ってもいない。君はもう僕のものだし、僕も吹っ切れている分安定している。君にとっていいことかは分からないけれど」


そう言ってレイド様は、私の肩に自分の額をのせた。


「でも、君と水の組み合わせが、嫌いなんだと思う。君と水の組み合わせを見るたび、落ち着かないんだ。馬鹿みたいな話だけど、自分がいないとき、君が水と関わっていることがたまらなく嫌に感じるときがある」


声も手も何もかもが震えていた。


彼はずっと一人で苦しんでいた。


目の前で、人が落ちた心の傷はそう簡単に癒えるものではない。ましてやレイド様は我慢強い人柄で、人に弱さを見せないようにしている。


もっと早く、気づいていれば。


私は彼の手を取って、自分の心臓の上にあてた。


「ちゃんと、いますよ」


私は、ここにいる。


「生きてますから」


重ねて言うと、彼の持つ雰囲気が僅かに柔らかくなった気がした。


私はどうすれば彼が安心できるか考えながら言葉を選ぶ。


「別に泳ぐことが必要な生き物でもないので、安心してください。別に海に行けなくても、私の人生の何かが変わることはありません。一生海に行かなくたってかまいませんから」


他に、どうすればレイド様の不安を取り除くことが出来るだろう。


しばらく考えていると、彼は私の手を握った。


「悪いけど、そうしてほしい」


骨ばっていて、私よりも筋肉質だ。でも握り方なのか、幼さを感じる。


「僕はたぶん、日によって異なると思う」


「異なる？」


「ああ。君を、守りたい。死なないでほしい、苦しめたくないと思う半面、君が危険ならどこかに閉じ込めなきゃいけないと使命感に駆られる日がある。むしろそのほうが多い。でも、その日の間だけ君から距離をとるなんて器用なことは、もうできない。安全でいてほしい半面、誰より君を害したくなって仕方ない時もあるんだ」


安全にしたい。


害したい。


本来それは、相反する感情だ。彼はその狭間に揺れつつも、こうして私に自分の心境を告げている時ですらこちらを気遣っている。


その姿を見て、途方もなく胸が締め付けられた。


彼は私のことを抱きしめながら、私を自分の中へ押し込むように腕の力を強くした。


「周りの人間より、利口とされる選択をするのは得意だった。でも君の前では正しいものが選べない。馬鹿な手段ばかり取る。だから、君が僕に耐えられなかったら、僕を殺していいよ。でも君が死ぬのだけはやめてほしい。ほかの男のもとへ行くなら、僕を殺してからにして。じゃないと君が選んだ男を、僕は殺してしまうから。僕がいらなくなったら僕を殺してほしい」


「そんな日は来ません」


私は彼の心の負担がなくなるよう、少しでも小さくなるよう祈りを込めながら伝える。


苦しめているのは紛れもなく私だ。でも、その苦しみを肩代わりしたい。どうにか彼の苦痛を和らげたい。


「私は、貴方と生きていきます」


「ほんとうに？」


「はい」


しっかりと頷くと、レイド様は目を細めた。


笑っているのか見定めようとしているのか判断がつかない。


「怖いな」


レイド様が呟く。


私の頬にふれ、さすりながら唇をなぞる。


「夢みたいに幸せで怖い。今日は君の笑顔も見ることが出来た。この幸せが泡のようにふっと消えてしまいそうで怖い。この唇から、肯定ばかりもらってる。昔の僕に教えたら、きっと信じないだろうね」


言葉の真意を問う前に、唇がふさがれた。自分が誰かとこうして触れ合う日が来るなんてと、もう何度もしているにもかかわらず思う。彼は私の肩をなぞった。


「全部幻だったって考えるほうが納得するくらい、いま僕は幸せなんだ。だから、実感させてほしい。僕に、君の痕跡をずっとつけてほしい」


「痕跡って──」


「こうして、僕が君のものだって印がほしい。そうしたらきっと、鏡を見ても苦しくない」


切実な訴えのあとに、首筋に痛みが走った。


噛まれて、吸われている。おかしなことをしているのに、吸血鬼みたいだと今の状況を冷静にとらえることも出来ていて、私はぎこちなくうなずいた。


「それで、気が楽になるのなら」


「ごめんね」


レイド様は甘えるように抱き着いてきた。


さっき彼がした通りにすれば、問題はないはず。


おそるおそるレイド様の首筋に顔を近づければ、彼は満足そうに私の後頭部を手で支えた。


「心臓、動いてるね。安心する……でもこうしていると、君をあやしているみたいだ」


彼の言う通り、本当にあやされているような錯覚がした。


優しく背中に触れられているからだろうか。


テンポも親が子供を寝かしつけるものに似ていて、微睡みながら私はレイド様の首筋から顔をはなす。


「ど、どうでしょうか」


「鏡が無いからね、わからないかな。ミスティアが教えてよ。僕の首筋はどんな感じ？」


「あ、赤くなってます」


「よかった」


私たちはいま、正しいことはしてない。


なのにレイド様が安心しきった微笑みを浮かべて、満足する。


「じゃあ、そろそろ上がろうか。君、頬が赤いよ。湯から上がったら水分をしっかりとって」


彼は私のおなかのあたりを支え、お風呂に入れた犬を引き上げるように私を引き上げてくる。


「それにしても嬉しいな。ミスティアのものって印だ」


そうして彼は、嬉しそうに自分の首筋をなぞった。


痣に近いものだから、日が経てば消えてしまう。


なのに彼は、心から喜んでいるように見えて、苦しい。


「レイド様」


毎日しますよと言うには勇気がなかなか出ず、私はなんとか言葉を振り絞り、彼に声をかけた。


「消えて、嫌だったら言ってください。ぜ、善処します」


「え……」


私の提案にレイド様は目を丸くした。失敗したかと反省すれば、彼は口角を上げ始める。


「なら、僕は鏡が好きになれるかもしれない。これからずっと、一生僕に君を刻んでね」


レイド様が私の鼻先にキスをしてきた。


無邪気にしているけど、どこか底知れないものを感じる。


私はその正体をつかめぬままに、彼と一緒にお風呂から上がった。






櫛で髪を梳かされる感覚が気持ちいい。私は鏡に視線を移す。鏡の中には、ベッドに座る私と、その後ろで私の髪を櫛で梳かすレイド様がいる。


「こうして夜に君の髪を梳かせる日が来るなんてね」


「大変じゃないですか……？」


「まったく。それより痛いところはない？　痛かったらすぐ言ってね。僕は君に痛みを与えたいわけじゃないから」


なんだか、歯医者さんみたいだ。


目の前の光景とはちぐはぐに思いつつ、私は「大丈夫です」と彼に伝える。


「本当に？　君は我慢強いから不安だ。何かを抱えるのも得意だし、隠し事も得意だから」


レイド様が何について言っているのか分からない。それほど私は隠し事が多かった。


「でも僕も同じだ。君には偽ってばかりいた。善意あるふりをしながら、君をどうやって手に入れるかばかり考え、君を傷つけてでも手に入れたいと考えていた。今は君がこうして近くにいるけど、お風呂場で言った通り僕の心は君にあると同時に、おそらく普通の形をしてない」


「レイド様……」　


「僕は君が欲しいんだ。その為なら何でもする。君に嘘もつく。純粋な誠実さは期待しないでほしい。でも」


レイド様が、鏡を通して私を見つめる。


振り返って視線を合わせた。青色の瞳は激しい熱がこもって、陽炎のように揺らめいて見える。


「僕が君を愛していることは、ずっと分かっていて。大切にするから。僕のそばから離れずに笑っていてほしい。だから、君のすべてがほしい」


私は彼の言葉を受けて、おそるおそる彼の手に触れた。


自分からこうするのは初めてだと思いながら、彼の指に自分の指を絡める。


「はい。もちろんです」


「ありがとう。ミスティア──ごめんね？」


彼はそう言いながら私に口づける。応えるように私は彼の手を握ったのだった。






寝起きは悪くないほうだった。


さっと自分で起きてしまうか、メロに声をかけられ目を覚ますか。


でも誰かと眠りにつくと、やっぱり睡眠が浅くなるらしい。瞼の裏に光を感じながら目覚めると、いつもすんなり上げられるはずの上体が重い。


力を振り絞って寝返りを打つと、朝日に反射してきらきらと輝く金色の髪が見える。毛先の一本すら美しい曲線を描いて、癖なんてどこにもない。


真っ白な肌に、長いまつげ。


人形みたいだなと思う。


どんな人間でも寝顔は赤子のようだと聞くし、実際のところ、小さい子に怖いと泣かれることの多いブラムさん、ライアスさんの昼寝姿は赤子のようにあどけない。


けれど彼は幼さよりも、少女性を強く感じた。


私は顔にかかった前髪を少しずらそうとする。


しかし触れ方が良くなかったのか、彼はぼんやりと目を開いた。


「苦しい夢だなぁ」


かすれ声で呟きながら、レイド様は私に口づける。


彼は胡乱うろんな瞳で私を見つめた後、私を強く抱きしめてきた。


「このまま死んじゃおうか……」


「え」


何故急にそんな話になる？


しかも、今朝に。


唖然としていると、彼は私の手を握りしめる力を強くした。


「いたいいたいいたいいたい！」


思わず声が出てしまう。


昨日はかなり丁重に、それこそ歯医者さんのシステムまで用いてくれた。


なのに、なぜよりによって今朝に手を握りつぶしてきたのか分からず、私はただただ愕然とした。


一方、手を握りつぶしてきたレイド様は、怪訝な顔をしている。


「夢じゃない……？」


「夢じゃないですけど……」


私の言葉に、彼はきょとんとした。


夢だと思ったから、私は手を握りつぶされたのだろうか。


固まっていれば、彼はぼんやりしつつも握りつぶそうとした私の手をさすり始める。


「ごめん、言い訳をするんだけど、夢かと思って……」


「夢の私がご迷惑をおかけしたようで、すみません……」


きっと、夢の私が無礼なことをしたのだろう。今まで現実の私だって無視なことをしてきたことだし、仕方ない。


「君は謝らなくていい。あまりにも幸せだから早く覚めないと、現実で君に酷いことをしてしまうんじゃないかと思って──」


彼はそう言いながら、言葉を止める。


「でも、もう無理やり奪うこともないのか。もらったし」


そう言って、彼は私を抱きしめた。


「レイド様……」


「レイドって、もう名前で呼んでくれないの？」


掠れた甘い声でねだられ、意識を失いそうになる。私は両手を彷徨わせながら言葉を紡ぐ。


「れ、れ、れ、レイド」


「僕はレイド・アーレンで国に登録されたはずだけど」


今まで、レイド・ノクターと呼んできた。


そのあとレイド様に変わった。そして、昨夜にレイド。慣れないし、どこか緊張する。


「すみません、慣れず……」


「そうかな？　昨夜は結構呼べてたよね？」


朗らかに飛び出したレイド様──ではなくレイドの言葉を疑った。彼は「ごめんね」と笑った後、「手のこともね」とすぐに申し訳無さそうに肩を落とした。


「手は大丈夫ですよ。もうほら、痛くないですし」


「それだけじゃない。色々、理由はある。というか、たぶん尽きないと思う」


「尽きない……？」


「気持ち悪くない？　なんて聞きながら君の許容範囲を壊して、君の感覚を狂わせたこととか、一年生の頃までさかのぼればもっとあるけどね……旅行もさ、目的は勉強じゃないし」


レイド様は申し訳なさそうに私を見つめている。


でも不思議なことに、楽しそうに見えた。


「狂わせるとは……」


「普通、相手に嫌悪を抱かれてないか不安に思う人間は、周りに人がいないからといって外でキスなんてしない。まぁ、そんな簡単なことだけじゃないけどね。長い道のりだったなぁ」


私はレイドの言葉を聞いて、今までの彼の発言を思い返していく。


思えば、キスが日常的になってからというもの、よくロッカーの中に押し込められたり、教卓や机の中に引きずり込まれ、「キスしたい」と抱きつかれていた。


そういう時期か……と思っていたこともあれど、全部故意だとしたら……。


私は、「もしかして」と彼の様子をうかがう。


彼は相変わらず、笑うばかりだ。やけに上機嫌な状態で、彼は私の手を取った。


「僕が最初に告白した時みたいに、これから沢山答え合わせをしていこう。ずっと一緒なんだし、君は僕を狂わせたんだから、僕を暴くことだってできるよ。一緒に頑張ろうね」


返事は貰った。でも一緒に頑張ろうと爽やかな雰囲気を出すわりに、瞳だけはとても不穏だ。


レイド・ノクターは完全無欠でありながらも、確実にそれだけではないのだと、今やっと分かった。


こちらをうっとりと見つめる彼に、私は、「頑張ります」とうなずいた。







ブルースターのブーケ
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ミスティアを手に入れてから、一年後の冬。とうとうミスティアとの正式な結婚式を迎えることになった。海を超えた教会で、両家の家族やアーレン家の使用人たちが見守るなか、僕たちは愛を誓う。


待ちに待った日だ。これまで着々とミスティアとの関係をすすめ、すべて、すべて塗り替えてきた。ミスティアの僕への印象も、ミスティアの許容範囲も、思い出も全部。


それでもなお、ミスティアは僕のそばにいてくれた。


「永遠の愛を誓いますか」


神父が僕たちを見据える。


「はい。死んでも、生まれ変わっても、永遠に彼女は僕のもので、僕も彼女のものです」


異端と取られても仕方ない宣誓に、神父はたじろいだ。


心なしか、背後で参列者もざわついているように感じる。ミスティアの顔を見ると、呆れ顔をこちらに向けていた。


八年前、初めて出会ったとき、彼女はひたすら僕におびえていた。不安そうな顔や、恐怖に染まった顔ばかりで、再婚約をしてすぐのころも、こちらに気を遣う顔ばかり見ていた。


だからか、やっとここまで来れたのだと呆れ顔すら浮かれてしまうし、嬉しくてたまらない。


「可愛いねミスティア」


「貴方はどうしていつも……」


「それはミスティアが可愛いからだよ」


「式の最中ですよ……!?　神様の前です……」


「えっと、それでは誓いのキスを……」


神父がおそるおそる僕らの様子をうかがう。


ミスティアは改まって、「誓います」と、答えてくれた。


言ったね。約束だよ？　永遠に離さないけどいいの？


なんて、こんな日ですら確かめたくなるほど、幸せで仕方ない。


ミスティアとの距離が近づくたび、彼女との未来がこうして確実なものとなるたび、嬉しくて視界が歪んで、ばれないようにキスをしたり抱きしめていた頃がなつかしい。


「では、誓いのキスを」


僕はミスティアの肩に手を置いた。


初めてのことじゃないのに、心臓が絞られる。


紅をさした唇にそっと自分の唇を重ねる。彼女の身体が強張らないことに安堵しながら、僕は唇を離した。


「ミスティア、愛しているよ」


「私もです」


すぐに返事をされて、僕は呆気にとられてしまった。


顔が熱くなって、恥ずかしさで返事ができない。


嬉しい。こんなに幸せでいいのか。


「幸せになりましょう」


「ああ、そうだね。幸せになろう」


そうだ。これから僕はミスティアと幸せになる。


もう十分幸せなくらいだけど、その幸せを何度だって塗り替えながら生きていく。生きていける。


それが絶対だと思える。


ミスティアが隣にいるから。


祝福の花が降る中、僕はいっぱいの希望を胸に彼女と微笑みあっていた。






「僕って、こんなに衝動的だったんだな」


滞りなく式を終え、夫婦の寝室でぐっすりと眠るミスティアを眺めながら、僕はそっと彼女の胸に自分の耳をあてる。


披露宴のあと屋敷に帰ってきた僕たちは、両親たちと食事会をした。


食事会が解散になった後は、いつも通り一緒にお風呂に入って二人の時間を過ごしたけれど、ミスティアは早々に意識を飛ばして寝てしまった。


一つの寝台を僕と分け合うミスティアは、微動だにしない。


浅く胸のあたりが前後する程度だ。彼女は寝相がいいことと、物音を立てないこと、じっとしていることが得意と言うけれど、本当にその通りだ。


お昼寝の時も、不意に疲れて寝るときもミスティアは静かだし、声をかけなければ起きない。


何でもできてしまうし、ある日突然彼女を連れて、遠くへ行くことだって出来そうだ。


しっとり汗ばんだ素肌に海を連想し、月明かりに照らされた純白のシーツは影を重ね、さながら波のようだなと、彼女の体をそっとなでる。


ミスティアを飲み込んだあの海。


彼女を包んだ炎。


いつだってミスティアは僕らの色によって苦しめられている。考えていると切なくなって、僕は心臓の音に耳を澄ませた。


どく、どくと、血が脈打っている。


この心臓と僕の心臓が繋がればいい。彼女をその身に宿したアーレン夫人が羨ましい。僕も彼女の身体の鼓動を、自分の中から感じてみたかった。


ひとつ願いがかなえば、もっと深い繋がりがほしくなってしまう。


笑顔がほしい。一緒にいたい。嫌われたくない。嫌われてもいい。生きててほしい。


幾多の変遷を遂げ、夢のような奇跡が起きて彼女と再婚約を果たし、結婚までこぎ着けた。


心身ともに彼女と繋がりを持ってなお、渇望が消えない。


心に巣くう彼女への呪いは、日増しに強まっていく。


「ごめんね、ミスティア」


ミスティアを誰にもさらわれないよう、僕は策を講じた。


彼女が会いたくても、もう一生会えない人間がたくさんいる。


僕が何をしたかミスティアは一生知らないし教えない。夢を追うために国から離れたと信じ、活躍を祈るのだろう。


でも、心はなにも痛まない。


それに不愉快なあの平民女も、僕に近づいてきて僕の計画を邪魔した女も、裏で糸を引く捕食者にも手を出さなかった。


専属侍女だって屋敷に入れているのだから、妥協はしてほしい。


「ん……」


なかなか寝付けず、ついミスティアの髪に触れてみたり、唇をいじっていると彼女は眉間にしわを寄せた。


可哀想と思いつつも可愛くて、つい頬を手で挟んでしまう。


「な、なんですか……、朝ですか……」


ミスティアはぼんやりと目を開いた。


まだ半分ほど微睡の世界にいるらしく、瞳がとろんとしている。


「寂しくて起こしちゃった」


「ん……寂しい、ですか」


ミスティアは大きく息を吐いて、僕に手を伸ばしてきた。そのまま抱き寄せ、「よしよし」と、動物を可愛がるみたいに僕の頭を撫で始める。


「いいこですよ……」


そのままミスティアはスヤスヤ寝息を立て始めた。


こんなの、誰にでもやっていたらどうしよう。今までミスティアにこれをされた人間全員に殺意が湧く。


確か一年生の時の奉仕活動で、彼女は子供たちをこうして寝かしつけていたから、おそらくその延長だろうけど……。


まぁ、ミスティアに手が出せない無力な子供ならいい。


「メロよしよし……」


「噛んじゃおうか」


苛々する。


ただでさえ、アーレン家の使用人たちはみなこぞって僕たちの新居に移ってきたのだ。


護衛の意味では心強い。ただ、彼女に恋愛感情は抱いてないとはいえ、ごく一部を除いて愉快ではない。


それにアーレン家の使用人たちはいつだってミスティアと距離が近いし、ミスティアはすすんで甘えている。


「噛んだら痛い？　起きるかな。起きてよミスティア、朝だよ。起きないと痛い思いするよ」


朝じゃないけど。


前は、こんな馬鹿っぽいこと考えなかった。


ミスティアに触れるなんて思いもしなかった。


笑顔が見られるだけでいいと思うほど、僕は彼女と距離があったのに。


今はもう、ミスティアの全部が僕のものだ。


だからか、彼女がほかの人間に関わるとより嫌な気持ちになる。


彼女は僕だけ見て、僕にだけ世話をされればいいのに。


前まではミスティアが水を飲む姿を見てもなんとも思わなかったけど、どうして僕を経由して飲まないのかと、どうしても思ってしまう。


「ミスティア……、僕を一人にしないでね」


噛むのはやめて、口づけをする。


子供っぽいだけの触れ合いがじれったくなって、僕はさらに深く口づける。


彼女はうなされるようにまた目を開いて、僕を視界に入れた。


「レ……イド……？」


「名前呼ぶの、もうすっかり慣れてきたね。効果あって良かった」


はじめは手に触れることに慣れさせた。


その次は頬、唇と段階を経て、日常的に抱き合うようにした。


口づけまで簡単に出来るようになったから、もしかして誰に触られても平気なのか疑ってしまったこともある。


普段なら彼女への恋文は全部捨てているし、言伝も未然に防いでいた。


少しでも彼女に好意を持つ人間がいれば、それとなく恋愛にうつつを抜かすことがないよう、対処していた。


一年生になってすぐの頃は、ミスティアは僕を好きじゃないし、彼女の交友関係を狭めることに抵抗があった。けれど、彼女は僕の好意を受け入れてくれたから男はほぼ潰した。


でも、ほんの少し、それも害がなさそうなのを泳がせてみたことがある。


あのとき、もしミスティアが誰に触られても大丈夫そうであったら、閉じ込めていたかもしれない。


ミスティアに触れられることは幸せだけど、同時に毒だ。


触れるたびにもっと、もっとと中毒になり、優しくしたい、虐めたい、触れたい、自分だけのものにしたいと──あらゆる感情が強くなる。


皆に僕のものだと知らせるため、人が来ると分かっていながらキスをしていたことだってある。


彼女に触れるようになってから、僕の心はより一層狭くなってしまった。


「よる……？」


先ほどから僕に睡眠を邪魔され続けているミスティアは、頭を揺らしている。


「さっきは朝か聞いてきたよね。眠たい？　ぼんやりしてるね。そんなにぼーっとしてると手錠とか鎖とかで繋がってもわかんないかな。わかんないよね？」


──わかってもするけどね。


僕はベッドの後ろに隠していた手枷を取り出した。


片方はミスティアの腕に、もう片方は自分の腕につける。


ミスティアの足につけて、この部屋から出ないようにするためのものだ。


その鎖にミスティアと繋がれていると思うと嬉しくなるし、なんだか眠くなってきた。


「君が僕を赦してしまったんだよ」


明日、自分に枷がつけられていると知ったミスティアは、どんな顔をするんだろう。


彼女が知らないだけで、見えない鎖はいくつもついているけれど、視覚的に認識できる枷をつけたのは初めてだから、反応が楽しみだ。


「おやすみ、ミスティア」


僕は彼女にキスをして、ぎゅっと抱きしめる。


彼女の夢の中に入りたいと祈りながら、僕は眠りについた。







    
  
  




鏡葬


エリクとの婚約が決まり、さらに婚約式も挙げたことは、学園中に広まった。しかし、時を同じくして、大事件が起きた。


レイド・ノクターが、二年の春の終わりに、外国に留学したのだ。


大型連休後に、別れの言葉なく出発した形らしい。


副会長は代打としてエリクが務めることになり、私は書記と会計を兼任、慌ただしく一年は過ぎ去っていき、エリクは学園を卒業、私は三年生になった。


三年生として迎えた体育祭は、借り物リレーで「好きな人、もしくは恋人」というお題を引き、体育祭を見学していたエリクを連れて走った。修学旅行扱いの宿泊体験学習は、何故かエリクがついてきて、ダンスパーティーでは、「卒業生枠だよ！」とエリクとダンスを踊り、月日は流れてもう卒業式が一ヶ月後に迫っている。


私は過ぎゆく時間に寂しさを感じながら、冬の終わりを感じる廊下を歩いていた。


学園の生徒たちも、まだ実感がわかないのか、「なんだかあっという間だったね」と、各々おしゃべりをしながら歩いている。けれど私に視線を合わせると、「会長だ」と、口元を引き締めた。


「えっと、おつかれさまです。お気をつけて……」


いまは放課後だから、とりあえず挨拶はこんな感じでいいだろうか。戸惑いがちに頭を下げて、私は廊下を進んでいく。


レイド・ノクターが不在になったことで、今年度……といってももう終わりだけれど、今年の生徒会長の席には、私が座っていた。


フィーナ先輩が卒業前に通した校則に、生徒会長に立候補したものが現れなかった場合、生徒全員から投票で決める、というものがあった。そして私の代のときに誰も現れず、私が会長を務めることになった。


「ミスティアみーつけた」


そのまま学園の廊下を歩いていると、廊下の曲がり角からひょっこりとエリクが顔を出す。


次期生徒会の面々も決まり、私の卒業も近い。引き継ぎ作業を終え、もう仕事もほとんどない。


さらにいえば、生徒会ＯＢとしての仕事もとっくにないけれど、エリクは学園への不法侵入を繰り返している。


でも今日は放課後一緒に、エリク曰く「いいところ」へ一緒にでかけ、そのあとアーレンの屋敷でお泊り会をする約束だった。待ち合わせは、門の外だったけれど。


「あの、待ち合わせの時間より早いのでは」


「うん。お仕事が終わったからさ、きちゃったんだ」


エリクはハイム家の当主の仕事も手伝いをしている。


お互い一人っ子という立ち位置で生きてきた以上、アーレン家とハイム家、両方の家督問題は早期に話し合われることとなった。


その結果、エリクのお父さんも私のお父さんもまだまだ現役ということから、二人の引退を遅延させ、私達の子供が跡をつぎ、私達はあくまでその補佐を務める……という話になった。


まだ一緒に住んでいるわけじゃないから、未来の話にはなるけれど……。


「それよりミスティア今日は学園楽しかった？」


「まぁ……」


「桃栗と卒業お泊り会するって聞いたけど」


桃栗。


エリクはアリスとヘレンさんのことをそう呼ぶ。


無礼なニュアンスを含むからその都度注意しているけど、改善の気配はない。


フィーナ先輩のことは蜘蛛と酷い名前で呼んでいた。先輩の目の前でも呼ぶからその度に二人は冷戦を繰り広げている。


「その呼び方、失礼ですよ。アリスさん、ヘレンさんはそんな名前じゃないです」


「でもさぁ、俺のミスティアなのに勝手に奪ってくんだもん。この間だってミスティアと見たかったオペラ取られたし」


この間、私はアリスさん、ヘレンさん、そしてフィーナ先輩、メロの五人でオペラに行った。







    
  
  




でも、どうやらエリクも私と一緒に行きたかったらしく、一ヶ月経過してもなお、しょんぼりしている。


「ミスティアさぁ、恋に男女なんて関係ないの分かってる？」


「存じ上げてますよ」


「そんなに堂々と浮気宣言してくると思わなかった。とんでもない悪女だ」


悪女。


そう言われるとゲームのミスティアを思い出してひやっとする。でも彼女は一途すぎるあまり悪女と化したわけだし、浮気で……というのはない。いや、私は浮気してないけど。


「私は浮気してないですよ」


「本当にぃ？　なんか女相手ならさぁ、キスくらいはいいと思ってそうで嫌だ。キスとかしてないよね？」


「してないですよ」


「じゃあ俺としよ」


エリクはそう言って私に顔を近づけてくる。


「ここは学園ですよ」


「でも夫婦だもーん！」


エリクは私の手首を掴むと、そのままキスしてきた。


当然学園の廊下だから人の出入りはあるし、彼自身制服ではなく私服ということで、えらく目立つ。


「エリク様、素敵……」


「本当に色っぽいわ……」


なのに、誰もが学園で白昼堂々行われる凶行に、見惚れてしまっている。


エリクはシナリオ上、女子生徒に絶大な人気を誇っているけれど、年々その色気を凶悪なものにしてきている。


「私、二番でも全く問題ないわ」


「遊ばれて、こっぴどく捨てられてみたい……！　あんなふうに強引にされたい！」


強い意思のある言葉を聞きながら、私はエリクを見る。


彼はさっと視線を向けるだけで女子生徒を失神させたり、ちょっと低い声を出しただけで周囲の女性の腰を砕いてみたり、超常現象を起こし続けているけれど、私におかしなことをしていても絶対に咎められない。


それどころか、羨ましがられる。不健全だ。


「もう、出禁にします」


「なんで？　結婚式のときに皆の前でちゅーするのにおかしくない？」


「それは屁理屈です」


「だって皆にミスティアは俺のだってアピールしないと取られちゃうもん」


エリクは私を背後から抱きしめ、さらに追撃を行おうとする。


私は手に持っていたかばんを自分の前に掲げ抵抗した。


「ミスティア悪さしないの！　そんなことしてるとかばん放り投げるよ」


「そうしたらもう一生出入り禁止解除しません」


「なにもう出入り禁止施行されてるの？　じゃあミスティア捕まえて学園に住まなきゃだね」


エリクは私のかばんをさっと取ると、そのまますたすた歩いていく。今日は彼がアーレンの屋敷に泊まりに来る日だ。


その前に彼は街の「いいところ」に用があるらしく、一緒に付きそうことになった。ただ目的地の詳細は秘密らしい。


もう生徒会の仕事もない。私は彼の後をついていく。


「あともう少しで卒業だね」


「はい」


「本当に長かったなぁ。去年からずーっと……ああ、ミスティア早く卒業しないかなって思っててさぁ、卒業せざるをえなくしちゃおうかなって何度思ったか」


卒業せざるをえなくする。


飛び級とか平和的な感じならいいけど、そんな制度はない。視線を向けると、「何されると思ってるの？」なんてわざとらしく問いかけてくる。


「それより、街に行く用事は大丈夫なんですか」


「うん。時間に余裕持って色々したからね。だから、その前に美術室に寄りたいんだ」


「美術室？」


エリクと美術室の関連性が見当たらず、不思議に思う。


しかしエリクは特に理由を告げぬまま、私の手を引いた。






美術室へは、授業以外で入らない。


一年生のある時期は通っていたけれど、新しい校舎になり、各階層の教室のわりあてが変更された。


化学室や美術室は前の校舎より広くなったこと、音楽室は防音性を高めるため他の教室と造りが異なるからか、かなり遠くなっている。


「ネイン嬢が結構口出したりしたんだっけ。やっぱり前と違うね」


エリクは石膏像、キャンバスの並ぶ美術室のなかをゆったりと歩きながら、伸びをしている。


「前の美術室は、思い出せる？」


「はい……大体は……」


場所や壁に貼られているのが変わっても、油絵の具を伸ばしたり洗浄するオイルの香りが漂っていることは変わらない。


いつも授業を受けている長机は、始めこそ一面木目が見えていたけれど、二年が経過した今はところどころ絵の具がついていて、固まっている。


シャニィさんが美術室の棚に保管していたスケッチブックは、幸い炎に焼かれることなく残った。検閲はあれど送ることが出来たから、手紙を添えて送った。


「ミスティア前に粘土でおてて作ってたよね。潰したパンみたいになってるって言ってたやつ」


──懐かしいなぁ。


どろりとした蜜のような声が、耳元をかすめる。


エリクは私の手をつかみ、一本一本手遊びをするように指を丸めていき、勝手に握らせていく。


「完成品こんな感じじゃなかったよね」


「はい。造形は苦手で……」


「俺も作るのは得意じゃないかも。描くほうが好きかな。二年くらい前は結構俺も描いてたんだよ？」


「じゃあ、今日は何か、絵が見たいとか、そういった理由でしょうか」


「どう思う？」


疑問に疑問で返されて、私は戸惑いがちにエリクがここへ来た理由を探す。


エリクが私を迎えに来てくれるのは、一緒にいたいからだと言っていた。


「ここさぁ、人気無いよね。部活はおやすみ週間だし」


でも、二人きりになりたいことが理由なら、屋敷に帰るか学外に出たほうが早い。


「いい場所だと、思わない？」


エリクの瞳は妖しく、柔和な笑みとは裏腹にぎらついている。


「俺ね、もっとちゃんとしたキスがしたいなぁって……」


エリクは私の顎をすくうと、唇を甘噛みしてきた。


学園で触れてくる回数が、どんどん増えてきている。前までは、注意すればすぐやめてくれたし、避ければ拗ねてきた。


でも最近は避けようとすると手首を掴んでくるし、追ってくる。


「学園は逢引の場所じゃないですよ」


「勉強するところだよね？　人を、殺す場所でもなく、さ」


「え」


問いかけようとする前に、唇が塞がれた。


そのまま彼は呼吸すら許さないというように、腰に手を回してきたのだった。






「完全に出禁ですよもう。卒業式までもう、出入り禁止です。決定です。生徒会長の権限を行使します」


夕日を背に、踊るように歩くエリクの背中を追って、私は宣言する。


あのあと美術室を出てきた私達は、予定通り街へ向かっていた。もともと今日は、エリクと学園の門の外で待ち合わせをしていたのだ。行きたいところがあると誘ってくれたけど、中に入ってきてしまうとは……。


「いいところに連れていってあげるから許して？」


「いいところ……？　というかそもそも、今日はどこに行くんですか？」


放課後街に行くことは結構前から決まっていたけど、目的地についてはずっとはぐらかされていた。しかし、彼は街にたどり着いても答える気は無さそうで、目尻に弧を描く。


「行き先がわからなかったら、ついてきてくれないの？」


歩いていると、エリクは静かに問いかけてくる。


「ついていきますよ」


「なら、お楽しみにしてて」


くすくすと企む声がしたあと、またキスをされた。注意する前に、「怒らないでね」なんてお願いされる。


呆れる気持ちの反面、場所と状況さえちゃんとしていれば、注意なんてしないとも思う。


「怒りますよ。今日からもう、沸点をさらに低く設定します」


本当に、このままだと不健全すぎる。私は目的地を知らぬまま、ため息がちに、彼の後をついていった。






冬の終わりが近づく夕方は、いつにもまして空の色が淡い気がする。鈍色の雲とオレンジの空は境界線なんてないようで、空を占めるオレンジ自体、ほのかに血色がかったピンク色にも見えて曖昧だ。


風だって、日中のはじめは暖かい時もあれど、日が沈む頃には静かに冷えて、まだ冬なんだなと思い出す。


街中も、春の色味のコーディネートを紹介するショーウィンドーの隣では、身体を温めながら街歩きが出来るよう、通りでは蜂蜜入りのホットミルクに、刻み野菜のミネストローネの屋台が並んでいた。


これから徐々に春が訪れるとはいえ、冬も終わってない。季節も街も、どことなく不鮮明だ。


そんな街並みに目を向けることなく、エリクは街の大通りにさしかかったところで、とうとう目的地の答えを提示した。


「今日さぁ、指輪作りたいんだよね」


結婚指輪……確かにまだ準備していない。


この間ようやく新居用の家具や絨毯のリストアップを終え、調整に入ったところだ。


思えば、一緒に暮らす準備や結婚式の準備はしているけれど、結婚指輪についてはすっぽり抜けてしまっていた。


「指輪さぁ、婚約用のはミスティアのこと無視して作っちゃったから、結婚式はミスティアの好きなようにしてもらいたいなって」


「私の好きなよう……」


正直なところ、装飾品もドレスもあまり関心があるわけじゃない。


服やアクセサリーを選ぶときは最低限の人権が保てるのであればいいと考えているし、アーレン家の娘という立場上貰い物が多いから、貰い物を身につける……ということが多い。


一生身につけるもので、事故を起こしたら大問題では……？


「私がですか……？」


「そうだよ。っていうか何その人殺しでも見るような顔」


「いやかなり責任重大だなと……」


「安心しなよ。ミスティアの絵がめちゃくちゃなのは分かってるし、多分デザイン画も良くて抽象画、悪くて拷問図とかになるだろうから、お店の人とちゃんと相談しながら作るよ」


デザイン画が抽象画になる。確かに絵は得意じゃないけれど、拷問図呼ばわりは厳しいものがある。


「拷問図は描きませんよ」


「でもミスティアの描く人間、大体首据ってないしさ、どこかしら複雑骨折してるし、四足の動物はお尻からなんか生えてるじゃん」


確かに幼少期、エリクとお絵かきしているとき、「ミスティアこれなに」「トラだよ」「えー？　アップルパイじゃないの？」みたいなやり取りを数十回した。街づくりも、私が色塗り担当で、エリクは作画担当だった。


「その節は大変申し訳なく……」


「だから、ミスティアは安心していいよ。おかしなことになりそうだったら職人が止めるし、それに俺も見てるわけだし。ミスティアは好きなようにあれこれ言えばいいだけだから」


「結構ざっくりした感じで大丈夫でしょうか」


「うん。それにミスティア、描くのがかなり危ういだけで、好みは普通だし」


「それは褒められているんでしょうか……」


「褒めてるよ。ミスティア、ただ下手っていうより、面白いから楽しい。ミスティアの描いた絵、疲れてるときに見ると笑っちゃう」


知らない間に笑われている。


でもエリクは絵が上手いし、彼がチェックしてくれているなら安心だ。


「エリクや本職の方が見ていてくださるなら、安心ですね」


「でも、ミスティアの描いた絵のアクセサリーを作るのもいいよね。銀で作って宝石とか飾り付けて玄関に飾ったら、俺とミスティアの屋敷って感じするし、世界にひとつだけの家具になるでしょ？」


「たしかに、街づくりみたいですね……」


「懐かしいなぁ。俺ミスティアがどっか行くの嫌で、ビリビリに破いちゃったりしてさ」


あはは。とエリクは笑う。


彼にとっての悲しみの記憶は、もう時間が過ぎて思い出になった。


あの頃はエリクはぼろぼろ泣いていて、私はなんとか泣き止んでもらおうと思いつつ、彼を励ます言葉が出なかった。


もし、時間が巻き戻るとしたら、私は彼にどんな言葉をかけているだろう。


泣かないでほしい。笑ってほしい。ずっと一緒にいるから。約束をしよう。


思い返しても、当時彼にかけた言葉と同じ気がして、私はそれが正しいのか悩む。


「ミスティア、ちゃんと前見てないとドアにぶつかっちゃうよ」


「え」


ぱっと顔を上げると、黒塗りのシックなお店が視界にうつる。けれどすぐに遮られ──またキスをされた。


前々からエリクはスキンシップが多めと思っていたけれど、婚約者になったことで完全にリミッターが外されている。


「お店の中では、しないでください」


「じゃあ、お店はいる前にいちゃいちゃしておく？」


「遠慮します……」


私はお店の中に入る。


照明はショーケースに向けて絞られていて、中には指輪や首飾り、腕輪に磨かれた宝石が光を受けて輝いていた。


すぐ店員さんが近づいてきて、奥の座席へと案内される。


今日は制作に向けての説明と、紹介らしい。


座席に到着すると、今後のスケジュールのほかに、どういうオーダーによってどんなものが出来上がるかの相談をされた。


「それでは、色味や希望の印象などをお聞きしてもよろしいでしょうか？　苦手、こういったものは避けるといった、お好みもよろしければ……」


店員さんに問われ、隣に座っていたエリクがこちらに振り返った。


「ミスティアはどんなのがいーい？」


婚約指輪は、ルビーとエメラルドの花束っぽい雰囲気のものだから、少し変えたほうがいいかもしれない。でも。


「エメラルドをベースに、婚約指輪に重ね付けが出来るデザインはいかがでしょうか」


せっかく婚約指輪をもらったわけだし、しまっておくのは勿体ない気がする。


エリクは驚いた顔をしていて、店員さんは手帳に持っていた用紙にメモをして、笑みを浮かべた。


「拝見したところ婚約指輪が立体的なデザインのものなので、オーバルなもので太さを変えて、石座や肩の部分など形の部分は緩急をつけないデザインにしていくと、お互いを引き立てる印象になると思いますよ。エメラルドのほかに、ペリドット、翡翠などを加えて、色で段階をつけていきましょう……」


知らない用語がいくつも出てきた。


店員さんのアドバイスを聞きながら、私はエリクの反応を見つつ、結婚指輪について要望をまとめていく。やがて店員さんが「それでは簡単に図案にしてみますね。もしよろしければ店内の商品もご覧くださいませ」と下がっていった。


お言葉に甘え、ショーケースの指輪を見て勉強していると、エリクがこちらに顔を向けた。


「いいの？　全部緑で」


「え、だ、駄目でしたか……？」


「ううん？　ちょっと予想外っていうか、無難にダイヤとか言うかなと思っていたから」


「つまりダイヤが良かったと……？」


「ううん。白っぽいの嫌いなんだよね。黒とか赤が好き。ミスティアの色だから」


エリクは私の目の下を少しだけ指でなぞった。


「赤い。相変わらず血みたい」


「生まれつきですからね」


彼は「そういうこと言ってるんじゃないし」と笑う。


しばらく言葉を交わしたあと、二手に分かれて店内を散策する。


隅のほうで宝石に飾られたドールハウスを見つけ、私は足をとめた。


二階建ての小さな家で、人形たちが暮らしている。屋根がダイヤモンドやメノウで飾られている。贈り物用、だろうか。宝石つき玩具は、貴族のなかで流行っているらしい。


屋根がすべてダイヤモンドで出来たおうちもあると聞いたことがある。耐久性が高そうだなと思っていた。


これもその系譜だろう。でも、小さな人形たちの暮らしを見ていると、またエリクとの街づくりを思い出した。懐かしい。エリクとの子供が生まれたら、街づくりで遊んだりすることもあるかもしれない。


じっとドールハウスを眺めていれば、カラン、と楚々とした鈴が鳴る。振り返ると、女性客二人が店員さんの姿を探しながら入店したところだった。


「やっぱり、エリク！　お店の外から見て、もしかしたらって思ってたけど……嬉しい」


女性客二人は、どうやらエリクと知り合いらしい。なんとなく身をひそめると、彼女たちはエリクに近づいていった。


「こんなところで会えるなんて……何を買うの？」


「卒業してからみんなとは会えるのに、エリクとは会えないって皆言っていて……会いたかった！」


確かに、卒業するとクラスメイトと会うことは難しくなる。私もアリスやヘレンさんにたくさん会っておこう。固く決めていると、エリクは「えーっと」とけだるげな声を発した。


「俺、時間無いんだよね」


女性二人は、エリクの腕に手を添えていた。その手をエリクは振り払い、大きくため息を吐いた。かと思えばきょろきょろあたりを見回し、私を見てこちらに向かってくる。


「俺の時間の全部、この子に使いたいから。だからごめん」


エリクは私の肩に手を回すと、そのまま頬にキスしてきた。女性客二人はかぁっと頬を染め、顔を見合わせている。


「ご、ごめん……」


「お、お邪魔しました……」


二人はそそくさとその場をあとにしてしまった。これは、完全に──、


「営業妨害ですよ」


私はこちらの唇を親指でいじってくるエリクに注意した。女性客を二人も退出させてしまったのだ。


しかしエリクは、「買わないでしょ、俺見て店入ってきたし」と、出入り口へ冷ややかな瞳を向ける。


「それにもうああいうの、疲れたんだよね。学園卒業したわけだし。それに俺はどっかの悪女と違って、他のやつに尻尾振ったりしないよ」


「私も尻尾振ってませんよ。ないですし」


「女にばっか尻尾振ってるよ。俺何度も見てるし。案外あの二人のことも狙ってたり……」


エリクは疑いの目を向けてくる。さらに「尻尾引きちぎっちゃおうか」なんてお尻のあたりを見てきた。


「どうかしてます」


「なら、治すために俺の手、握っててあげて」


エリクは「そうしたらちゃんとする」とこちらを試すように見てきた。私は、お店で問題が起きないよう祈りながら、店員さんが戻ってくるまでの間、彼と手をつないでいた。






どうしようかと思っていたオーダーは、店員さんとエリクのおかげで、想像よりずっといいものになった。


店員さんに見せてもらった下書き図案は、これ出来上がりですよ、と言いたくなるくらいの完成度で、早くも実物が出来上がるのが楽しみだ。


「新婚旅行さ、どこ行こうか？」


帰りの馬車の中で、エリクは日の沈んだ車窓を背にこちらへ振り返る。


「海がきれいなところがいい？　それとも星空の見える所が良い？　隣国？　もっと遠く？　動物と触れ合える場所とか？　それとも魚に触る？」


「うーん……時期的に夏なので、海も捨てがたいですが山も涼しそうですよね……」


「貸別荘借りてさぁ、ゆっくり過ごすのもいいよね。買い物もしたいかも。楽しみだねぇ」


今年の初夏に式を挙げ、新婚旅行もそのあたり……という話になっている。


スケジュールは三日から七日と決めているけれど、エリクは「一か月！」なんて無茶を言っている。


「旅行中にミスティアの絵とかも描いちゃおうかな。花畑とかさ、森の中のミスティア」


「となると、海か山ですか……？」


エリクは、「お花があるところがいい！」とこちらの肩に手を回してきた。「最近スケッチブック持ち歩いてるんだよね〜」と、もう片方の手でスケッチブックを鞄から取り出した。


スケッチブックと、エリク。


本当に懐かしい組み合わせだ。一緒に街づくりをした八年前に、画用紙に絵を描いていたことと、小さい頃にお絵かきをして以降、彼と絵の組み合わせは見ていなかった。


美術の授業の話は当然したことがあるけど、彼は私と違い器用だから、補習なんて一切していなかったし……。


一枚ずつ、エリクはスケッチブックのページをめくる。


そこには鉛筆画で私の後ろ姿や横顔が描かれていた。


何本も線を重ね、皮膚の感じが細かに表現されている。


制服姿に、ドレス姿や私服と、エリクは私がこういう風に見えているのかと、ついじっくり見てしまった。


「すごいですね」


「俺も絵、上手でしょう」


エリクの言葉は、誰かを想定した上での言葉だった。


誰かと一緒、むしろ誰かよりという意味合いの方が正しいかもしれない。


私の周りで絵の上手い人は、一人しかいない。


一瞬、今日の放課後、突然美術室に行きたいと言い出したエリクのことを思い出して、私は彼の表情をうかがう。


「どうしたのミスティア、俺じゃなくて、俺の描いた絵を見なよ」


翡翠の瞳は、淀よどんでいるようにすら見える。昼間は女子生徒をあれだけ魅了し、輝いていたはずなのに。


エリクはなんとなくで、美術室に行ったわけじゃない。


直感的に悟った瞬間、馬車はゆっくりと減速した。


やがてアーレン家の門の前で停止すると、エリクは扉を開けて「ご両親に挨拶してくるね！」と、飛び出ていった。


私に見せていたスケッチブックは、座席に置き去りにしたまま。


軽やかな足取りで屋敷に向かって走るエリクを一瞥し、私はスケッチブックに視線を落とす。


金属のリングでとめられたスケッチブックは、五十ページほどの分厚さを持っている。


エリクが先程ぱらぱらめくっていたページは、最初の五ページほど。


私はざらつく紙面をすって、ページをめくっていく。


一枚ごとめくるたびに明らかになる熱情に、時間の流れが変わったような錯覚がした。


首を絞められる女に、ナイフで刺され腹から血を流す、女。


その後は花々に弔われ、静かに目を閉じていたり、死に方と弔われ方が変えられている。


何十通りの殺人方法を記述したような、デッサンの数々。登場人物は一人。


私だけ。


エリクの持つスケッチブックには、私の死体の絵が、何十枚とわたって描かれていた。


私は、もう一度エリクのほうに視線を向ける。


彼は屋敷の中央、ぎりぎりその姿と表情が認識出来る位置で、こちらに顔を向け、足をとめている。


中途半端にスケッチブックを開く私を、無表情でじっと見つめていた。


冷たい風が吹く中で、ずっと。






エリクは私にスケッチブックを見られたというのに、アーレン家の屋敷に入ると、何一つ態度を変えることなくいつもどおり両親に挨拶をした。


あのあと、馬車にそのまま残すことなんて出来ないし、私はスケッチブックを自分の鞄の中に入れたけど、エリクはそれを見ていながら平然と「お風呂も一緒に入っちゃう？」なんておどけてきた。


夢だったら、きっと悪夢で片付けられる。


でも、夕食を終えお風呂に入り、髪を乾かした後に確認しても──鞄の中にスケッチブックが入ったままだった。


エリクは、私の死体を描いている。


細密に描かれたその表現に、殺意がありありと伝わってきた。


犯行予告として提出されてもおかしくないそれをわざわざ私に見せて、いつもどおりを装っている。


当然、もやもやする。


だから、直接話をすることにした。


他人相手なら自殺行為だけど、相手はエリクだ。これから結婚するわけだし、もやもやするものを残しておくわけにはいかない。


それに、今まで悩みながら相手に気持ちを問うことなく、その場しのぎで暮らしてきたのだ。


相手は一生一緒にいる相手なのだから、きちんと向き合うべき。


そうして私が髪を乾かすエリクに突撃し、スケッチブックについて話をしようと広間を指定すれば、彼から返ってきたのは、「北の空が見えて、ミスティアが痛い思いしたところがいい」と、なんとも度し難い場所を希望してきた。






「ここで私が転落したということを、知っているんですか」


私は指定された場所──かつてメロに突き落とされた窓辺に立つエリクの前にたち、問いかける。


彼は穏やかに「そうだよ」と頷いた。


「でも、あの絵を見ても二人きりになってくれるって、俺びっくりしちゃった。どうしてきてくれたの？」


いつもどおりの声色で、エリクは聞いてきた。


私を抱きしめ、背後をとってくる。


「エリクの考えていることが、よく分からないので、知りたいんです」


「なんでミスティアのこと殺したいと思ってる……とか？」


「いえ、どうして……私を逃がそうとしているんですか」


死体の絵、だけなら個人の嗜好のひとつかもしれないけど、エリクは身近な人間を描いている。


そして彼は不意に見られたわけじゃない。見せてきたのだ。


彼の愛情表現と、その殺したい気持ちと優しさ、すべてを感じる。好きだから、邪魔な誰かを殺そうとした人を私は知っている。でも、好きだから殺したい人を知らない。


他人なら、怖いで済ませてしまう。でもエリクだから、知りたいと思った。


「こうやって殺してやるって怖がらせてから、じっくり殺すのが目的だとは思わない？」


エリクは震え声で質問してきた。そんなことは思わない。エリクはいたずらはしても、脅迫はしない。それに、私を怖がらせることは望んでいない。だって怖がらせるタイミングを選ぶ必要なんてないくらい、一緒に過ごしてきたのだ。


二人きりでいるとき包丁をつきつけるとか、エリクが死のうとするとか、彼は今までそういうことをしてこなかった。「もう一緒に話すのやめよう」なんて言われたこともない。今日、突然死体の絵を見せてきただけだ。私は怖がることをされてない。


「全く。エリクが私を怖がらせるのであれば、もっといい方法がたくさんありますよ」


「例えば」


「婚約破棄とか、嫌いになったって言ってくるとか」


私の答えに、エリクは静かに笑う。私を抱きしめ、「そういうところだよねえ」と、切なげにつぶやく。


「逃がそうとはしてないんだよ。ミスティアのこと。逃がす気ないし、逃げようとしたら、普通に捕まえてるし」


エリクの考えを理解は出来ないし、人を殺そうとするのは悪いことで、間違っている。でも、一緒にいたい。


「俺、ミスティアのことずっと殺そうと思ってたんだよね」


ぽつりとエリクは告白してきた。


「憎くてですか」


「そんなわけなくない？　前から思ってたけどミスティア頭おかしいときあるよね」


「酷いです」


「ミスティアのほうが百倍酷いことしてるよ。俺も酷いこと思ってるけど、行動にはうつしてないからね」


酷いこと。思い当たることはある。


私はずっとエリクの好意を受け止めてこなかった。


今まで寂しかったからだろう、友達が減ってしまうと心配しているのでは、なんて的外れなことを考えていた。


「だからなんか、ミスティアは侍女大好きだし、一番になれないし、なれたとしてもまた塗り替えられるんじゃないかって怖かった。だって、永遠に一番が変わらないなんて保証ないじゃん。ミスティアの一番が侍女から俺になったら、また変わるのかなって」


確かにエリクの言う通り、塗り替えられるものは永遠とはかけ離れたものだ。永遠は、不変だ。変わる可能性がある時点で、永遠とは程遠い。


「だから殺して、永久にって思ってた。それくらい、好き」


いま私は、殺意を告白されている。


それと同時に好意も伝えられている。


殺したいくらい好きというのがあり得ることなのか分からないけれど、エリクだからという贔屓目なのか、否定せず私はただ彼の話を聞くことに努めた。


「でもなんか、そういうの間違ってるんだろうなと思う。やめられないけど。殺す準備とかしてたことは消えないけど、でも」


「でも？」


「幸せなことが起きるたびに、こんな幸せでいいのかなって思うときがある。もういま、殺しちゃえば幸せのままで終われるのかなって、悩む」


人を殺したい。


そう思うこと自体は、果たして罪なのだろうかと疑問が浮かぶ。


何をするにでも過程がある。オリジナルのアロマオイルを作ったり、街を作るのと同じように。


「こんな感じなんだ。本当の俺って。ミスティアの前ではいい子ぶりっ子してたけど」


エリクは感傷的につぶやいた。


思いついて準備をして実行することは地続きだけど、思考まで囚われ、幸せになってはいけないと罰せられるのは、違う気がした。


「私は、別にいいと思います。幸せでも」


「どうして？」


「人間は、どうやったって間違えます。失敗します。でも思考まで罰せられるようになったら、行きつく先は失敗した人間を殺すことです。殺すことがいけないことなのに、いずれ誰かを殺す世界になりますから」


「難しいこと言う」


エリクは唇を尖らせた。


「つまり、エリクは気に病む必要は無いんじゃないかな、という話です」


「俺、ミスティアに病まされてるのに？」


エリクの揶揄するような口調に、抗議の意味を込めて視線を送る。彼は「怒らないでよー！」なんておどけた。


「……でも、ありがと」


伝えられた感謝には、切実の色がのっている。エリクは、いつもめまぐるしいほどに表情を変えていた。楽しそうに街を作ったり、かと思えば泣きながら人形や背景たちを破いたり。昏くらい瞳で未来を示唆しながら、無邪気にあどけなく甘えてくる。


そのすべてがエリクで、私を殺したいと思う彼も、私が好きになったエリクに変わりはなくて、だからこそ彼自身も複雑な思いを抱えているのだろう。


私は彼の背中に手を回して、今日注文したエメラルドについて思い出す。


「エメラルドを透かして見ると、中が森の景色を眺めているようだということから、天国の庭が見える、と言われるらしいです」


「天国……？」


「はい。一緒に、天国を見ましょう」


エメラルドの話をお店で聞いた時、いいなと思った。エリクと一緒にいるのは楽しいし、落ち着く。そんな場所を天国と呼ぶのなら、エメラルドの宝石を彼との繋がりの象徴にしたい。


「俺、行けないかも。ミスティアのこと、掴んで、地獄まで道連れにするよ」


「なら、私がエリクを引っ張って、天国でも……地獄でもない場所に連れていきます」


でも、決してこの世界の天国にこだわっているわけではない。


死んだ世界のことはよくわからないのもあるけど、天国と地獄だけじゃない。


もっと他の場所があったっていいなと思う。エリクがどこにもいけないなら、エリクの行けるどこかを探したい。


「俺さ、すごい束縛強いよ」


「伝わってきます」


「独占欲も強いし」


「知ってます」


「出来れば、ずっと俺だけ見ててほしい」


「善処します」


一つずつ、答えていく。今エリクが提示した性質は、これまでの言動や行動から伝わるものがある。


「たぶん、ミスティアを閉じ込めるのが一番早いけど、嫌われんの嫌だし……でも、ほかの男に取られるのも嫌だから、たぶんミスティアが駄目って言ったこと、本当の意味で止めることは絶対ないと思う」


私が駄目と言ったこと。おそらく、ほかの人に厳しい態度を取らないでほしいと頼んだことだろう。


「でもそばにいて」


「分かりました」


「いいの？」


エリクはこちらの顔色をうかがうような目で見てくる。


そこまで気にするならほかの人への牽制は控えてほしいけど、どうしても厳しいようなら私が気を付けたほうが早い。


少なくとも予め彼の人となりをほかの人へ説明しておけば、今よりは大丈夫……なはず。


「はい」


「本当に？　俺、今はいい子だけど、ミスティアのこと殺すかもしんないよ」


今はいい子。


さっきも自分でぶりっ子をしていると彼は言った。


他者に牽制する状態でいい子なのかは疑問を感じると言えど、まぁ人を殺していないならと頷いた。それに、私は生きている。出来ることは多い。


「そうしたら、殺されないように迎え撃つようにします」


「ミスティア俺のこと殺すの？」


「生きて一緒にいたいので、体当たりして縛ったりします」


「なにを」


「貴方を。寝台の下にある、紅い紐で」


エリクはお泊り会をするたびに、私の屋敷に色々持ち込んできていた。


自分用の着替えに、歯磨きセットに、タオルに枕に、香水に。あげていったらきりがない。


でも、先日こっそり私の部屋に縄をしまっているのを見つけた。


真っ赤な縄は固く結べば解けなくなりそうなほど丈夫で、人や物の拘束に適した素材だった。


「知ってたんだ。まぁ、見せるつもりだったけど」


「何のために置いたんですか。私が逃げるとか思わなかったんですか」


エリクは私を殺そうとするし、挙句の果てには縛ろうとする。でも、彼はそれを言葉にする。完璧に実行したいなら、言うべきではないのに。


「やっぱりそれも、知っててほしかったんじゃないかな。何となくだけど」


「なるほど」


「幸せすぎて怖くなるから、この幸せを俺が壊しちゃうんじゃないかなって……縄を見せるなんて、よけい壊れるに決まってるのに」


自傷行為に近いものなんじゃないかと思う。それと自罰的感情と、未来への悲嘆。


彼の殺意には、色々なものが交ざっている。そして、結局のところ予想に過ぎない。


根拠のない予想に、怯えている。


「そんな未来、決まってないですよ。現に壊れてないです」


なのにエリクは、私の殺しを成功させることができると信じている。実際は、成功確率なんてまったくわからないことだ。「場合による」が多すぎる。


「そういうの、多いと思います。エリクが想像していることが起きなかったり、逆に想像もしてなかったことが起きたり。だから、エリクが私を殺せると思っていたとしても、返り討ちにあってエリクが縛られてる可能性もありますよ」


私は、殺されない。根拠のない予想だけど、叶えるべき未来でもある。　


「縛ってると油断させて噛みついちゃうかもしれないよ？」


「まぁ、殺されるよりかはいいですよ」


「縛って噛まれてもいいとか、ミスティア変態じゃん。こわーい」


真面目な話をしているのに。


「嘘だよ」


「本当ですか？」


「うん。本当のちゅーしよ」


エリクはキスをしようとしてくる。さっきまでしょんぼりしていたのに、一体何なんだ。情緒が安定しない。


「どうしたんですか突然」


「せっかくだし、仲良くしようかなって。今のうちかなって。ね、仲よくしよ？　優しくして？」


エリクは私の腕をつかんで、駄々っ子のように体を揺らす。可愛いけど、彼は背が高いから結構な振り回され具合だ。


「だめです」


「ええ、噛んでいいし脅迫にも動じないのになんで許してくれないの」


「場所も状況もよくないです」


「じゃあ場所と状況が良かったらいいんだ。覚えておくね」


じと……と音がしそうなほど湿った瞳で見つめられ、私は動じないよう見返した。けれど圧を感じて、より強く見返す。


「全然効かないよ。睨んでも凶暴化して笑えるとしか思わないよ。威嚇にもなってないからね」


がぶがぶ、なんてエリクはからかいながら、私の肩を甘噛みしてくる。さっきまで殺意を表明してきた人のすることとは思えない。


「私には、遅効性の毒が含まれています」


「すごーい！」


エリクは拍手までしてきた。もう彼と出会って何度も夏を越えた。こちらがどんなふうにダメージを受けるか熟知している。


「そういう反応が一番心にきます」


「あはは、ごめん。からかいすぎた」


はーあ、なんてお互い息を吐く。


窓から吹く風が気持ちいい。メロはこの部屋で、私への殺意を告白した場所だ。ずっと、忘れていた記憶だ。挙句の果てに私はディリアとメロを重ねていた。二人に失礼なことをずっとしていたのだ。


そして、三年前の夏、すべてを思い出した。


目を閉じれば、メロが淡々と殺意を語る姿が思い浮かぶ。あの日は、満月の夜だった。ひときわ強い月明かりが、つまびらかにメロの表情を照らしていて、彼女の傷と復讐心すら鮮明にさせていた。


あの瞬間、私をこの窓から突き落とした瞬間、メロの傷や復讐心、怒りに苛まれた瞳が、わずかに揺れたのだ。落下する瞬間、それは月明かりに照らされ反射するものだと思っていた。


でも、きっと違う。あの時メロは、私への殺意が揺らいだのだ。そして、今私はここにいる。エリクがこの部屋に来ようとしなければ、ずっとこの部屋はメロと私の因縁の場所になってしまっていたに違いない。


辛い思い出も、こうして色んな思い出を交ぜて姿を変えていくのかもしれない。


あの月みたいに。


「……ちゅーしていい？」


淡い光を浴びていれば、手を握られた。


「今ですか？」


「だって、今絶対俺以外のこと考えてるでしょ」


「エリクのことも考えてましたよ」


「うわ、巧妙。こともって、やっぱ別の奴のことも考えてたんじゃん。悪い女だぁ」


非難めいた声とともに、頬をつままれた。


「人の頬を掴むものじゃないですよ」


「お仕置きしてる。浮気性だから」


「浮気なんてしてません」


「してる。俺以外のこと考えたら全部浮気だよ。月見てるのも苛々する。ちゃんと旦那さんのこと見なさい」


「暴論……」


月を見ているだけで苛々するなんて、もうエリク以外本当に見れるものがなくなる。エリクだけを見続けることは苦じゃないけど、歩くときは足元に気を付けたいから厳しい。


「歩くときエリクだけ見てたら困りますよ」


「歩かなきゃいいじゃん。あんま浮気すると鎖つけるよ」


「極論剛速球投げるのやめてください」


「じゃあ浮気止めてくださーい」


エリクはこんなときまでからかってくる。抗議しようとすれば、頬に懐かしい感触を覚える。


「なんか、ほっぺにするの懐かしいな。最近どろっどろだもんね」


あまりの言いように私は返事をしなかった。一方彼は意に介さず、私の髪を一束つまむ。


「懐かしいなぁ。小さいころ、俺、ミスティアのことご主人って呼んでたよね。健気で可愛かったなぁ」







    
  
  




自分で可愛いというのか。しかし、あの頃のエリクは本当に天使のようだったと思う。今が全く可愛くないわけではないけれど、現在はやはり美しい、かっこいい、妖艶という言葉が似合う。


「貴方はどんどんきれいになりますね」


「俺のこと女として口説こうとしてない？」


「その対抗意識やめてください。あの、旦那さんですからね？　エリクは、私の」


段々と気恥ずかしくなって、しどろもどろになってしまった。なのにエリクは「もう一回」と甘え声で私を抱きしめる。


「もう一回、エリクは私のって、言って？」


「えぇ……またからかってるんですよね？」


「言って？　俺ねぇ、ミスティアのことだーいすきだから、すっごく嬉しいの」


エリクは頬や鼻をぺろぺろ舐めてくる。やがて目玉まで滑らせそうになったところで、私は手のひらを握りしめた。


「エリクは、私の」


「じょーず。もう一回言って」


「エリクは私の」


「ふふふ。ミスティアが俺のご主人さまだもんね。まぁ、もう逆だけど」


エリクは私の頬を人差し指でいじってくる。当時は、本当に大変だった。彼が狂ったと思っていた。


「私はあの時、ひやひやしてましたよ」


自分のせいで、エリクがおかしな人生を歩んでしまうと。なんとかご主人と呼ぶのをやめてもらおうとしていたけど、三年前の夏に彼は私へご主人と呼ぶのをやめた。


「そういえば、どうして私をあんなにご主人ご主人って呼んでたんですか」


エリクは私をずっと好きだったらしい。恋愛に関して興味がなかったとはいえ、好きな人間をご主人と呼ぶことに違和感を覚える。特別な名前で呼びたい……という感じもしないし。


それに、主従というのは恋愛に発展するのか危うい気がする。もうすでに関係として完成されている気がするし、友情や家族愛のカテゴリーにある気がする。


「だってあのころはミスティアにとって専属侍女が一番だったから、僕が何度もご主人って呼んで、存在上書きしてやろうと思ってたんだよね。今考えると冷静じゃないっていうか、ちゃんと御嬢様とかミスティア様って呼んだほうが良かったんだろうけど、俺だけの呼び名もほしかった」


理解できないでしょう？　なんてエリクは続ける。


私は、確かに理解に困ってしまった。言葉に詰まると、彼は口角を上げる。


「俺はあのころ、ぐちゃぐちゃだった。ミスティア絶対俺のこと好きなのに、変な風に距離取るし、なのに俺のこと気にしてくれるし。好きなのになんで婚約できないんだろう。ちゅーしちゃ駄目なんだろう。ずーっと思ってたよ」


「エリク……」


「やっぱあのとき、俺のこと躾しなかったのが致命的だと思う。ミスティア、本当に運が良かっただけで、俺に刺されたり首絞められたり、毒盛られたりとかしてたと思う」


エリクは軽い口調で言うけれど、本気だったのだろう。そんな気がする。彼はふざけた雰囲気で物騒なことを言うけれど、決してふざけてはいない。


たぶん、私が今ここで殺されることを了承すれば、悩んだりする。そして殺したほうがいいと思えば、殺すんだろう。


私はエリクが大切で、彼を人殺しになんてしたくないから、殺されたくない。


「でもミスティアさぁ、本当になんで逃げないの？」


「聞きたいですか」


「俺のこと好きだから？　だとしたら嬉しいんだけど」


殺さずに済むし。念を押すように彼は言う。私は答えを言葉で提示するか迷い、彼の腕を掴んだ。


背伸びをして、唇を重ねる。心臓が振り絞られた気がするけど、気持ちが伝わればいいと長く、長く伝えた。


「俺の悪女ちゃん怖いな。俺のほうが怖いことされてる」


「逆だと思いますよ」


「なら今からでも、俺のこと躾けてみる？　ご主人？　躾のよくできたいい子に育てたら、ミスティアのこと殺さずに済むかもしれないよ」


エリクは目を細める。星も月も雲に隠れ、光が遮られた。一瞬だけふたりとも暗闇に溶け込んで、お互いの体温しか感じられなくなる。


きっともし彼が私を殺そうとするならば、今がタイミングだと思う。


でも、感じたのは刃物の冷たさでも、縄の感触でもない。唇の柔らかい感触だ。あたたかくて、甘くて、幸せになれる。ただ唇を重ねるだけで、こんなにも満たされるなんて思わなかった。


「ミスティアさ、俺けっこうちょろいから、たぶんキスで殺したいのちょっと治っちゃったりするかも」


「ちょっとなんですね」


「だから、たくさんキスして一緒にいてあげて。そうしたら多分、ミスティアの望むようになれる」


「別に、ただ一緒にいたいからいるだけですよ。好きなので」


私はエリクの背中に手を回し、再度抱きついた。頬に触れて、ふわふわの髪の毛に指を通す。彼はくすぐったそうに笑って、好きだという気持ちが溢れた。


「愛してます。エリク。私を選んでくれてありがとうございます」


私は自分から、また彼にキスをした。







初恋の育て方
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教会でミスティアを殺そうと思ったことがある。


本来永遠の愛を誓う場所で、彼女の命を奪う。素敵だと思った。


緑蘭と黒薔薇をたっぷりと敷き詰めて、キスをする場所でミスティアを刺したり、首を絞めたりする。毒を一緒に味わって、終わりの瞬間まで彼女を貪むさぼり続ける。


だってもう、ミスティアが自分の人生から失われるなんて考えられないし、幸せにするのも難しいと思っていたからだ。


そんな風に美しい情景を描く一方で、もう一つの候補──ミスティアが転落──専属侍女がミスティアを裏切った場所で、殺してやりたいと思っていた。専属侍女が果たせなかったことを、俺がする。名実ともにミスティアの一番になって、悍おぞましい思い出を上書きする。


虎視眈々と企んでいた計画だったけど、ミスティアとのいちゃいちゃに終わったり、ちょっとでもミスティアがよそ見したら刺しちゃうかも……なんて思ったのが嘘だったみたいに、俺はミスティアと生きている。


「おめでとうございます！　御嬢様！」


「おめでとうございます！　ミスティア様！」


そうして迎えた、ミスティアとの結婚式は、俺と彼女の両親のほかに、アーレン家の使用人も招き、今まさに終わろうとしていた。


ずっとミスティアと結婚すると思う半面、殺そうとしていた。


でも今彼女が俺の隣で生きていることも、俺が生きていることも嬉しいと思えた。


ミスティアが、俺を選んでくれた。俺の隣にいてもいいって言ってくれた。俺の殺意を知っていてなお、そばにいることを決めてくれた。


それだけで空すら飛べてしまいそうな気持ちになって、漲る気力をそのままに、俺は祝いのパーティー会場の中を進んでいく。


ミスティアを囲み泣いたり笑ったり祝ったり忙しい使用人の集団のはずれ、グレーのワンピースを身に纏った専属侍女が、壁に沿い無表情で立っていた。


「ねえ」


声をかけると、静かに侍女はその紺碧の瞳をこちらに向けた。忌々しいノクターと同系統の色味だから、もういないあいつを思い出してちょっと嫌な気持ちになる。


「ミスティア、もう俺のだから、ぜんぶ」


ずっと、言ってやりたかった。ようやく言えた。もうお前の時代は終わったのだと。ようやく伝えられたと満足していれば、「お言葉ですが」と冷ややかな声が返ってきた。


「御嬢様と私の絆に、肉体など不要です。そしてわざわざ他人にそれを認めさせようとするほど、拙つたない絆でもございません」


余裕たっぷりの口ぶりに、「もうお前今日で解雇ね」と言い渡したくなる。でもそんなことしたらミスティアは嫌がるし……。


「そして私は、貴方を認めてはいません。少しでもミスティア様を傷つけるようであれば、対処します」


専属侍女の声音は本気だ。今までどうして俺のこと殺さないんだろうと思っていたけど、俺がミスティアを幸せにする邪魔をする気はないらしい。


「へぇ、そうしたら正当防衛ってことでお前のこと殺せるね」


「私は貴方とはこなしてきた数が圧倒的に異なりますので」


「どういう意味？」


「言葉通りの意味合いです。貴方と同じように、彼らも皆、御嬢様を慕っていた。そんな人間が突然留学や経営のために国を離れるわけがありません。ただでさえ御嬢様は公爵家で攫さらわれた身です」


侍女はそう言うけれど、俺は手を下していなければ命を奪うこともしてない。


全部あちらの自爆に終わった。


劇場で騒ぎを起こし収容、脱獄して令息を刺した身内がいることで、どんなに些細なことでも、親としては心配になることなのだろう。いちいち先生に悪いことを告げ口する奴は大嫌いだったけど、こっそり報告したら面白いくらい簡単にいなくなった。


「俺は、ただあっちの親に、息子さん危ないですよって伝えただけだよ？　それに、ミスティアが知る頃にはさ、新しく家族が増えてそれどころじゃなくなるって」


俺は、余裕たっぷりに微笑む。


しかし専属侍女は反応を示さない。俺は、追撃を仕掛けることにした。


「俺、ちゃんとミスティアと生きるから。最期にミスティアを看取みとるとき、愛してるって言ってもらうのは俺だから」


宣戦布告だ。


専属侍女は無機質な瞳を一瞬だけ、好戦的なものに変えた。


「戯言ざれごとを」


余裕の消えた顔に、俺は口角を上げる。


ミスティアの一番は俺だ。絶対誰にも塗り替えさせないし、殺させない。


ミスティアの一番も、ミスティアを殺すのも生かすのも、絶対に俺だ。


「ミスティア」


俺は、世界で一番……いや、俺の世界であり──終わりの名前を呼ぶ。


彼女の薬指に刻まれた言葉は、「永遠に愛する」だ。


生きても、死んでも、絶対に離してやらない。何があっても、そばにいる。


俺はお揃いの指輪を一瞥してから、夕焼けの中振り返ることなくミスティアのもとへ駆けたのだった。






夕焼けが過ぎて、夜が来る。晴れてさえいれば毎日視界に映る光景だけど、結婚式を終えたからか、いつもと違って見える。俺はごろりと寝返りをうって、仰向けになった。


式を終えた俺とミスティアは、何をするでもなく同じベッドの上で寝ていた。「今日はお疲れさま」とねぎらい湯あみをして、そのままごろごろしている。


薄手の寝衣をまとったミスティアも、俺と同じように天井を見つめている。照明は落としたから、月明かりの光をもらってシャンデリアが輝いている。このシャンデリアは、薔薇の細工がされている一点ものと聞いて買った。


今まで家具や模様替えなんて興味なかったけど、ミスティアと一緒に暮らす屋敷の内装だからこだわりたくて、予定より家具選びに時間をかけてしまった。


そうして出来た俺たちの最高な新居だけど、別棟とはいえ同じ敷地内に使用人たちの暮らす建物があるのは嫌な感じだ。建築家選びをアーレンの執事長に任せたばっかりに、出し抜かれてしまった。


「ミスティアさぁ、犬とか猫とか飼う？　子供出来たら」


俺の言葉に、ミスティアはびくりと肩をはねさせた。一緒のベッドで寝るなんて小さいころからしてるし、ミスティアが一年生の頃の夏だって同じ部屋で寝たくらいなのに、ミスティアは突然緊張しだしたようで、さっきから挙動不審だ。


「なんでそんな緊張してるの」


「エリクが子供とか言うからですよ」


「えー、でも近い未来のことでしょ？　それに初めてじゃないじゃん」


あの夏はただじっと見てただけだけど、もうキスだっていっぱいしてるし、暇さえあればミスティアを抱っこしてるし、膝枕しあったりしている。その先だって。何も恥ずかしがることはないのに、ミスティアは毛布にくるまりだした。蛹みたいで面白いけど、拒絶されてるみたいでさみしい。


「何ミスティア、赤ちゃん返り？　おくるみされたいの？」　


俺は起き上がると、ミスティアに巻き付いている毛布を手に取り、先取りで勉強したおくるみのやり方を実践する。


「包装されてる気分です……」


「なんだろ、力強いのかな……？」


まだ出来てない……とは思うけど、赤ちゃんが出来て十か月経つ間に学ぶことがたくさんある。おくるみも満足に出来ないなんて嫌だなと、俺はもう一度挑戦する。


「おくるミスティア～」


赤ちゃんをあやすつもりでもう一度ミスティアをくるめば、今度はいい感じに出来た。俺は嬉しくなって、「ばっ」と彼女の毛布を剥ぐ。


「とんでもなく酷いことをされてる気持ちです」


「えーひどい。俺ちゃんとミスティアの子を立派に育てたいから練習してさぁ、毛布にくるまって蛹になってるおこもりミスティアを野に放とうとしてるのに。そんな言い方ないじゃん」


わざとらしく嘘泣きをする。ミスティアはおそらく、可愛いものが好きだ。子供とか、弱そうなのとか。だからわざと鼻を鳴らすと、頬をつままれた。


「なあに」


「泣き止んでほしくて」


「ならもっと優しくしてよ。なんで頬つまむの。もっと優しくして」


俺は寝ころんだまま、ミスティアに抱き着いた。心臓の音を聞きながら、目を閉じる。


前はこの心臓に止まってもらいたかった。この命を奪おうとしていたけど、今日俺がするのは命を繋げることだ。不思議だ。でも、赤ちゃんの勉強はするけど、ミスティアが生きて俺の隣にいてくれるならそれでいい。


俺とミスティアの子がアーレン家とハイム家の跡を継ぐことになれど、アーレン領には孤児院がいっぱいあるし、みんな優秀だ。


「俺ミスティアのこと殺そうとしてたけど本当にいいの」


「実行はされてませんし、私は殺されないので」


さっと、なんてことないように返事をされ、安心する。好きだなぁと思うし、馬鹿だなぁと思う。可愛いとも思うし、ミスティアを丸呑みしてずっと自分の中に入れておきたいなんて、叶わない衝動にだって駆られる。


「ほんとう？　危険にさらされる数が尋常じゃなかったよね？」


「気を付けます」


「うわ何も信用できない」


そうやって軽口を言いながら、俺はミスティアの香りを嗅いだ。前は赤ちゃんっぽい優しい香りがすると思っていたけど、彼女の優しい香りのほかに、甘い薔薇や俺のにおいがする。それと、もう湯あみする場所が一緒だから、同じ石鹸も。


「ミスティア年々俺に染められてくね」


「まぁ、どんどん一緒にいる時間が増えていますからね」


仕事は忙しいと言えど、忙しい分！　という言い訳も出来て、ミスティアのことを好きにさせてもらってる。膝の上にのせて読書したり、忙しいからと言い訳して、「あーん」で食事をさせてもらったり。頑張るためにって言えば後ろから飛びついても困り顔で許してもらえるし、結構やりたい放題させてもらってる。


それに、学園にいたころは「駄目です」の一点張りだったけど、もう人前でさえなければなんでも許してくれるし。キスとかもできて嬉しい。頬っぺたかじれるし、目とかも食べられそうだ。


「ミスティアさぁ、あんまり俺のこと調子乗らせないほうがいいよ」


「どうしてですか」


「ちゅーとか抱き着いても、怒んなくなったじゃん。そのうち俺の言いなりにされちゃうよ。俺なしじゃ生きられなくなってもらうからね」


警告の意味合いをこめてほっぺをかじると、ミスティアは特に気に留めない様子でこちらに顔を向けた。


「エリクが喜んでくれるのが嬉しくてしてるので、自分の意思ですよ。それに、場所と状況さえちゃんとしていれば、問題はないですし」


「えー、この期に及んで煽あおってくんの？　やっぱミスティア、どうかしてるねえ」


俺が嬉しくてしてるとか、自分の意思とか。ふつう自分を殺そうとか、監禁しようとした人間に言う言葉じゃないと思う。


俺は俺のこと、ミスティアに狂わされたと思っているけど、ミスティアもたいがい狂っているかもしれない。許容量とか、危機察知能力とか、正義のものさしとか。


「じゃあ、お言葉に甘えて食べちゃおっか」


俺は、寝ころぶミスティアの頭の左右に手を置いて、彼女を見下ろす。


こんな体勢、ミスティアの首を絞めて殺すとか、馬乗りになって何度も刺し殺す以外しないと思ってた。


「本当に後悔しない？」


「絶対後悔しません」


「分かった。じゃあ──ミスティアの人生も、ミスティアが関わる人生も全部、俺で侵食する。幸せにするから、俺に捕まってくれることを誓いますか？」


俺は、今日の昼間神父が問いかけてきた言葉を少しだけ真似する。ミスティアも俺も神様の前で愛を誓ったけれど、出来ればミスティアはこの誓いを優先してほしい。


「はい。私は絶対エリクを幸せにすると、誓います」


ミスティアから満点の回答をもらって、俺は彼女の小ぶりな唇を食む。彼女の両手に自分の指を絡める。お互い左の薬指には、エメラルドとルビーの宝石がはめ込まれた指輪が輝いている。


「かわいい。おいしそう」


「あの、食されるのはちょっと厳しいのですが……」


「状況考えなよ。そっちの意味なわけないでしょ？」


首を吊る輪よりもずっと、こっちの輪のほうがいい。一生、この輪は外させない。ずっとずっと、縛り続ける。


「愛してるよミスティア、大好き。殺したいくらい好き」


俺はミスティアに口づける。甘くて、ジェラートみたいだ。一瞬で虜とりこになるから、毒でもあるなと思う。よく効く毒だ。ミスティアと出会った瞬間からきっと、俺の死因は彼女と決まったんだと思う。


「一生、俺に縛られながらそばにいてね」


ミスティアと出会う前は、誰かに助けてもらいたかった。どこかへ連れ出してもらいたかった。


でもミスティアと出会って、変わった。ずっとミスティアと、真っ暗な世界で一緒にいられたらと思った。どこにも行きたくない。箱の中に入って、だれとも会わない二人だけの理想郷にいたい。


でも、もう明るい中でも暗い中でも、どうでもいい。


場所なんて、どうでもいい。ミスティアが隣にいるのだから。


どこにだって、いける。


どこにだって、いく。







    
  
  




世界一の素敵な夫


窓辺にて、一か月咲き続ける桜の開花理由を理解した上で見るのも、もう八度目になった。


貴族学園も卒業し、ジェイさんとの結婚が着々と進んでいる。


招待状づくりに、ウェディングドレスの選定も終わった。そして今日は、ジェイさんの家で結婚式の贈り物選びをすることになった。


「お菓子は……パティスリードロワがいいと思っています」


私は、ジェイさんにパティスリーのカタログを見てもらう。


「ドロワ？　プリムラじゃなくていいのか？」


「ちょっと調べてみたのですが、このお店のほうが種類が豊富で……」


「分かった。じゃあ焼き菓子はドロワな、っとなるとやっぱりほか二つだよなぁ」


結婚写真の構図も、式の座席もすんなり決まったけれど、引き出物が決まらない。


大体三品目くらいで、何かと何かとお菓子……とは決まったものの、その何か二つが決まらない。


「俺の親父と母さんは、名前入りの皿を配ったらしいが……俺とお前用に作るのは構わないが、それを配るってのはな……恥ずかしいというか……」


ジェイさんが眉間にしわを寄せる。そのお皿、見覚えがあるかもしれない。結婚式などでもらうお皿は、確か執事長のスティーブさんが全て保管していたはずだ。


「……そういえばお前のご両親はどんなものにしたんだ？」


「銅像です。小ぶりの」


両親の引き出物──夫婦像は、中指から肘までの平均的な長さくらいの大きさをしている。精巧な作りで、結構な大きさをしているから、ちょっと怖い。さらに多めに作ったらしく、掃除のとき在庫を発見するたびに父が飾ろうとどこかに置いてしまうから、歩いてると突然出てきてギョッとすることもしばしばある。


「なら銅像作るか？」


ジェイさんの提案に、私は素早く首を横に振った。


「いえ……その、普段使いできるものがいいかなって。ほかの人に向かうものなので……」


銅像は、よくないと思う。記念品といえど、どう使っていいか分からない。たまに執事長のスティーブさんの部屋に行くと、紙が飛ばないよう重しとして使われていたりするけど、それ以外の用途が思いつかない。


「たしかに銅像も皿も、俺たちの家に置くならまだしも、他人の家に飾られるのは複雑だしな……」


夫婦像を見るたび、この像はほかの人の家でどんな扱いを受けているんだろうと思う。誰でも普通に使うものがいいかもしれない。


「何か、こう、食べ物とかどうですか」


「それいいな。アーレン領は名産も多いし。あ、シーク領なら名酒のワインもある。味はわからないが、評判はいい」


ジェイさんは、お酒を飲まない。一緒に食事をしているとき、お店の人にお酒をすすめられても、甘味を抜いた果実水、もしくはジンジャーエールを飲んでいる。


未成年の前でお酒を飲まないようにしているのかと思って、気にしなくて大丈夫と伝えたら、飲まないのではなくそもそも無理だと聞いた。


彼曰く、お酒のにおいも、味も好きじゃないらしい。一方、シーク伯爵はお酒が大好きで、いくつものワイナリーを持ち、お酒に合うチーズのために牧場も持っている徹底ぶりだ。


「では、シーク領のお酒と、アーレン領のお肉はいかがでしょうか」


ハムにベーコンと、アーレン領には燻製系の名産がある。父も母もワインを飲みながら燻製食品を食べているし、組み合わせは良さそうだ。ジェイさんも、「菓子と酒と肉なら、どれかは食べられるか」と、肯定的だ。


「お菓子は、すでにパティスリーで予約済なので……さっそく今日アーレンの牧場に連絡しますね」


「ああ。俺もワイナリーに連絡しておく」


ジェイさんは手帳にメモをしながら、机の真ん中に置いてある準備表の引き出物欄にラインを引いた。


「じゃあ、あとは──婚前の施術だな」


「婚前の施術？」


聞きなれない単語に、私は首をかしげる。一体なんだろう。引き出物も式場の予約も衣装の決定も終わり、招待状も仕上げた分、突然知らない単語が躍り出てきたことに恐怖を覚えた。手遅れ、ではないだろうか。でもジェイさんは特に焦った様子は見られない。


「指圧とかを受けるんだ。準備で疲れたのを癒したり、万全な状態で式に臨むために。人気のところを予約してあるから心配はいらないと思うが、念のため俺もついて行くから安心してほしい」


ジェイさんは、懐からパンフレットを取り出した。内容を見る限り、エステ……だと思う。前世からも馴染みのなかった世界に、委縮する。


「え、えっと、な、なにをすればいいのでしょうか。じゅ、準備とか、色々、えっと」


「そんな緊張するなって。疲れを取りに行くところなんだから。ここ最近結婚式の準備で忙しかったし、日帰りで少し遠出して、ゆっくりしよう。婚前施術のあるドールリゾートは山岳地帯で、空気も澄んでおいしいらしいし」


私は、もう一度パンフレットを眺める。


そこには、結婚式の前に施術を受けたことで自分に自信をもって式を迎えられた花嫁の体験談や、年下の旦那さんとより一層仲が深まったこと、挙式の準備で溜まっていた疲れが一気に吹き飛んだなどの評判が記されている。そして、年上の旦那さんとお似合いの夫婦になれた花嫁の体験談に、目を奪われた。


私とジェイさんとは、変えられない歳の差がある。大恋愛を繰り広げたわけではないけれど、彼につり合う存在でいたい。彼は一人の人間としても教師としても、素晴らしい人だから、見目も内面も、磨いていけたらと思う。


「頑張ります」


私は意気込んでそう言うと、ジェイさんは「頑張らなくていいって言ってるだろ」と笑った。






婚前施術が行われる場所は、私たちがいつも暮らしているところから大きく離れた南に位置している。


日差しが強く、エキゾチックな雰囲気の漂うリゾート地で、夜明け前に出発し目的地に到着する頃には、空からさんさんと日差しが降り注いでいた。


「天気良すぎねえか今日。お前、大丈夫か？」


ジェイさんが遮光用のサングラスをずらし、目を細めながらあたりを見渡す。


引き出物などを決めてから、半月後。私たちはさっそくドールリゾートを訪れた。


日差しの強い土地柄のため、遮光用のサングラスは必須だ。


そして厳しい暑さからか、男性は上半身裸で、花柄や植物柄のひざ丈パンツを、女性は水着のようなセットアップに、鮮やかなロングスカートを穿いたり、露出が多いワンピースを身に着け歩いている。確かに、この暑さで面積のある布を身にまとうことは、つらいものがある。私は今日半袖のワンピースを身に纏っていて、ジェイさんも軽装だけどお互い暑い。


「なんか、お前さ……」


ジェイさんは自分の襟をつかみ、ぱたぱたと動かし風を取り込みながらこちらへ視線を向ける。


「えっと、な、何か問題が……？」


「いや、なんか……あまりにもお前の気性とその眼鏡が合ってなくて……おかしくなるというか……似合ってないわけじゃないんだが、その……」


ジェイさんはそっと視線を外す。


今日、私も遮光用の眼鏡──要するに、サングラスをつけている。いわゆるパリピ、陽の者の象徴という偏見で見てしまうサングラスだけど、そんな偏見を持っているからか、かけている自分に違和感が強い。


それに昨日屋敷で試しにかけてみたとき、門番のトーマスは「似合わな過ぎて怖いよ」と怯えていたし、生きていることをただ肯定してくれる執事のルークですら、言葉を失っていた。


執事長のスティーブさんに率直な感想を求めたら、「個性の殺し合い、でしょうか」と言われたし、ほかの人からの評価もおそらく自分の認識と変わらない。


「スティーブさんには、個性の殺し合いと言われました」


「お前、芯があっていざというとき強いし……顔だちもはっきりして綺麗な部類だろ？　でも話の仕方表情とかは落ち着いてるし、普段は控えめでおとなしくて、儚はかないっぽい印象なところもあるから、お前のいいところと、遮光用のレンズの主張する感じが、全部喧嘩してるのかもな……」


ジェイさんは、両手で私のサングラスのつるを持ち、位置を正してくれた。ジェイさんは、サングラスが似合っていると思う。


私と違って真っ黒ではない薄く色づけられたレンズは、彼の優しくて真面目な眼差しと調和していて、いつもとまた違った雰囲気だ。


「ジェイさんは、眼鏡似合いますね」


「ごろつきに見えるか？」


「違います。かっこいいなって。いつもは爽やかで優しい雰囲気ですが、今日はかっこよくて……大人の人、という感じがします。あ、いつもかっこよくないわけじゃないです。あの、かっこいいの雰囲気が違うというか、前はこう、爽やかで青空みたいな雰囲気だったのが、しっとりしたかっこよさで……」


私は一生懸命説明する。やがてジェイさんは、小刻みに頷いた。


「わ、わかったお前の気持ちは」


「すみません、誤解させるような伝え方で」


「気にすんな。それより婚前の施術の前に、ちょっと手伝ってもらいたいことがあるんだがいいか？」


ジェイさんは改まった様子で、遠くに建つ宿屋を指さした。


「施術をするのは、あの場所だ。宿屋の中にある。そして、開けた場所が必要なのと、昼食もあるといえど予約の時間まで余裕がありすぎてな、部屋を借りたから、景色見ながら持ち帰れる食べ物持っていって、色々自由に過ごそう」


施術は、宿屋の中で行うのか。遠くに建つ煉瓦造りの宿屋を眺めながら、私は頷く。


「ぜひ、よろしくお願いします」


「そんなかしこまるなって。今日はだらっと昼食って、宿屋でだらっとして、婚前施術して帰るだけなんだ。肩の力抜いていけ」


ジェイさんは宿屋に向かって歩いていく。


私はそのあとを追っていった。






ボックスに入っている持ち帰り料理をいくつか購入し、私たちは宿屋の部屋で小さな食事会を開いた。


ハーブや魚介をふんだんに使った料理の数々は、初めて食べるものばかりだった。香辛料を効かせた揚げ焼きに、酸味と辛みが合わさったスープや、米を使った麺料理は、どれもおいしくて、ジェイさんと感想を交えながら楽しい時間を過ごした。


そうして食事を済ませ、ジェイさんと何をするでもなく今現在宿のソファーに座っていると、彼はちらりとこちらに視線を向けた。


「さっそくだが、ちょっと手伝ってもらいたいことがあるんだがいいか」


「頑張ります」


何をするかわからないけれど、ジェイさんの役に立ちたい。私が頷くと、彼は何やらごそごそと取り出し、どん、と机の前に箱を置いた。


菓子箱のように可愛らしいピンクパステルの箱には、「マーシュ・マロウ」とレタリングが施されていた。この箱には、見覚えがある。


「これ……化粧品を作るとかの……」


前世を思い出して、もう八年が経つ。その間に文化は移り変わっていったけれど、化粧品業界もその一つだ。


ダンスパーティーのため、アリスに化粧を施したときは紅に白粉、簡単なクリームだったのが、今では目元を輝かせる銀粉や、クリーム、リップの類があらわれ始めた。


さらに、粉物を入れる小瓶、コンパクトと一体型の品々は、装飾品を入れておく宝箱のように煌びやかな細工がなされ、各々他の商会との差別化がされてきている。


そして最近、ぽつりぽつりと話題になってきているのが、この化粧品のキットだ。自分の好きな色を決めて色みを調合し、付属のレシピ通りに材料を混ぜて完成させる。


世界で一つだけの自分に合ったものを！　というのがコンセプトで、贈り物として流行しているらしい。


「これで、結婚式当日の口紅を作る。レシピと説明書は読んだが、お前がいるときに開けたいと思って、閉じた」


ジェイさんは、ゆっくりと箱を開いた。


光沢のあるシルクのレース布をクッション代わりに、色とりどりの小瓶や、変わった形の容器が並んでいた。試験管や理科の実験に使うようなビーカー、手持ちの部分が花の形をしているスポイトなども収納されていて、世界の可愛いを詰めた様相をしている。どこもかしこも凝っていて、美しい。


「可愛いらしいですね……ありがとうございます。すごく嬉しいです」


「なんか、お前にしてやりたいなってずっと思ってて……流行りに飛びつくのも悪くないな」


彼は、「それで、口紅づくりの前にやることがある」と指を立てた。


「口紅には、より本人をひきたてる色というのがあるらしい。それは本人の顔の形とかで、人によって違うらしいから、診断した」


「診断……」


つい背筋が伸びる。


ジェイさんは「お前は青い」と、私に一枚のプリントを渡してきた。


「青い……？」


「ああ。お前は肌も血管も青っぽいのと、輪郭の形と、いろいろ総合的に見た結果青いになってる」


つい、青二才とか、そういう方向性かと思ってしまった。用紙をじっくり読んでみると、私は青みがかったピンクや、暗めの赤が似合うらしい。診断書の内訳をみる限り、雰囲気的に、メロも同じ属性だ。


「だから、この青系統が似合うとされる色味の口紅を作っていけたらと思うが、どうだ？」


「はい。ぜひよろしくお願いします」


「じゃあ、さっそく色選びをしながら作っていこう。材料は蜜蝋と、植物の蝋と、精製した油と、色材と、こういう感じの……」


ジェイさんは、小瓶やビーカーを木箱から取り出す。口紅の容器もあって、その容器自体もオリジナルで飾り付けが出来るらしく、小粒の宝石が並んでいた。


このお返しは、なににしよう。


私も何か手作りのキットを買って、ジェイさんと作ってみるのはどうだろう。何か彼が普段使うもので、手作りできそうなものといえば──。考えながら、私はジェイさんの指示に従い、ビーカーで液体をかき混ぜていく。どろりとした液体は、まだどれも半透明だ。この液体に色をつけて口紅になる。不思議だ。


「ちょっとお前の手を借りるぞ」


「はい」


私は手を止めて、ジェイさんに手を差し出した。骨ばった武骨な手が、私の指先をそっとつかむ。思えば、彼の手に触ったことは殆どない。婚約者同士になる前は教師と生徒だったわけだし、当然といっては当然かもしれないけど……。


今までジェイさんは、先生のカテゴリーにいた。でも卒業して、そうではなくなった。とはいえ、やっぱり性別関係なしに先生という印象を私は抱いていて──今、男の人なんだなあとただただ思うし、早い話が緊張する。


嫌な感じじゃなくて、新鮮で、心がくすぐったいような感じの緊張だ。


ジェイさんは私の手を取って一体何をするんだろう。


じっと様子をうかがっていると、彼は筆で色材をとり、絵の具の試し描きをするように私の手に色材をちょんとつけた。


「ちょっと色が暗すぎるか……？　でも暗い赤が似合うのはこれくらいなのか……」


ジェイさんは目を細め、紅をさした私の手を観察している。


色選びをしているわけだから、何にも変なことはないけれど、意識はしてしまう。


「もう少し明るいほうがいいか？」


「え、あ、はい……」


「明るすぎたな。これじゃあオレンジになってる。もう少し落ち着いている色がいいか？」


「そうですね……」


ジェイさんは時折私の手を布で拭って、また色を合わせていく。やがて鮮やかで艶っぽい紅を作ると、宝物を見つけたように目を輝かせた。


「これ、かなりいいんじゃないか？　ちょっと唇につけてもらってもいいか？」


私はさっそく、紅をとって自分の唇につけてみる。


色が違うだけなのに、自分の顔全体が変わったかのような、ぱっと雰囲気が変わった印象を受けた。


「いいですね……」


「良かった。さっそくこれで作ろう。きっと白いウェディングドレスにも合う」


ジェイさんは嬉しそうに紅粉をビーカーの中へ入れ、混ぜていく。手早く色を均一にすると、容器へ流し込んだ。


「これで、乾燥させる。施術を終えるころには、完成しているはずだ。まだ少し時間があるから、ケースを飾り付けよう」


「はい」


私はジェイさんの手伝いをしようと、箱へ手を伸ばす。でも、彼も中にあった品物を取り出そうとしていて、手がぶつかってしまった。


「あっ……」


お互い慌てて手を引っ込める。さっきも手に触れていたけど、あれは前置きがあった。そして今は、事故。


さっき手に触れて、男の人だなぁと思ったせいか、視線を合わせづらい。


「わ、悪い。びっくりさせたな。痛かったか？」


一方ジェイさんはおろおろしていた。「殴ったみたいになって……」と声まで震えている。


「殴られてません。ぶつかっただけですよ」


「俺の手なんかとぶつかったら大衝突だろ、骨とか折れてないか」


「大丈夫です」


むしろまったく関係ない心臓のあたりが、きゅっとなったくらいで。


でもそんなことを言ってしまえば、困らせるだろう。心配するジェイさんに落ち着いてもらっていると、やがて「施術の時間です。お迎えに上がりました」と係りの人が扉をノックした。


「はい。今行きます！」


そうして、私はなんとか心を落ちつけ、彼と部屋を後にした。






エステなんて、前世からさかのぼって考えても、まったく馴染みがなかった。テレビで見ただけのイメージだと、到着しました！　着替えます！　マッサージです！　という印象だった。


でも実際施術する場所へ到着すると着替えの前に、普段どんな感じに過ごしているかとか、身体の悩みはあるかなど、色々聞かれた上で、いくつかのプランを提示された。


そして、さっそくジェイさんとプランを選ぶことになったけれど──、


「このプルメリアというコースは、脂肪燃焼の効果があるらしいです」


カタログを見せると、ジェイさんは怪訝な顔をした。


「お前に燃えていい脂肪なんかないだろ」


「ありますよ」


「脂質は生きる上で必要な栄養素の一つだぞ。それ以上減ったら命に関わる」


「余剰はあります」　


「ない。……何か健康的なものはありませんか」


ジェイさんは施術士さんに問いかけた。脂肪燃焼のあるプルメリアが、最も価格が低いし、ちょうどいいと思ったけれど駄目らしい。どうしようかと思っていると、施術士さんはカタログの一番上、黒背景にはっきりと金字で記されたコースを示した。


「こちらは、健康的な観点からも、美容的な観点からも、お客様に極上のひと時をお過ごしいただける内容となっております」


「それでお願いします」


ジェイさんはさっと決めてしまう。それは一番高級なコースだ。びっくりしていると、「全部俺が払うからそんな顔すんな」と、目を細める。


「お前の歳が下で利点があるとするなら、それくらいだしな」


「いやいやいやいや」


「それに一生に一度……裏を返せば最初で最後の結婚だ。さ、行って来い」


ジェイさんは、とんっと私の背を押した。しかし施術士さんは目を丸くする。


「あの、お客様……今回婚前の施術ということで、二人で施術をお受けいただくこととなっておりますが……」


「え、お、俺もですか……？」


「ええ。お二人でございます。結婚は夫婦、お二人でされるものですから。私たちはお二人がより美しく、より健やかに式に臨めるよう、お手伝いをさせていただきますので」


ジェイさんが、「なるほど……」と、どこか心ここにあらずな表情でこちらを見る。


「まぁ、お前の隣に立つなら、しっかりしなきゃ駄目か……すみません。よろしくお願いします」


「ええ。ではさっそくこちらへ」


施術士さんが奥へと案内してくれる。私たちは一緒にブライダルエステへ向かった。






男女別の更衣室にわかれ施術着に着替えると、同じ部屋に案内された。


ベッドが二つ並び、間接照明のみに絞られた部屋の中は薄暗く、どこか大人びた雰囲気がある。お香が炷かれているようで、森やハーブを連想させるような独特な香りが漂っていた。


そして今、私たちはそれぞれベッドに伏せていて、さっそく施術士さんからオイルマッサージを受けていた。


腕を絞られたり足を絞られたり、背中を押されたりという、行動だけで言えば拷問みたいなのに、すごくいい。


ぬるぬるしててくすぐったいものの、柑橘系のいい香りがするし、「ここを押すと血流がよくなるんですよ……」と言われると、新しい知識にかしこくなった気持ちがする。


「うっ」


しかし、穏やかな雰囲気とはやや離れた声が、隣からして心配になる。


「凝ってますね～、長時間同じ姿勢でいることが多いでしょう。あまり良いことではありませんからね……」


老齢の施術士さんが、ジェイさんの背中をぐりぐりと押しながら、困った顔で笑う。


一方ジェイさんは、苦悶の表情で痛みに耐えていた。


「お、お前は痛くないか……？」


心配そうな声に、胸が痛くなる。


私は特に痛いことはされていない。気持ちいいことだけだ。でも、苦しんでいるジェイさんの手前、気持ちいいとは言えない。


「大丈夫ですよ～、お連れ様は身体が柔らかくいらっしゃいますので、痛みもほとんどないと思います。男性と女性で骨格も違いますからね」


しかし、老齢の施術士さんがぱっと答えてしまった。私のマッサージをしている女性の施術士さんは苦笑している。


「なら、良かった……うぁ」


そう安心した声を漏らすジェイさんが、唸った。心なしか骨の音が聞こえて、より一層不安が高まる。


「はーい。今は痛いでしょうけど、終われば身体も軽く、健康的で、美しくなりますから、ちょっと我慢してくださいね～」


ばきっ！　と、骨の折れる音がする。不安が最高潮に達し老齢の施術士さんに視線を送ると、「折ってませんよ～」と微笑んだ。


「お客様の背骨を折ったら、お店を閉じなければいけませんからね。職を失ってしまいます。馬術用品を営んでいる弟のすねをかじらなければ」


確かにそうだけど、でも音がどうしようもなく怖い。骨の存続に関わっている音と、骨を折られたような人の声が隣から聞こえてくるのだ。


しかし私の不安をよそに、施術士さんは「うらやましいですねぇ」と、目を細めた。


「新婚……といってもまだ婚前ではありますが、妻が夫を心配して、夫も妻を心配して、素晴らしい。すてきです」


「あ……ありがとうございます」


褒めて、もらっているとは思う。ただごちそうした覚えはなく、ちょっと気まずい。


「そういえば、お二人は空中花園にはもう向かわれましたか？」


「空中花園……？」


施術士さんの問いかけに、私はこのあたりの地図を思い返した。けれど思い当たる場所もなく、首を横に振る。空中花園、名前的に花園……なのだろうか。


「この時季はメドウスイートが咲き乱れる、地元住民しか知らない場所があるんですよ」


つり橋で向かうんですけどね。と付け足しながら、施術士さんは話を続ける。


「こう、山岳地帯にはなっていて、細いつり橋を渡った先にあることから空中にある花の楽園のようだと、空中花園という名前がつけられたのです。絶景なので、もしよろしければぜひ」


「空中花園、行ってみるか」


ジェイさんは、こちらに微笑みかける。地元の人しか知らない、絶景の場所。一本のつり橋というのは不安になるけれど、高所への恐怖は一年生の夏で克服した。今は特に恐怖もないし、きれいな景色をジェイさんと見たい。


「はい。行きましょう」


返事をすると、ジェイさんも顔をほころばせ頷いた。しかしその刹那、すぐに朗らかだった表情は苦悶に変わった。


「いててて！　な、なんで」


「空中花園は手ぶらで行ける場所といえど、ここからやや遠いですからね、滋養強壮の指圧もしておこうかと……？」


からかうように、施術士さんは首をかしげる。どことなくこの施術士さんは、ジェイさんと一緒によく行く馬術用品のお店の人と似ている気がする。


そういえば、弟さんが馬術用品のお店を営んでいると、言っていたような……。


私は奇妙な縁を感じながら、相変わらずボキボキと怖い音が聞こえる隣に不安の目を向け、自分も施術をしてもらった。






施術を終えた私たちは、その足で空中花園へ向かうことにした。


空中花園は、施術士さんの言う通り町の中心部からだいぶ離れた距離にあり、馬車が通れない細い小道が続いた。空気が澄んでいて、歩いているだけで晴れやかな気持ちになる。


木々の並ぶ間から湧水が流れ、水に吸い寄せられるように花々が咲き蝶を集める光景は、ジェイさんとよく馬に乗って眺めた森の景色を彷彿とさせた。


「つり橋って、あの橋ですかね？」


私は次第に見えてきた細い橋を指した。通りづらいとは聞いていたけど、人ひとり通るのがやっとの幅だ。


子供同士でも、二人並んでは渡れないだろう。山と山を繋ぐような立地で、橋の下は川が流れているものの、高低差があり水の音が聞こえない。


「絶対手すりから手を離すなよ……」


ジェイさんはじっと橋を見つめ、こちらに声をかけると一歩踏み出した。私もその後に続く。


今日は風もないけれど、つり橋という特性上一歩ずつ進むたびに橋が揺れる。ジェイさんがいるから怖くはないけど、彼が落ちてしまったらと考えると不安だ。


「ミスティア、手すりから手、離してないよな」


「はい。ちゃんとつかんでます」


「ならいい。絶対離すなよ」


慎重に、足を進める。


張り詰めたような緊迫感の中、橋を渡り終えるころには首筋にびっしょりと汗をかいていた。お互い荒く呼吸をする。


あまりの緊張に息を止めていたけど、ジェイさんも同じみたいだ。彼は橋を見やりながら、息を整えている。


「地元の人間しか来ないって聞いたけど、多分あれなんだろうな。あんまり人が多いと橋の途中ですれ違う必要が出てくるし、橋なんかですれ違えばいつか誰かが落ちるだろうって、観光の本とかに載せないようにしてるんだろうな」


確かに、観光客が集ってしまうと、命に関わりそうだ。


今日は道中誰にも会わなかったし、橋も私とジェイさん二人だけで渡ったけど、人が増えれば揺れも大きくなる。


「でも、景色はいいな……ほらミスティア、見てみろよ」


私は言われたとおりに、視線を前に戻した。そこにはメドウスイートだけではなく、赤や橙、桃色黄色と、華やかで南国の雰囲気が漂う色味を持った薔薇が咲き乱れる花園だった。


蝶も独特の模様を持って瞬き、花園をより一層華やかに彩っている。


「綺麗……」


「ああ。綺麗だ」


ジェイさんは、焦がれるように薔薇を眺めている。


プロポーズのとき、ジェイさんは美しい夜景を紹介してくれたし、乗馬のときだって綺麗な景色を見せてくれた。彼はこういった景色を眺めるのが好きなのかもしれない。それなら、結婚しても一緒に綺麗なものを見ていたいと思うし、私もいっぱい調べて、好きな景色を見つけて彼に紹介をしたい。


「連れてきてくださって、ありがとうございます」


「改まんなくていい。そういうところもいいと思うけど、結婚するんだから、そんなかしこまるなよ」


つん、とジェイさんは私の頬をつついてきた。


「でも、施術とかもありますし……私そういうの知らなくて」


「俺も元からそこまで詳しくねえよ。自作の口紅とか持ってきたけど、そもそも化粧について全然知らなかったし。化粧したら落とさなきゃいけないとか、肌に負担かかるとか、なんか塗ったりとか、俺のためにこんな大変なことしてくれてたのかって驚いたくらいだから」


「ジェイさん……」


「お前はすぐ俺にありがとうって言うけど、俺はお前にもらった分返してるつもりだから、気遣わなくていいんだ。俺はお前に借金返してる感じだから」


借金だなんて、そんなこと考えなくたっていいのに。


私は今まで何度もジェイさんに助けてもらってきた。


一緒にいてくれるだけで、嬉しいくらいなのに。


「私こそ、ジェイさんにもらってばかりで……贈り物はもちろん嬉しいですが、一緒にいてくださるだけで十分です。こんな私と結婚までしてくださって……」


「ほんとに、お前謙遜しすぎ。こんなじゃねえだろ。強くて優しくて気が利いて、周り見て行動出来て責任感もある。責任感強すぎて抱え込みがちってのが心配になるけど──とにかく、お前のいいところ挙げていったらきりがねえくらいなのに、変な謙遜するなよ」


「謙遜だなんて……ジェイさんこそ、皆に慕われて、授業もわかりやすくて親身になってくれると──先生としての魅力も勿論のこと、何事にもひたむきで、実直で、私はジェイさんみたいになりたいって、人としても尊敬していて、だからこそ結婚相手が私でいいのかなって思うくらいで──」


「お前しかいないよ。俺の相手は」


ジェイさんが、まっすぐ私を見つめる。


「お前しかいない。お前は、世界で一番の存在だ最高の相手だよ」


そして、念を押すように繰り返す。


そこまで、私のことを買ってくれているのかと、胸が熱くなった。


「ジェイさん……」


「俺はお前を、一人の人間として尊敬しているし、出会ってすぐは乗馬教える奴と教わる奴って感じだったし、その後教師と生徒になったり、色々肩書とか周りの状況が変わったりしてたけど、俺は、ずっとお前への気持ちを変える気はないし、変わらない。ずっと、お前が好きだ」


もしかして、これは、恋愛的な意味の告白……？


ジェイさんは、私と年が離れている。この間まで教師と生徒だったわけだけど、これは好きだと……想いを告げられている……？


「ジェイさんは、私が、好きなんですか」


「当たり前だろ。好きじゃなきゃ一緒にいようと思わない。お前は世界で一番魅力的だからな。誰も敵わない」


ジェイさんは、彼の責任感の強さや、優しさで私を結婚相手に選んでくれた。


でも、一緒に過ごす中で、彼は私を恋愛的な意味合いで、好きになってくれた……？


年の離れた人からの恋愛面での好意に、不思議と恐怖は抱かない。


嬉しいと、ただただ思う。


ジェイさんだからだ。彼だから嬉しいし、光栄だ。


「すごく、嬉しいです。すごく……嬉しい……」


「なら、俺も嬉しい。お前が嬉しいのが一番だから」


「ジェイさん……」


想いが溢れすぎて、彼の名前を呼ぶことしかできない。


こんなに、こんなに人として出来てる人が自分の旦那さんになってくれるなんて信じられない。


恋愛なんて出来ない、興味がないと思っていたけれど、ジェイさんと結婚できて、好きだと思ってもらえたことがこんなにも嬉しい。


「ジェイさん、私も、ジェイさんが喜んでいると嬉しいです。私、ジェイさんを幸せにします。これからも、ぜ、ぜひよろしくお願いします」


「是非も何も、一生一緒だろうが。それに、俺はお前が横にいたらどこにいたって幸せだ。だから、俺がお前を幸せにするんだ。お前はそのままでいい。ただ俺に、愛されてればいいから」


ジェイさんはそう言って、優しく微笑む。


でも、私もジェイさんを幸せにしたい。ジェイさんばかり頑張るのは、嫌だ。


もっと、もっと頑張ろう。


なんだか、尊敬や好意、色んな想いが溢れて、私は思わずジェイさんに近づき、その背中に腕をまわした。


「あ、あの私、頑張ります。ジェイさんに、釣り合う存在になります。世界で一番、最高の自分になれるよう頑張ります」


「……本当に、頑張んなくていいんだけどな。俺がお前に釣り合うように頑張ってる最中だから」


ジェイさんはおろおろとしながら、私の背中に手を回す。それが嬉しくて、思わず抱き着く腕の力を強めてしまった。


「そんなことないです！　ジェイさんは、本当に、素晴らしくて……！」


「嬉しいけど……恥ずかしいな、その辺で勘弁してくれ」


「でも」


「十分すぎるくらい、分かってるから。お前が俺のこと、見てくれてんのは」


ぽん、とジェイさんが私の頭をなでる。


極彩色の花畑の中、私たちはお互いを見て、いつまでも微笑みあっていた。
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俺が先にミスティアへ告白した経緯も相まって、俺のほうが好きの比重が高いと思っていた。


ミスティアのほうが年下なのに、きちんと互いのことを考え将来を見つめていて、俺は暴走機関車みたいに走り出す。ミスティアが好きで仕方ないが故の暴走をしていたから、九割を超えた強い確信だった。


しかし、結婚式を目前にした今、ミスティアの俺への愛が留まる所を知らない。


「そんなことないです！　ジェイさんは、本当に、素晴らしくて……！」


ミスティアはきらきらした目で、はっきりと好意を伝えてくる。


「嬉しいけど……恥ずかしいな、その辺で勘弁してくれ」


俺は思わずミスティアの言葉を遮った。結婚式に向けてあわただしく準備する中、婚前施術でミスティアに疲れを取ってもらおうと思ったけれど、まさかこんな反撃を浴びるとは思っていなかった。


「でも」


「十分すぎるくらい、分かってるから。お前が俺のこと、見てくれてんのは」


もう本当に。こちらが心配になるくらい、ミスティアの好意は伝わっている。


ミスティアが俺を好きという喜びに、心配も交ざるようになってきたのは、両家の挨拶を始めたあたりだ。


俺の家族に会ってもらう……といっても、初対面ではないから食事会という形にはなったけど、ミスティアはその場で俺がいかに人気であるかを熱心に説明した。


俺は別に人気じゃないが、ミスティアは俺が告白されているところを見たらしい。正直俺がかっこよく見えてるのなんてミスティアしかいないし、俺は女心に疎い。


なのにミスティアは俺の否定に心底目を見開いていて、すぐに「あ、これミスティアもしかして嫉妬してるのか？」と気付いた。


俺もミスティアに男が近付くのを見て、嫉妬したことがある。というか今でも、ミスティアに好意を向ける男を見るたび、年が近くて羨ましいとも思う。ただ最近は、好きな気持ちじゃ負けないと強く思い直す。


ミスティアの独占欲を完全に自覚したのは、引き出物選びのときだ。女性人気が高いということでミスティアが喜ぶかなと、焼き菓子の店はプリムラがいいんじゃないかと思ったが、ミスティアはドロワがいいと言った。


なんとなく気になって調べたところ、プリムラは店員が女性しかいない店だった。


逆の立場で考えれば、男しかいない店に、自分もついて行くと言えどミスティアを連れていくのは気が引ける。何か危ない目に遭ったら嫌だ。


でもそれは、集団戦闘で俺が一人で守り切れるか？　という危険性にある。


でも、プリムラは違う。


ミスティアは魅力的だが、こんなごろつきまがいの俺に女性店員がたかることはない。格闘に精通している奴でもいなければ、力でも負けないと思う。


なのにミスティアは別の店がいいと言った。


そして、俺の写ったもの、俺の名前が刻印された引き出物を配ることを避けるくらい俺を独占したがった。


しかもその言い方が「ほかの家に向かうのは……」だ。


銅像や皿は物品なのに、俺が関わっているだけで人間扱いしている。


銅像と皿をだ。ぬいぐるみならまだしも、銅と土を人間扱いしている。


ちょっと怖い。


でもミスティアが愛おしい半面、申し訳なく思った。


ミスティアは、今までひっそりと愛を育んでいた反動が出ている。


それに、もう卒業し十八歳になったとはいえ、二十歳くらいになるまでは手を出したくない。今のままで幸せだし、身体が心配だし、生活を整えるほうが先決という気持ちがある。


とはいえ、「お前は最高だ」「魅力的だ」「結婚できて嬉しい」と伝えても、物理的な関係が進んでいない。不安なのだろうと、俺はミスティアに贈り物をすることにした。


それが、口紅の製作キットだ。令嬢たちの中でかなり広まっているらしく入手に手こずり、好きなやつに喜んでもらうために従僕を並ばせるのも違うなと、寒空のした十時間並び入手した貴重な品だ。


ミスティアに渡すと喜んでくれて、さっそく一緒に作った。


俺だけの色を塗って、俺はミスティアのものなんだと安心してほしい。


結婚式用に、なんて言ってしまったけれど、普段でも使えるよう色は調整した。


結婚指輪に、口紅と、普段身に着けられるから、俺がそばにいなくても、心はつながってると思ってほしい。


だからプレゼントを贈ったというのに──。


「私は、ジェイさんと結婚できて、本当に幸せです」


ミスティアは目を輝かせて俺を見つめる。今日はミスティアが独占欲や、嫉妬から解放されてほしいと願ってのものだけど、より俺への好意が強まってしまった気がする。でもいいのか……？


両想いなわけだし、俺がミスティアの気持ちを受け入れればいいだけか。


けど嫉妬でミスティアに悲しい想いをさせたくないし、店の人間にまで嫉妬を向けていたらしんどくないだろうか。


「お前を幸せにしたいし、ずっと幸せでいてもらいたいけど、幸せなのはお前ばかりじゃないんだからな？　俺も、お前と一緒にいられて幸せだ」


「ジェイさん……！」


ミスティアの瞳はどんどん情熱的になるばかりだ。嫉妬とか独占欲とか、苦しいだろうし……複雑だ。


たくさん気持ちを伝えて安心してもらいたいけど、正直ミスティアの深い愛が、嬉しいと思ってしまう自分がいる。


ミスティアに「私以外と話さないでください」なんて言われたら、絶対最初にミスティアの心の心配をしなきゃいけないのに、「分かった」とお願いを聞いてしまうと思う。


ミスティアは俺を好きだというけど、夫としてはだいぶ落第生だ。ミスティアのほうが大人びてる。でも、独占欲のことを考えると──結局お互い様なのかもしれない。


「ミスティア、幸せになろうな」


俺はミスティアの頭をそっと撫でる。ふがいない夫だけどよろしく──というのは、きっと否定されてしまうから、心の中で伝えた。







世界一の俺の妻
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美しい白亜の室内、ナスタチウムと薔薇で飾られた参列者席に、真っ赤なベルベットが広がっている。とうとう、ミスティアとの結婚式だ。極彩色のステンドグラスを背に、俺はお義父さんにエスコートされながら歩く世界で一番素敵なミスティアを、じっと見つめる。


とうとう、この日がやってきた。


緊張を和らげるためそっと深呼吸をしていると、目の前にミスティアがやってきた。一緒に神様に永遠の愛を誓って、指輪の交換をする。


「では、誓いのキスを……」


神父に促され、俺はそっとミスティアのつけていたウェディングベールを取った。プレゼントした口紅をつけているミスティアは、いっそ神々しく見える。ミスティアに、誓いのキス。


まだ早いんじゃないか。もっとこう……ミスティアが二十歳……いや二十二歳くらいのときでもいいんじゃないだろうか。


「どうぞ」


怖気づくと、神父に促される。


俺はぎゅっと目を閉じて、ミスティアの肩にそっと触れた。薄くて、壊れそうだ。折れてないか不安で、頭の中がぐるぐるしてくる。


「え……」


俺は、ついうっかり額に口づけてしまった。


ミスティアも驚き、神父も目を丸くしている。


「口づけは、唇にお願いします」


神父は咳ばらいをして、仕切り直した。でも唇……。ミスティアは初めてだ。俺も初めてだ。手を繋いだのは父親、母親、ミスティアの順番だけど、それ以外はデートしたのも異性の屋敷に遊びに行ったのも何もかもミスティアが初めてだ。


「も、申し訳ない……が、頑張る……」


俺は恐る恐る、ミスティアの方にもう一度手を伸ばす。勇気を出さなければ。しかし、ふわりと強く薔薇が香った。


「ジェイさん」







    
  
  




気が付くと、視界いっぱいにミスティアが広がった。


唇に柔らかい感触がして、この上ない多幸感と充足感に包まれる。腰が抜けそうになって、なんとか持ちこたえた。


俺はミスティアにキスをされている。


俺は、ミスティアにキスをされている!?


混乱しながら認識すると、ミスティアが精いっぱい背伸びしていることに気付いて、危なくならないよう身体を支えた。


やがてミスティアは俺から身体をそっと離して、上目遣いで見つめてくる。


「愛してます。ジェイさん」


「俺も……あ、愛してる」


嫁が、可愛い。幸せすぎて怖い。強い。尊敬する。好き。どうしよう。もうなんでもいいから、ずっと一緒にいたい。嫁が積極的過ぎて心臓が持つか分からない。殺されそう。好き。


脳がぶっ壊されたみたいに、ぽんぽん感情がめまぐるしく変わる。


「幸せに、するから」


でも、なんとか本音を振り絞った。


俺はミスティアを幸せにしたい。こんなにも感情が動かされるのは、ミスティアだけだ。


俺たちを祝福する花弁が舞う中で、俺はぎゅっとミスティアを抱きしめたのだった。






「ん……」


腹のあたりに衝撃を感じて、そっと目を開く。ミスティアが寝返りをうったのか、俺の腹の上に腕をのせていた。窓へと目を向ければ、わずかに朝日が差し込んでいる。


欠伸あくびをしながら起き上がり、隣で寝ていたミスティアが夢の中より大人びているのを見て、ぼんやりとしていた意識がはっきりしてきた。


「もう、あれから二年経つのか……」


俺は壁にかけられていた暦を見て、感嘆する。今日のひとつまえ、前日は俺のところに描いた不格好な薔薇の絵で印がつけられている。


ミスティアは、昨日二十歳になった。


結婚式から二年、俺たちは晴れて、夫婦になった。


同じベッドで寝ることはしていたし、俺はミスティアを好きだといえど、ミスティアをすぐ囲い込むような真似は両思いでもしたくなかった。


さりげなく義両親に孫について問われつつ、そういうのはせめてミスティアが酒を飲めるようになってから……と、濁していた。挙句、両親に「ミスティアちゃん、自分に興味ないかもって悩んでるぞ」と怒られたこともある。


その時は、ミスティアに自分の気持ちを説明して、「お前が好きすぎて手を出そうと思うと吐きそうになる」なんてばかみたいなことを言ったけど、ミスティアは俺の気持ちを理解してくれた。


ただキスくらいはしていようなんて取り決めが起きて、朝晩ミスティアからキスされる恐ろしくも幸せな儀式が恒例となってしまったが……。


でも、昨日は。


俺は気恥ずかしい気持ちで、いてもたってもいられずベッドから離れる。


ミスティアが風邪をひかないようさっと毛布を整え、自分の着替えに集中していく。


今日、どうやってミスティアと顔を合わせればいいんだろう。ミスティアが朝起きたら、やっぱり俺にキスをしてくるのだろうか。もう昨日ので心の幸せ容量が限界を超えたから、心臓が止まるかもしれない。


俺は手を震わせながら、台所で鉄鍋で湯を沸かす。


アーレン家の料理人は、今までずっとミスティアの口にするものを作り続けてきたらしい。


これからもそれは変わらないと言うが、初夜を終えた朝は俺に作らせてほしいと頼みこみ、とうとう「紅茶だけなら……！　御嬢様を、身を挺して守ってくださった御恩がありますから……ただ一杯だけで……」と血を吐く思いが伝わってくる許しを得て、調理場に立つことになった。


アーレンの料理長は、ミスティアに提供するものに誇りを持っている。せっかく得た許しだから、目覚めの素敵な一杯を淹れたい。


容器も温め、隣でミルクも温めておく。


ミスティアはストレートを飲むけれど、朝起きてすぐは牛乳も入っていたほうが、きっと胃に優しいだろう。


ミスティア、喜んでくれるといいな……。


目を細めながら鍋が沸くのを待っていると、とん、と背中に柔らかな感触があたった。振り返ればミスティアがいて、「……捜しました」と、ややぎこちない様子で呟く。


「ごめんな。お前に目覚めの一杯を淹れてやりたいって思って」


ミスティアは、そばに出していたティーセットを見た。すると、棚からもう一つカップとソーサーを取り出した。


「私は、ジェイさんと一緒に飲みたいです」


「ミスティア……」


好き。


死ぬ。


ところかまわず抱きしめたくなる衝動に駆られるけど、台所で火の前だから抑える。


茶葉を入れたポットにお湯を注いで、蓋をして蒸らす。手を動かしていると、意識が逸れていい。


ミルクもさめないよう気を付けつつ、火からおろした。あとは蒸らすだけだ。ミルクティーはなるべく蒸らす時間を長めにとったほうがいい。その間、ミスティアとどんな話をしよう。


というか、顔が見づらい。


俺今変な顔していたらどうしよう。なるべく普通の話をしたほうがいいのか。それとも昨日について触れるべきか。


でも昨日の今日でがっついてると思われたくないし、何も触れず配慮に欠け、ミスティアに嫌な気持ちをさせたくない。何が正解なんだろう。黙ってるのが一番か。


「今日は」


悶々と悩んでいると、ミスティアに声をかけられた。俺はティーセットに視線を落したまま、「どうした？」と返事をする。ミスティアの顔が見れない。心臓が止まってミスティアを置いて死ぬのも嫌だ。命がおしい。


「まだ、おはようのキスを、してないかなと……」


生きる。


くるっと反転するように、俺の想いは一気に変わった。でも、きちんといい夫として見られたくて、「分かった」と冷静に頷く。


「えっと、じゃあ、しますね……」


ミスティアは背伸びをする。足の腱が切れそうで怖いから、俺はそっと屈む。


「愛してます」


目を閉じると、唇が重なった。心の奥が熱くなって、安心する。唇を離すとミスティアの瞳はじっと俺に向けられていて、朱に染まった表情が愛おしい。


「も、もう一回しませんか」


「じゃ、じゃあ、俺からしてもいいか」


問いかけると、ミスティアはこくりと頷き目を閉じた。


俺はそっとミスティアに口づける。


「嬉しいです」


「なら、もう一回」


「はい」


今度は、ミスティアからキスをしてくれた。そうして俺は紅茶の蒸らしが終わるまで、この上ない幸せを感じながら、ミスティアと唇を重ねていた。







やさしい朝


「ミルクティー熱くないか？　ゆっくり飲んでいいからな」


柔らかな朝の陽ざしを浴びながら、そうこちらに優しく語りかけるジェイさんへ私はそっと頷く。


二十歳になり、結婚して二年目の朝。大変困ったことに、ジェイさんが可愛い。


十歳の時に出会って、もう十年一緒にいるということで、最初は頼りになる先生、教師の鑑かがみ！　と見ていたけれど、告白を受け、意識するようになってからというもの、かっこいいなと思う半面可愛さを感じる機会が増えてきた。


うたた寝した時のあどけなさだったり、次のデートの行き先を考える伏し目がちの表情だったりの仕草から、朝起きて挨拶するときのかすれ声。少し天然っぽい発言から、私が好意を伝えると照れたりするところとか。


すべてが年々可愛く見える。


確実にジェイさんも私も年を重ねているはずなのに。それにかわいい瞬間だけではなく、ベースとしてはかっこいいなぁ、尊敬するなぁと思う瞬間が多いから、より反動的に可愛さが引き立つ気がする。


でも、「お前にはかっこいいと思われたい」と聞くから、言えない。


ジェイさんはあまり熱いものが好きではない。猫舌……なんだと思う。前に熱いのが苦手なのか聞いたら「そうでもない」と言ったものの、グラタンなどの料理はそっと、入念に息を吹きかけて冷ましているし、食べ物の温度をよく気にしている。


そして今日も淹れたてのミルクティーをじっと見つめているジェイさんを眺めていると、彼はこちらに視線を向けた。


「おまえ、からだ、つらく、ない、か」


途切れ途切れ、ジェイさんは問いかけてくる。


言い方が可愛い。ほのぼのとする半面、質問の意図を酌み私は小刻みに頷く。


昨日、私とジェイさんはとうとう夫婦っぽいこと──というか、夫婦としてもう一歩進んだ。


結婚したら、と思っていたから悩むこともあったけど、大切だからと言ってくれて、昨日とうとうその日を迎えたのだ。


だからか、気まずい。


結婚式の前日、ジェイさんと予行演習をしたとき、彼はキスの段階で緊張して失神した。


そんな事件があったから、長期的に接触を断っていたらいざという日に、彼は緊張で死んでしまうんじゃないかと不安で、私からキスをしないか提案した。


以降、自分からジェイさんに唇を重ねたりしてきたけど、昨日のことがあってどきどきする。今は何もしてない健全な空気なのに、気恥ずかしい。


私はミルクティーにそっと口をつける。茶葉の香りが鼻腔をくすぐり、優しい甘味が口の中に広がっていく。


ジェイさんみたいだな、なんて思って、勝手に意識した私はうつむいた。


「ミスティア？　どうした？　やけどしたのか」


突然取り乱した私に、ジェイさんはうろたえる。慌てるジェイさんが席を立ち、こちらに駆け寄ってきた。意図せず私は彼を見上げる形になって、昨日のことがフラッシュバックしパニックに陥った。


「な、なんでもないです。すみません意識してしまって、あの、今日多分私駄目です。すごいジェイさんのこと好きで、異常事態に陥っており……」


私は何を言っているんだろう。


いやでも昨日のことがなんて言わなくて良かったのか。というか何の話をしていたっけ。おろおろしていると、ジェイさんはどんどん頬を染める。


「おま、お前そんな、そんな可愛いこと言うなよ、俺を殺す気かよ」


ジェイさんが、ぼそっと呟き口元を押さえる。耳まで赤くて、瞳も潤んでいる。


心臓がぎゅっと絞られ、私は思わず顔を覆った。とどめを刺されてしまう。人として完璧で、おまけに可愛いってなんなんだ。


神様がバランスを間違えている。苦しい。


「私は……貴方が、好きです……」


「俺も、お前が好きだ。毎日惚れさせられて、毎日殺されてる」


思わず告白すると、倍になって返ってきた。


顔が熱くて、ジェイさんも顔を赤くしていて、お互い同じ気持ちかもしれないなんて、くすぐったくなる。


「私のほうが好きだと思います」


「そんなわけないだろ。俺のほうが絶対に好きだ」


そう言いあって、しばらく見つめあった後、お互い同じようなタイミングで目を伏せる。二年前、花畑の時みたいに、私たちはいつまでも笑っていた。







    
  
  




おかしな歪み


分厚い雲に覆われた景色を眺めながら、凍てついた草の小道を歩いて目的地へと進んでいく。乾燥し澄んだ空気だ、否応なく雪の気配を感じさせた。


「それにしても、なんか妙な感じがする。奉仕活動の後も君について何度か顔を出していたが……その、俺たちの関係については触れないようにしていたし」


隣を歩くロベルトさんが、ブリッジをおさえ眼鏡の位置を整えながらつぶやく。


前世を思い出して、八度目の冬。


ロベルトさんとの結婚式の大体の日取りが決まりはじめ、フォルテ孤児院へ挨拶に行くことになった。


この地域は、雪が降れば一気に積り、馬車もほとんど通れなくなってしまう。だからこの時季にロベルトさんと来るのは初めてだった。


「大丈夫か？　俺のぶんのマフラーをつけて二重にすれば、少しは寒さが和らぐんじゃないか」


彼は黒い皮手袋をつけた手をこすり合わせながら、こちらに顔を向けた。


正式に婚約という運びになってからというもの、彼はとても過保護になった。


私が屋敷の中をうろうろしていれば、運ぼうか問いかけてくるし、食事のときは自分の料理を私のお皿に移動しようとしてくる。外に出ようとすればマフラーにコートに手袋に帽子とたくさん着こむようすすめてくれる。


ただ、私はもう歩きたくないと倒れているわけではないし、別に無限に空腹状態になる呪いをかけられているわけでもなく、寒いと死ぬわけでもない。それにロベルトさんの手でヘビー防寒着ぐるぐるスタイルにされた私を、「暑くなりすぎて駄目です」とメロが剥ぐこともしばしばある。


「大丈夫ですよ」


そして今日も私は首を横に振る。彼は不安げにしながらも頷き、孤児院へと進んでいく。


「あ……」


しかし、彼はすぐに足を止めてしまった。視線を合わせれば、以前彼に助けてもらった思い出のある鶏小屋があった。


「あそこにいた鶏たちは……？」　


「あまりに厳しい寒さなので、別の小屋にいるんです。あそこは金網で風も通りますし、雪も入ってきてしまうので」


鶏たちにとっても等しくこの寒さは厳しい。風の通らない小屋に入れて、適切な室温の中で暮らしてもらっていることを説明すると、彼は納得しながらも、どこか怪訝な顔を見せる。


「……あの鶏たちは君を囲む」


「餌か何かだと思われているのでしょうか」


「今日、何かあれば、焼いて食べる」


ロベルトさんはとんでもないことを言いながら、また孤児院へ向かって歩き出す。


婚約が完全に決定してから、彼は医者の資格をすぐに得るため二年生の後半になってすぐ、隣国へ発った。私もついていき、三年生の後半、今年の冬、彼の資格取得とともにこの国へ戻ってきた。ただ向こうの学園を飛び級で卒業した為、貴族学園は一応登校義務がなく、休んでいる。


以降、ロベルトさんはランズデー医師のもとで修業をしつつ、アーレン家の経営に関わってくれている。


ただロベルトさんの希望で名義は私だ。なんだか彼の頑張りを奪うようで嫌だけど、彼は自分の名前がアーレン家とともに在ることを避けている様子だった。


そして彼の両親といえば、二人で定期的に心の相談会へ参加しているらしい。ロベルトさんがもう会いたくないと言っていたから、触れないようにしている。


他国に住んでいるロシェさんはすでに式を挙げ、女帝なんて言われるほどの活躍を見せているらしいから、もう彼女さえ幸せでいてくれれば、という気持ちがあるのかもしれない。


一方でロベルトさんは、フォルテ孤児院に挨拶をしようと言ってくれた。うれしい半面、彼の人生を縛っている気がして、罪悪感が募る。


「どうしたんだ？　寒いのか？」


優しい声に、顔を上げる。彼は不安そうにしていて、私は微笑んだ。


「大丈夫です。少し考え事をしていて」


「考え事？　どんな？」


「すみません、忘れてしまって。あ、つきましたよ」


誤魔化す必要もないのに、つい濁してしまった。私は彼の気を逸らすように、孤児院を指したのだった。






「わーい！　ミスティア様とロベルトだー！」


「ロベルトさんでしょう。駄目ですよ、人を山登りするみたいに登ったら」


きゃっきゃとはしゃぐ子供たちを窘めていく。孤児院に訪れて、さっそくロベルトさんは洗礼を受け、ジャングルジムのように子供たちに登られていた。


「相変わらずすごいな……」


「すみません……」


ロベルトさんと、結婚することを院長のバースさんに伝え、こうして子供たちに会いにきたわけだけど、とにかくみんな元気だ。私たちの結婚を祝福してくれたけど、「じゃあロベルトはこれから家族枠なんだね」とか、「じゃあ弟だ！」なんて暴論が飛び交い、彼をもみくちゃにしている。


「君が謝ることじゃない。元気なのはいいことだろう？」


彼は外れかけている眼鏡を直しながら苦笑する。


「ロベルト、ちゃんとミスティア様のこと守ってね」


どーんと、一人の子供が彼に体当たりした。「危ないぞ」と注意をしつつ、彼はその子の頭を撫でる。


「ミスティア様すぐ馬車とか飛び込むし、絶対目離しちゃ駄目だよ。迷子にしたら死んじゃうよ」


「いやいや、私はもう大きいので……」


あまりの言いように、私は苦笑しながら子供の頭を撫でた。馬車に飛び込むなんてことはしないし、迷子にもならない。大人の階段は着実に登っているつもりだ。


「でもミスティア様すぐ誰かかばって落ちたりするじゃん！　僕たち聞いてるんだよ。悪いやつをメロがやっつけたりしてさ、ロベルトもちゃんと強くならないと。ほら、どーん！」


そう言って、子供たちはみんなロベルトさんに飛びかかってしまう。慌てて割って入りながら、「私はロベルトさんにもう守ってもらってますから」と、彼へジャンプしようとする子供たちを押さえた。


「彼は命の恩人ですから」


「あれだ！　ナイフ持った奴が学園に入ってきたやつでしょ！」


子供たちは「知ってるー！」と口々にアピールしてくる。


「そのとき、彼が私を助けてくれたんです。なので、もう私は救われているんですよ」


私はロベルトさんを見た。彼は複雑そうに、視線を落とす。一方子供たちは、一斉に手のひらを返し始めた。


「えーあの時ミスティア助けたのロベルトなの？　すごい！」


「なんだロベルト！　強いんじゃん！　良かったぁ！」


「撫でてあげよう。よしよしよしよしー！」


集団で、ロベルトさんの頭をご利益のあるお地蔵さんのように撫でていく。このままだと彼への頭皮ダメージがとんでもないことになるんじゃないか。


「駄目ですよそんな大勢で人間の頭に触ったら。髪の毛に良くないですから」


そう言ってロベルトさんを守ろうとするけれど、彼はぼうっとしていて動く気配がない。


「だってロベルトえらいじゃん！　英雄だよ？　ナイフ相手にすごく強いじゃん！　ミスティア様任せても大丈夫だよ！」


「うんうん。ミスティア様すぐ死んじゃうもん」


前にも、似たようなことを庭師のフォレストに言われた。他殺で死ぬとか、色々……あの後、掃除婦長のリザーさんや御者のソルさんにそれとなく尋ねたけれど、みんなフォレストに同意していた。こんなに小さい子たちにすら死ぬと思われているのは、中々心にくるものがある。


「私は、そんな簡単に死にませんよ」


「えー……でもさぁ！　変な人いっぱいいるじゃん」


「怖い世の中だからねえ」


防犯意識が高いのはいいけれど、簡単に死なないという言葉を濁されたのが気になる。大人な対応をされてしまった。


今のは、その意見には肯定できないけど、否定しすぎてもよくないな、みたいな流され方だった。


「あーあ、ミスティア様も人妻かぁ……人のものになっちゃったのかぁ」


「口が悪すぎますよ。どこで覚えてきたんですかそんな言葉は」


「孤児院に来る前だよ」


鋭い返答に、言葉を失う。この孤児院で暮らす子供たちは、親が事故や病気で亡くなった子のほかにも、街で一人で暮らさざるをえなかった子もいる。


意図せず獲得してしまった知識を持つ子もいるし、一見大人びているようで、本来獲得出来たものが得られなかった子もいる。


「ミスティア様、ロベルトのものになっちゃったのかぁ」


「それは違う」


先ほどまで停止していたロベルトさんが、その子の前にしゃがんだ。


「ミスティア嬢は、ミスティア嬢のものだ。俺はミスティア嬢のものだが、その逆はない」


静かな否定だ。ロベルトさんは私を好きだと言ったし、私も気持ちを伝えた。でも、彼の中で線引きがある。


私は、自由であるべき。


そしてロベルトさんが、私を支える。


一方的な関係。


ロベルトさんは私のもので、私はロベルトさんに属さない。


彼の言葉や態度から如実に感じられるそのカテゴライズは、彼が婿入りし、アーレン家のあらゆる相続を放棄していることからも、ありありと示されていた。


彼が悪人を演じていた頃のほうが、物理的に距離が近かった。


だからか、気持ちが通じ合っても実感がわかない。


手を繋ぐことも、今は完全にない。


「えー、それじゃあロベルト、犬みたい！」


「まぁ、そんな感じだ」


ロベルトさんは、簡単に肯定してしまう。「人に犬みたいなんて言っちゃダメです」と注意すれば、子供は素直に頷いた。


「ロベルトさんも、犬じゃないですからね」


「すまない……」


そのすまないは、人に犬と言った子供を注意しなかったこと、なんだと思う。


彼の自己否定は、幼少期から呪いをかけられた結果だ。だからその呪いを解かなくてはいけない。


解呪は、簡単なことじゃない。


それでもなお、早く解けてほしい。


私はロベルトさんを見つめる。紫色の瞳は、どこか心ここにあらずだ。どうかこの言葉が届いてほしいと、願いながら口にする。


「貴方は、人間です。それも素晴らしい人です」


「ありがとう」


彼は微笑むけれど、どこか無理をしているように見えた。


もっと頼ってほしい。支えたい。


でも、私が頼りないのかもしれない。なら、もっと頼れるところを見せていこう。


「なにロベルト～へんな顔～！」


子供たちははしゃぎながら、また彼に向かって飛びついていく。


私は、これからも頑張って彼を支えていきたいと強く思いながら、彼と一緒に子供たちを窘めた。






私が頼られる人間になろう。


彼の傷を再認識し、そう覚悟を改めたのも束の間、ロベルトさんは物理的な傷が目立つようになった。


「どうしたんですか、それ……」


「なんでもないんだ。ちょっと、散歩していたら……木の枝に引っかかってしまってな」


屋敷の玄関ホールへ降りていくと、ロベルトさんがこそこそと廊下を歩いているのを見つけた。彼の袖はざっくりと切れていて、血は出ていないものの、痛ましいシャツの惨状は彼の身に何かあったことを物語っている。


そして何より恐ろしいのは、初めてじゃないことだ。


孤児院から帰って、一週間ほどたった頃から始まった彼の「なんでもない」は、もう両手で数えることが出来なくなった。


「いま、縫いましょうか……」


そして外に意識が向いているらしい彼の手を掴む。


いつも彼は屋敷の敷地内で傷を作る。外で様子をうかがっていても、たちまち姿を消してしまっていた。


「でも」


「すぐ、終わりますから」


私は強引に彼を自室へと招き入れる。


椅子に座ってもらって、裁縫箱を取り出した。すぐ終わると言ってしまった以上、彼には服を着てもらったまま、私は袖のあたりがざっくりと切れたワイシャツに、針で糸を通していく。彼はおそるおそる腕を浮かせていた。


縫い目が見えないように気を付けながら針を通しつつ、問いかける。


「最近、運動か何かをされているのですか？」


「そんなところだ」


ワイシャツが切れる運動なんて、ない気がする。これ以上は「なんでもない」では済ませられない。


「それはどんな運動か、聞いてもいいですか？」


「大丈夫だ。別に君が心配するようなことは何もしていない。安心してほしい」


侵入経路を断つような返事に、私は「よかったです」と形ばかりの相槌をうった。


何もよくない。


けれど、ロベルトさんは私に追及されることを避けたいらしく、「もう冬も終わるな」なんて話題を変えてしまった。


「でも、まだまだ冷える。身体を冷やさないようにしてくれ」


「はい。ありがとうございます……」


返事をしながら、ワイシャツを縫い終わってしまったことに気付いた。


きちんと修繕するために縫い始めたのに、完成したことがもどかしい。


「ありがとう。手は怪我してないか？」


ロベルトさんはさっと立ち上がりながら、指先を確認してくる。


久しぶりに触れられた手に、驚いてしまった。


前はよく知っていたはずの手が、新鮮に感じてしまった。


思わず触れられた手を握ると、彼はぱっと離してくる。そうしてこちらに背を向けてしまった。


「今日は本当にありがとう」


「いえ……」


「じゃあ行ってくる」


追いかけようか迷うけれど、踏み込まれたくないことを追及されたら困るかと、足を止めた。


誰かほかの人に様子を聞いたほうがいいのか。もしかして本人に聞いたほうがいいのか。どっちが彼の救いになるんだろう。


私はじっと考えながら、去りゆく彼を見送った。






ロベルトさんとどことなく距離が出来たまま、冬が終わろうとしている。


メロやスティーブさんにそれとなく聞いてはいるものの、彼は鍛錬をしているだけで危ないことはないと、詳しい情報は得られない。


ならば調査してみようと物陰から様子をうかがってみたものの、途中で姿が見えなくなることが続いた。


「すまない。しばらく休日は空ける。でも何か用事があったら、すぐ言ってほしい」


まだ空も明るくなっていないというのに、ロベルトさんはランズデー先生を伴い足早に屋敷を出ようとする。


「どちらへ……」


「ごめんね。今ちょっと遠いところに出張診療を始めてさ、急ぐね」


ランズデー先生が労わるように笑うけれど、すっとロベルトさんは私から顔を逸らし、行ってしまった。


ぱたんと閉じられた扉を前に、私は立ち尽くす。


もしかせずとも、避けられている。でも最近は、彼はずっと疲れた様子で、夜もすぐに寝てしまっている。会うのは夕食くらいだけど、彼はどこか心ここにあらずだった。


一方の私はといえば、アーレン家の当主としての仕事もあり、こちらもこちらで忙しい。たまに私の仕事もロベルトさんが手伝ってくれて、申し訳ないと思う半面私も彼を助けたいのにな、と複雑な感情も抱いてしまう。


そうしてずるずると時が流れているわけだけど、気持ちは切り替えていかなきゃいけない。


「これは処分、これは処分しない。これは処分したい。これは処分……」


暗い気持ちで屋敷の廊下を引き返していると、空き部屋で庭師のフォレストが、門番のトーマスと一緒に郵便物の仕分けをしていた。


「お疲れ様です」


二人に声をかけると、彼らは「お疲れ様です！」と手を振ってくれた。近づいていけば、彼らの持っていた手紙の宛名に目が行く。


「あれ、それ私宛ですか……？」


彼らの持っていた手紙はすべて未開封であるけれど、処分とされている箱に入れられようとしている。


「ああ。これはお嬢様への恋文なので捨ててもいいものです」


「えぇ……も、もう結婚するんですよ」


既婚である私宛に恋文が来ることは、にわかに信じがたい。つい怪訝な顔をしてしまうと、フォレストは「ダメですよ！」と指をさしてきた。


「結婚してるかなんて関係ない人間だから、こうして恋文を送ってくるのです。そして返信したら最後、屋敷に乗り込んできますよ！　なので無視が一番です。無礼者に情けをかけることは、礼節とは違います。不用心です。なのでぽいです」


フォレストはそのまま暖炉に手紙をくべてしまった。唖然としていると、トーマスが私の肩をたたく。


「御嬢様！　フォレストの言う通りだよ！　人間は感情的な生き物なんだから！　そうやって隙見せてたらお嬢様なんてシュッ、パク、サッですよ」


「シュッパクサッ……？」


「トーマスが言いたいのは、手を出されるということです。男女問わずお嬢様に恋愛感情を抱いて手を出さない人間なんていません！　俺たちだけです！　肉欲的な恋愛感情のさらにその上、崇高で高尚で神聖な愛をもって御嬢様と接しているのは、我々使用人たちのみです！　我々だけが御嬢様を守ることが出来るのです──」


思えば、ロベルトさんとは何もない。


彼は私に触れようとしてこない。彼が悪人になろうとしていた頃はよく手を握っていた。彼にとって、想いが一方通行の状態でそれをするということが悪人の行動だ。


でも今は、想いが通じ合っている……はず。


もしかして通じ合っていない……？


でも、好きだと言われた。


あの時点では想いが通じ合って、今が違う……？


そう思い立ったとき、霧が晴れたような気がした。ロベルトさんの不可解な行動も、納得がいく。


「御嬢様？」


二人に声をかけられ、ハッとする。私は慌てて「なんでもないです」と首を横に振った。


「ちょっと、父のところへ行くので、失礼いたします」


不安そうな顔を向けてくる二人に、心を痛めながら私はその場を後にする。


ロベルトさんは自分が悪役になることで、彼の言う「王子様」が現れることを願っていた。自分の幸せを捨ててまで、彼は私に恩を返そうとした。もともと、彼は私の命の恩人であるのに。


もしかしたら、ロベルトさんは今までの私への感情は、善意であり恋愛感情ではなかった……と、気付いたのかもしれない。


彼はなんでも重く受け止めすぎるふしがある。学園を自主退学しようとしていたことだってあった。


結婚も迫り自分を見つめなおしているのでは……。


マリッジブルーということもあるし、思い当たる可能性は尽きない。


結婚式の日取りは、まだこの日だと確定したわけではない。


彼に延期もできるということを伝えておいたほうがいい。きっと結婚が終わりではないし、私と彼が寿命で死ぬと仮定するとまだ六十年以上の人生がある。


私は父の部屋へ向かうため、廊下を進んでいく。その間に、ロベルトさんの部屋の前を通った。


ロベルトさんは改装した客間を使っているため、私の部屋と彼の部屋の距離はやや遠い。よって結婚したら、私の部屋を改装して夫婦の部屋とする方向で話がまとまっている。


でも、恋愛的な結婚ではなくあくまでパートナー的な方向性を彼が望んでいるのであれば、別室のほうがいいかもしれない。


もしかしたら入籍なしの事実婚や、私と彼が別の将来を歩むときに問題が起きないようにする形式など、念頭に入れておかなくては。


ちゃんとロベルトさんが自分の道を、好きなように歩けるように。






もしかしたら結婚の予定を調整するかもしれないと伝えると、父もロベルトさんの忙しさを気に病んでいた様子で、二人の身体が一番だからねと了承をもらった。


最近ロベルトさんはずっと忙しくしているし、眠っている感じもしない。


父に了承を得てからも私は彼の時間が空くのを窺っていた。そうしてようやく彼と話が出来ることになったのは、父と話をして三日後の夕方のことだった。


「ロベルトさん、いますか」


扉にノックをすると、返事の声が返ってきた。私は以前まで感じていなかった緊張を持ちながら部屋へと入る。中は整頓されていて、特に変わったことはない。


でも、不思議なほどに物の位置も何もかもが、変わりなかった。几帳面な性格といえども、人が住んでいればある程度物の位置も変わってくるだろう。


でもなんとなく、生活感がない。この部屋でロベルトさんは眠っているのだろうか。


「何かあったか？」


彼はやや疲れた様子を見せながら、私を部屋の中へ招き入れる。心なしか目の下にうっすらとクマもあった。タイミングが良くなかったかもしれないと思いつつ、私は話を切り出した。


「ちょっと、話があって」


「話？」


「えっと、結婚式の日取り、遅らせませんか？　まだ招待状もだしていませんし、今なら間に合うと思うんです」


「なぜ」


即座に返され、視線を上げる。彼は淡々としていて、私の真意を問う瞳をしていた。


「えっと、式の準備に追われて、今限界を超えた忙しさになっているんじゃないかって……。それに入籍も急ぐことはないと思うんです。結婚生活も長いものになるとは思いますし、今焦ることなく……ロベルトさんのお身体も、心配ですし」


「俺は別にどこも悪くない」


はっきりとした物言いに、ふと彼を見舞いに行った日を思い出す。


状況も何もかも異なっているのに、注がれる視線に似た危うさを感じて、何を言っていいかわからなくなる。


「えっと、でも、こう、無理にすすめることではないと言いますか、いろいろ結婚にも形式があるようですし、模索していくのも悪くはな──」


「それより」


今まで、ロベルトさんが人の言葉を遮ったことなんて、一度もなかった。誰の話でも、どんな話でも彼は相槌をうっていた。


「今から、ちょっと散歩でもしないか？」


「今から……ですか？」


窓から見える空の景色は、橙から紺青へと、姿を変えようとしているところだった。散歩をするには、少し遅い気もする。


「いいだろう。最近忙しくて、話す機会も減ってしまっていた。ゆっくり話をしよう」


もしかして、別れ話……それかパートナーとして友好的にやっていこうという意思確認かもしれない。私は覚悟を決めながら頷いた。


「ぜひ」


微笑むと、彼は「よかった」と、医者として使用している鞄を手に取った。これから診療に行くわけでもないのに、どうして持っていこうとするのだろう。


「そのかばんは……？」


「いざという時、持ってないと困るからな。さ、行こう。もう暗くなってしまう」


ロベルトさんはさっと執事のように扉を開いてしまう。本当は、普通に、一緒に出たい。尽くされる形ではなくて。


私は一かけらのさみしさを感じながら、部屋を出た。






少し散歩をしよう。


その言葉に反して、屋敷を出て辿り着いたのは、アーレン家からかなり離れた森だった。


屋台が多く並ぶ通りの先、細い路地がいくつも混在し、古書店や古いレコードなどを売る店でひしめきあっている露店街を抜けた先、枯れた枝が地面に散乱するこの土地は、アーレン家から遠く離れている。決して散歩で使う経路ではない。


でも、彼は何か目的がある様子で、私の手を取りすっと進んでいく。


「あの、そろそろ戻りませんか。屋敷のみなさん、心配されるかと……」


「大丈夫だ。君と少し長く話をすると、ランズデー医師に伝えている」


「でも、なんだかどんどん道が暗くなって……」


ロベルトさんは、街灯の少ないほうへどんどん進んで行ってしまう。


屋台でにぎわう大通りも、読書家が集う古書店も、もう小さな光の点としか感じられない。


「暗いところを目指しているからな。まるで、君を捨てに行くみたいだ。事実は全く逆だというのに」


冷ややかな声に、はっと息をのんだ。彼はこちらに振り返らないまま、どんどん進んでいく。


やがて彼は、日が一切差し込まない、高い木々に覆われた暗がりの前で足を止めた。


「俺は、アーレン家に関する資産の放棄を申し入れた。万が一にでも、ワイズに流れることはあってはならないからだ。しかし、君の夫の座まで放棄すると申し出た覚えはない」


ゆっくりと振り返る彼の表情が、暗がりに隠れて見えない。


「あの、私が、ロベルトさんを捨てるって」


事実は全く逆という彼の言葉の意味は、一体どういうことだ。問いかけると、「君が一番詳しいだろう」と、穏やかな声が返ってくる。


「婚約をずらしたい。結婚の形にこだわらない。恋愛の接触は控えてもいい……優しい君の別れの言葉と解釈するには、十分すぎるだろう」


雲がゆっくりと動いていき、それまで闇に隠されていたロベルトさんの表情があらわになる。彼は、悲痛な面持ちで、私を見つめていた。


「悪いが、もう手遅れだ。君は俺を買ってくれていたが、俺はそんな人間じゃない。今からそれを知ってもらう。すまない」


ロベルトさんの手が、肩にかかった。性急なキスが降ってきて、呼吸がままならなくなる。


「君を、愛してしまっている。想いが消せないんだ。君を幸せにしたい。俺なんかがつり合わないのは分かっている。でも君が離せない。夫婦になろう。俺は君に何でもする。君が望む何にでもなろう。だから、拒絶しないでくれ。俺を受け入れてくれないか。幸せにする。幸せになろう。幸せにしてくれ」


ロベルトさんは、私の服に手をかけはじめた。可愛いと、とろけた瞳で愛を囁かれ、つい身体の力が抜けそうになるけれど、私は慌てて彼を止める。


「ま、待ってください。お別れの話をするんじゃないんですか？」


「俺はもう君から離れることなんてできない」


「で、でも、さ、避けたりとかしていたじゃないですか」


「君がほしくて気が立っていたからな。あんなに我慢していたのが馬鹿らしいくらいだった。俺は馬鹿だ。結局こうして、全部壊す。君の優しさに報えない。最低だ。なのに、好きなんだ。君が。隣に、いたい……逃げないでくれ……」


想いを吐き捨てながら、ロベルトさんは私の服に手を滑り込ませてくる。ゆっくりと押し倒され、彼は愛おしそうに私の頬を撫でながら、目を細める。


「愛している。君が、もう俺に興味なんてなくなっても……俺はずっと君のことを想っている。俺の心は、君に在る……」


ロベルトさんは、泣きながら私を抱きしめる。抱きしめながら、何かに追われるように私を乱そうとしてくる。


「まっ、待って、待ってください！」


「君は優しいから、きっと俺を受け入れれば、手放そうなんて気持ちにはならなくなる。だから待たない、家族になろう？」


そういって額に落とされたキスは優しいものだったけれど、私の手首を掴む腕は強く、瞳からはぼたぼたと滴が落ちてくる。


壮絶な色香を纏いながらも瞳はどこか胡乱で、昏い。


「好きだ。ずっと好きだった。これからも変わらない。永遠なんだ。君を好きなことがやめられない。すまない。同情でも何でもいい。一緒にいてくれ」


「手放すなんて、それは、逆では……だって私は、ろ、ロベルトさんがきょ、距離を取ってきて、足かせにならないようにと──！」


私は大きな声で否定をした。外だけど、今はそれどころではない。私の肌に触れようとしていたロベルトさんが手を止めた。


「足かせ？」


大声の効果があったのか、じっと私を見下ろすその目は、先ほどより冷静に見える。


「私は……ロベルトさんが、こう、結婚に前向きではないのかなとか、距離が離れていって、もしかして私を好きではないのかもしれないと思い始めて……罪悪感や責任感で結婚してくれようとしているなら、こう、お別れをしたり、結婚以外での関係性でロベルトさんに協力できたらと……」


「俺が結婚に前向きじゃないわけないだろう……？　むしろ、君に怯えられないよう、抑えていたくらいなのに……？」


ロベルトさんは信じられないものを見るようにしながら絶句した。


私に怯えられないように……？


「で、でも、何かと私を避けていたのは……」


「あれは君に、触れないようにだ。俺は、堪え性がないから……」


「そんな……」


私も驚いて、言葉を失う。ロベルトさんに堪え性がない？　彼はいつだって節制していた。本能のままに生きるとは真逆の人だった。


「君に、言えるはずがない。触ると襲いそうになるからなんて。怖がらせたくないし、もし仮に大丈夫だったとしても、君は優しいから我慢をして、受け入れるんじゃないかと思った。だから余計、何も言えなくて……すまない。俺がすべて悪い」


ロベルトさんは、私を抱き起す。向かい合うように座って、彼は頭を下げた。


「ロベルトさん……」


「不安な思いを、させた。そんなに俺の存在を気にしてくれるなんて、思ってなかった。俺の想いが一方的で、俺から距離を離しているほうが丁度いいくらいかなと……考えていた」


「そんなこと、ないです。私はロベルトさんのこと、すごく……その、気になっています」


「ありがとう」


ロベルトさんは切なげに私を見た。でも、ひとつ気になることがある。彼は私を避けていたと言っていたけど、それは使用人のみんなも協力していた、ということだろうか。


「あの、じゃあ度々されていた怪我は、一体……」


問いかけると彼は気まずそうに視線を落とした。慌てて「聞かれたくないことなら大丈夫です」と続ける。


「あの、話したくないことだったら、全然。ただ危険なことだったらやめてほしいというか、私はその、ロベルトさんに傷ついてほしくない気持ちがあって……」


「……戦闘について、君の庭師や侍女に教わっていた」


暗い声音に、思わず顔を上げる。戦闘を、フォレストやメロに教わっていた？


確かにフォレストは剣術に秀でているし、メロも言わずもがな。でも……。


「どうして、突然」


「俺は体力がない。もし君が襲われたとき、時間稼ぎにもなれないんじゃないかと思う。だから強くなりたかった。早く、早く強くなりたくて、君の使用人たちに俺を限界まで追い込んでほしいと頼んでいた。その半面、今まで荒々しいことに慣れていなかったせいか、殺気立つというか……」


彼は気まずそうに俯いた。手のひらを握りしめ、頬を染める。


「じ、実戦訓練をした後に君を視界に入れると、君にどうしようもなく触れたくなった。死ぬ前に命を繋ぐ、俺の身勝手な反応で君を傷つけたくない、俺の邪悪な欲求から君を守ろうと……」


なんとなく、意味を理解した。私はいたたまれない気持ちになって、同じように俯く。


「な、なるほど……」


「でも、俺は、かっこつけたかっただけだと思う。隠れて強くなって、君によく思われたかった。弱いところをみせて幻滅されたくなかった。まったく、成長がない。俺は……君に、気にしてもらっていたのに」


じっと、静かな紫色の瞳に見つめられる。


この間まで、全然きちんと見ていられなかったからか、私が彼を好きだからか、世界で一番美しい色だと思う。私は吸い寄せられるように、ロベルトさんへと手を伸ばす。彼は、私を見た。


「君が俺を好む気持ちは、きっと美しいものだと思う。でも俺のほうが、君が好きで、愛していて──醜い」


「そんなことないです。ロベルトさんは、醜くなんてない」


「前は、君がそう言うなら、そうだと思うようにしていた。でも心のどこかで、いつか幻滅されると覚悟していた。別れがくるときがあったら、きちんと君を送り出せる人間になれたらと……でも、今日よくわかった。俺は君を手放せない。取り繕うのはやめる」


切実な告白に、胸の奥が痛いほど締め付けられた。私も、同じ気持ちだった。別れが来る時があったら、ちゃんとしようと。そればかり考えていた。


「君が逃げたら、追う。どこまでも追いかけて、捕まえる。嫌がられても、君から離れない。だから、そうならないよう努力しながら、君の好意から目を背けず、逃げないようにする」


「ロベルトさん……」


彼は、ぎゅっと私の手を握った。先ほどのような性急さがない確かな繋がりを求める力で、私は彼の気持ちに応えるために、その手を握りかえす。


「私は、貴方が好きです」


「ミスティア嬢……いや、ミスティア…………ずっと触れたかった。ずっとだ。君が俺の隣にいると、実感がほしかった。ああ、俺はいま、君を抱きしめているんだな……」


抱きしめられながら、私は何度もうなずく。


「私は、貴方のものですよ」


「ああ。俺も君のものだから、交換だな」


彼はわずかに私から身体を離して、熱っぽい瞳で見つめてくる。唇が近づいてきて、私は目を閉じた。


「愛している。ミスティア」


やがて唇が重なって、深いものへと変わっていく。私はせいいっぱい応えながら、彼の背中に手を回した。






ロベルトさんと想いを再確認した日、そのまま私は彼と父のもとへ行き、お互いの認識に齟齬があったことを報告した。父は自分もそんな時代があったなぁなんて話をしながら、泣いた。


それから、雪が解けた頃。私たちは結婚式直前、泊りがけの夜会の招待を受けた。宿屋を一棟丸々貸し切った豪華なものだ。結婚前、夫婦になる最後の夜会といえど、特にいつも通り滞りなく挨拶を済ませ、私たちはそれぞれ、他の招待客のひとたちと歓談しながら過ごしていた。


「では、ロベルトさんは領地経営の傍ら医師としても仕事を？」


「領地経営をする妻を支えながら、ですね。俺はあくまで経営は手伝いです」


いまロベルトさんが話をしているのは、遠い領地に住む伯爵たちだ。男同士で話をしようとロベルトさんが誘われ、私はそっと遠くに離れて過ごしている。


「ロベルトさん、医学に経営と努めることはご立派ですが、少しは休息の時間も必要なのではないですか？　狩りをしたり……まだお若いのですから、多様な止まり木で羽を休めたいでしょう？」


「まったく。俺は妻が隣にいさえすればいいですし、正直……他の女性の魅力が分かりません。それに俺がほかの女性のところに行けば、妻が悲しみますから」


ロベルトさんはあっけらかんとそう言い放つ。彼を囲んでいた令息たちは面食らった顔をした。


その様子を見て、ほかの招待客たちがひそひそ話を始める。


「見たところアーレン嬢争奪戦に惨敗した八つ当たりというところだが……今回は完全にしてやられたな」


「ああ。夫人も、淡泊そうだがそうではないらしいな」


八つ当たり。今回はということは、前もされたことがあるのだろうか。不安げにロベルトさんへ視線を向けると、彼はこちらにやってきた。


「ミスティア、どうして俺から離れる？」


「男性たちでお話をされるのかと思いまして──」


「君が邪魔になるわけないだろう。君が視界から消えただけで、呼吸すらままならないのに」


ロベルトさんは私の額に口づけた。「素敵」なんて、女性の招待客から黄色い声が飛ぶ。


最近彼は、前にもましてかっこよくなった、素敵になったと言われている。影がある感じがいいとか、ミステリアスだとか、低く落ち着いた声で口説かれたいなんて──あけすけな声がこちらにも届くほど、注目の的らしい。


「そろそろ部屋に戻ろう。無粋な人間たちが君を見ている」


なのに彼は、自分の評判を理解していないのか、そわそわと周囲を見回す。


「もう入籍したわけですし、それに注目を浴びているのはロベルトさんですよ」


「結婚しているかなんて関係ないだろう。俺を殺せば君は独り身になるんだから」


「そこまでは」


「そこまでするに決まっているだろう。君は魅力的なんだ。俺すら受け入れてみせる心の広さ、自分より年上の人間にも立ち向かう勇敢さは、伝聞での知識ですら惹かれるものだ。こうして俺の色を身に纏っても、牽制になんてならないくらいに」


ロベルトさんがそっと私の手首に触れる。彼にもらったアメジストの腕飾りのほかに、今日は彼の瞳の色と同じドレスを身に纏っている。今日身に着けている何もかもが、彼の選んだものだ。


「二人きりになりたい……」


熱っぽい吐息交じりに囁かれ、ロベルトさんの正気を疑った。


前はもう、「健全」「潔癖」「不純異性交遊反対」みたいな印象のはずだったのに。なんなんだ彼は。


「なぜ顔を逸らす」


さすがに恐ろしく性的だからとは言えない。悪意があるならまだしも、本人に他意はないようで、だからこそ手に負えない。


「ちょっと、離席しましょうか」


「ありがとう」


すす……と気配を消しながら退場しようとすると、彼は柔らかく微笑みながら私の手を取った。


なんなんだ彼は。本当に。手慣れているじゃないか。どうしたらいいんだ。よく「甘い微笑み」なんて言うけれど、「これ！　これが！　砂糖！　砂糖です！」と砂糖をざぶざぶかけられているような気持ちになる。


「手を繋がないか？」


苦しみを抱えながら客室の廊下を進む間にも、彼は指を絡めてきて心の容量がおかしくなる。俯いていると、不満げな声が飛んできた。


「どうして俺の顔を見ないんだ？」


「命の危険を感じるからです」


さすがに視線を逸らし続けるのは良くないかと、彼へ顔を向けた。その瞬間、視界がふっと暗くなる。唇に柔らかい感触がして、酩酊しそうなほどのクロッカスの香りに包まれた。


「すまない。照れてる君を見ていたら、つい」


「……へ、部屋に戻ります」


私はさっと足を速める。こんな、いつ誰が来るかもわからないところでどうかしている。あの真面目で、法律が歩いているような清廉さを持った彼はどこへ行ってしまったんだ。


「最近……その、大胆ですね」


部屋の鍵を開けながら、非難まじりに呟く。こんなことばかりされていては身が持たない。本当にいつか死ぬ。しかし彼は困り顔だ。


「俺に自由に、ありのままであれと望んだのは君だろう？」


「でも前はおそらく、いや確実にあんな、誰が来るかもわからない廊下でキスなんてしなかったはずです」


中に入りながら、私は過去を思い返す。元気になってほしいと思ったし、自己主張はどんどんしてほしいと願っていた。でもまさか、こんな風に変わるとは。


ばたん、と戸が閉まる音がすると同時に、頬へ筋肉質な手が触れた。目を見開くと同時に紫色のきらきらとした瞳が間近に迫る。


「いや、元から俺は、こうだったんだと思う。取り繕って、なんとか正しく在ろうと偽り続けてきた化けの皮を、君が剥がしただけに過ぎない」


「そ、そんなわけは……」


「ある。今まで俺は誰にもこんな気持ちは抱かなかった。興味がなかったんだ。すべて無理やり奪ってしまいたいと思うのは君だけだ」


口づけで証明するみたいに、何度も何度も唇が重ねられる。思わず身を引くと、彼は目を細めた。


「怖いか？」


「いえ……ただ、その、あんまりその、性的なのは得意ではないと言いますか……」


話をしている途中で、自分は何を言っているんだという気持ちになる。


「奇遇だ。俺も不慣れな分野だ。以前は憎んでいたくらいだしな」


「え、えぇ……？」


「全部君に教えられている。すべてが初めてだ」


ロベルトさんは、私の胸のあたりを指さした。そしてゆっくり口角を上げる。


「心のままに動くだけでいい。思ったことを口に出して、ただただ俺を愛してくれ。俺は君に与えられるものすべてが愛おしい」


そう言うけれど、ロベルトさんの行動に、心のぜんぶが乱される。


「俺のことが、好きか？」


「好きです……」


「ありがとう。俺も君が好きだ。愛している。君の前でだけ、俺はありのままの俺になる。愛してる」


ぎゅっと力強く抱きしめられ、キスが降ってくる。私は不器用な人ではなく、とても上手な人の隣にいることを願ってしまったのかもしれない。


私はロベルトさんの愛に翻弄されながらも、彼の背中に手をまわした。







愛因


ＳＩＤＥ：Ｒｏｂｅｒｔ






「そろそろ、式が始まりますね」


晴れ渡った青空ののぞく窓辺で、純白のウェディングドレスに身を包んだ俺の愛しい人が振り返る。同じように真っ白な衣装に身を包んだ俺は、そっと彼女に近づいた。


「やっとこの日が来たんだな」


「はい。なんだか瞬く間に過ぎてしまった日々でした」


過去を追想するように目を細める横顔に、そっと手を伸ばす。俺の意図を察したらしいミスティアは、すっと俺から距離を取った。


「だ、駄目ですよ。誓いのキスもあるんですから。それに今日は紅をひいていますし、う、うつっちゃいますよ」


「いいんじゃないか？　俺は血色が悪いほうだから、君からおすそ分けをもらうくらいがちょうどいいかもしれない」


「おすそ分けって……」


俺の言葉に彼女はあきれ顔だ。でも、両思いで、今日式を挙げることが幸せすぎて、どうしてもミスティアとずっと一緒だということを実感したい。それに今朝は結婚式当日だからとばたばたして、ろくに触れてもいない。


「駄目か？」


「……」


「本当に、駄目？」


じっと食い入るように見つめると、ミスティアは俺から視線を逸らしてしまう。最近、彼女は俺を好きだと思ったり照れたりすると、視線を逸らすということがようやくわかってきた。


前まで拒絶されていると思っていた仕草が、この上なく好意的な反応であったことに、どうしようもなく心がかき乱される。


「ミスティア、君に触れて幸せを実感させてくれ」


ずるずると後退を始めたミスティアが、これ以上逃げることがないよう手を掴む。レースの編み手袋越しの温度は熱くて、そっとキスを落とせば釣り上げた魚のように手がはねた。


「式の前に情緒を狂わせないでください」


「俺はもう狂ってる。だから君も存分に狂ってくれて構わない」


「貴方ってひとは──！」


彼女の隙を感じて、そのまま口づけを落とす。ずっと不足していたからか、一度じゃ足りない。何度も重ねて唇を離すと、彼女は「あぁ……」と、困り顔をした。


「紅がついてますよ……今拭きますから……」


「このままで出たいくらいだけどな」


「正気じゃないです」


ミスティアは一生懸命俺の唇をハンカチで拭う。「これで良し」と、彼女は安堵した後、そばにあった鏡の前に立った。


「こっちは大丈夫そうですね」


熱心に自分の唇を確認する仕草や、真剣なまなざしに、焦がれる。本当は、誰にも見せたくない。二人きりで挙式をしたいなんて身勝手な思いに駆られるし、十年後の記念日は二人きりで挙式がしたい。する。


「俺は大丈夫じゃない」


だから今だけは、彼女を独り占めしたい。後ろから抱きしめると、彼女は何かを察したのか、俺の腕をなでる。


「別にキスしないのは、式でおかしなことにならないためで、貴方としたくないわけじゃないですよ」


どうやらミスティアは俺がキスのことですねていると勘違いしているらしい。でも否定はしない。彼女の心が聞けてうれしいし、二人きりで式をしたいと言って困らせたくないから、そう思われてたほうがいい。


「そうなのか？　てっきり、キスのし過ぎで嫌がられたのかと」


「時と場所さえ正しければ、何回でも大丈夫ですよ」


「ありがとう」


ミスティアを抱きしめる力を強くする。薔薇の香りと彼女自身の優しい香りが混ざって、安心した。もうこのまま彼女の皮膚と自分の皮膚を縫い付けて、二度と離れずに済むようにしたい。


祈りながらミスティアの身を腕の中に閉じ込めていれば、控えめなノックの音が響いた。どうやらもう時間らしい。


「そろそろですね」


「ああ。移動しなくてはいけないな」


新郎は神父の前に立ち、花嫁の入場を待たなくてはいけない。だからそれまでの間、お別れだ。名残惜しさに引きずられないよう、俺は最後にぎゅっとミスティアを抱きしめる。


「じゃあ、行ってくる」


「はい。私もすぐ行きます」


ミスティアの声に微笑んで、俺は彼女のいる部屋を出た。開放的な硝子天井から陽の光が差し込み輝く廊下は、まるで今日の俺と彼女を祝福しているようだ。


ミスティアを、幸せにする。ほかならぬ俺が。


俺は固い決意を胸に、一歩ずつ前へ進んだのだった。






瞼の裏に強い日差しを感じて、気だるげに右腕を伸ばす。そばに置いたはずの眼鏡を手探りで見つけると、鮮明になった視界に呆れてしまった。


もう昼にさしかかっている。寝すぎたわりに、いい花の香りがするせいか気分は悪くない。


ミスティア嬢はもう起きてしまったのかと考えてから、妙に左腕が不自由なこと、ベッドが柔らかすぎること、そして昨晩の記憶がよみがえり、ざぁっと全身の体温が抜け落ちる。


「ミスティア……」







    
  
  




俺は、ミスティアを抱きしめながら寝ていた。


寝返りすらうてないようきつく抱きしめ、完全に押しつぶしているとしか言えない状態だ。慌てて様子をうかがえば、彼女は静かに眠りに落ちている。


「ベッドが柔らかいから、大丈夫か……？」


ほんの少し、枕のそばを押してみる。反発を感じない手ごたえに安堵しながら、彼女に負担をかけないよう起き上がる。


少しのぞいて見てみるとだらりと伸びた白い腕や背中すら、夥しい量の口づけの痕跡がある。ほんのり赤いどころか紫がかっていて、首筋には歯形すらあった。労わるようになぞった後、彼女から許しを得た時を思い出して、薄暗い充足感に浸る。


口づけを誰かとするなんて、自分の人生でないと思っていた。肉欲に支配された人間なんて、等しく死ねばいいと思っていた。


妹の持っていた小説を何気なく読んで、口づけの場面を見たときですら、嫌悪を覚えた。


そんな行動をして、何になるのかわからない。汚い。


意味のない行動は好きではない。血を繋ぐことにも関係ないのに、わざわざ口づけをするなんて何がしたいんだろう。


なのに、ミスティアに好きだと言われた日、俺は彼女に触れたくて仕方なくなった。優しさに触れるたびに、彼女を感じたいと思う。手を繋いで、抱きしめて、それでもなお満たされなくて、キスをするのだと知った。


好きだと、ずっと伝えたい。愛しているというこの気持ちを、知ってもらいたい。


一方的な好意に、苛まれる。彼女に気持ちをもらったと言えど、俺の感情と彼女の感情には明確な差異があった。彼女は俺に愛情を向けてくれるけれど、俺は執着も交ざってしまっている。


さらに、恐ろしかったのは、今まで肉体的な接触を嫌悪していたからか、ミスティアを見るたびに手を繋ぎたくなって、頬に触れたくて、口づけをしたくて、どうしようもなくなったことだ。


ミスティアは、俺を赦し続けてきた。もし俺が彼女へ襲い掛かって、彼女が泣く泣く俺を赦すことになったら、それこそ世界の終わりだ。だから、距離を取った。俺の感情は伝わりすぎる。理性なんてないも同然だから、俺がすこし離れているほうが、彼女に負担をかけずに済むと思っていた。


でも、それは俺の勝手な想像に過ぎなかった。


「愛してる」


乱れた黒髪を整えて、朝の口づけを落とす。


ベッドを抜け出し洗面台で水を汲んでベッドに戻ると、俺は眠るミスティアの隣に座った。


びっしょりと汗を吸った寝衣を脱がせた彼女の身体を、濡らした布で拭っていく。


体温が高い俺のせいで、寝苦しい思いをさせてしまった。ミスティアも体温が高いから、よけい暑かったはずなのに。


今度は、氷水を浴びてから彼女と眠ろうか。火照ってより彼女に不快な思いをさせたらどうしよう。


華奢な足首を掴み、彼女の汗を布で拭う。足首も、太股も、何もかもが細い。


一緒に海に行ったときはなるべく見ないようにしていたけれど、その時だって細さが気になった。


ドレスの採寸の時に盗み聞いた話だと、胸は平均より高い数値を持っているらしいが、腰は下回っているらしい。


骨に負担がかからないか心配になる。


本当は毎日抱き上げて運んだっていい。骨や筋力の不安なんて一切いらないようにしたい。


俺のすべてで彼女に尽くしたい。彼女の骨の一部になって、支えられる存在になりたい。


筋肉をつけさせるかと、腰に触れる。くびれるどころか薄いという表現が正しい様子に、より不安が強くなった。


筋肉どころか、食事も足りないのでは……。運動で筋肉をつけつつ、食事をさせよう。


けれど前にミスティアに話をした「この屋敷で習っている運動」は、人の命を奪うものだ。


それだけは、言えない。正直でありたいけど、それだけは、一生隠し通す。


「すまない。でも、愛してるんだ」


孤児院を出てすぐ、彼女を守るために、俺は護身術について執事長に訊ねた。アーレン家には、専属侍女、庭師、御者と護衛を兼任している者がいるけれど、誰に頼むにしろ、使用人を束ねる執事長に断りを入れるべきだと思ったからだ。


そして、そこで俺は覚悟を問われた。ミスティアのために、人を殺すことが出来るかと。


ミスティアの為に、死ぬことはできる。誰かを殺すことは、俺の夢に背いた行動だ。


出来るかどうかは、分からない。まともに戦うことすら出来ないのに、誰かの命を奪うことは不可能に感じた。


でも、ミスティアを危険に晒す者は、殺したいと思う。


その答えは、ぎりぎり合格だったらしい。俺は執事長、庭師、専属侍女から、人と間合いを取る方法から、自分の気配を消す方法、暗器の使い方の手ほどきを受けた。はじめは御者も加わっていたものの、彼が飽きたことや、「体格に恵まれ、倫理観がない人間向き」とされる戦術は、俺に向いてないと執事長が判断したことで、だいたいその三人から学んでいた。


執事長からは、武器のない荒っぽい対人戦闘、銃の扱い方を。


庭師からは剣術と薬品の使用方法を。


専属侍女からは、暗器の使用方法と暗殺技術を。


特に、専属侍女との実戦訓練は、命にかかわる場面が多かった。専属侍女は「私が御嬢様をお守りするので、時間の無駄かと存じますが」と前置きをしながら、絶対に訓練の手を抜くことはなかった。


ナイフで俺を切り裂こうとしながらも、「そうして捨て身で立ち向かっても、勝てなければ犬死にですよ」と、踏み込みの方向を示す。「御嬢様が悲しむので」と、皮膚を切ることはしなかった。


そうしてミスティアの守り方を教わり、今度は執事長と専属医とともに、実際にミスティアを狙う人間の始末をするようになった。


突如軍事産業から医療事業及び慈善活動に方向転換させたアーレン家の財を狙うものも、妬むものも極めて多い。そして、アーレン家の核であり弱点となりうるミスティアは、何かと攻撃の対象になる。いちいち被害を伝えてしまえば心を病んでしまうほどの危険を、本人にだけは知られないよう、先手を打って消していく。


不思議だったのは、俺が相手をした誰もが、執事長や専属侍女たちには遠く及ばないことだった。訓練と本番を逆で行ったような奇妙さを覚えながら、俺は日々努めていた。


筋肉も少なからずついたし、動きも前の鈍くささは無くなった。効果的だったと思う。


とはいえ、ミスティアに教えられない。なにか、一緒に無害そうなものを始めたほうがいい。海水浴は……浮力で体に負担はかからないが、水の中に長期的にいることは疲れて彼女に負担だ。走ることは、危ない。転んでしまう。となると散歩あたりから始めるのがいいか。でもその前に食事だ。彼女は食べるのが好きなはずだし、ケーキなど甘味も食べている。


肉を食べてもらい続けるのがいいか、それこそ、あの付きまとう鶏たちを……。


腕に、足、背中に臀部や腿と、隅々まで拭って、身体が固まらないようマッサージも施す。そうして寝返りをうたせながら、彼女の食育についても思案していると、ふいに合った視線に俺は手を止めた。


「お、起きてたのか……？」


「おはようございます……」


ミスティアが頬を染めながら、気まずそうにこちらを見ていた。どうしたのかと思えば、「あとは自分でしますので……ありがとうございます」と、恥ずかしそうに俺の手から布を取ろうとする。


「身体が辛いだろう。任せてくれ」


「でも」


「俺にさせてほしい。ずいぶん無理をさせた」


俺は起き上がろうとした彼女を押さえて、今度は首筋から鎖骨を拭っていく。彼女はぎゅっと目を閉じていて、手を小刻みに震わせている。


「寒いのか？」


問いかければ、ミスティアはただ首を横に振った。


「恥ずかしいんです。き、昨日の今日ですし……」


「君に恥ずかしいところなんてひとつもないだろう。寝てたっていいんだ。ちゃんときれいにしておくから」


微笑みかけて、口づけを落とす。彼女は俺を見て、「起きるべきでした」と呟いた。


「なぜだ」


「実は、その、お、お尻のあたりで、起きて、もう、寝て知らなかったふりをしているほうがいいのかなって……」


「君は俺に気遣う必要もないんだ。夫婦だろう？」


「夫婦はこんなことしないと思うんです……」


「まぁこれは俺がしたくてしてることだからな、夫婦の定義とは異なるかもしれないな」


「えっ」


俺の言葉にミスティアはさらに頬を染めた。熱でもあるのか、調べるために額に触れようとすると、さっと顔を背けられる。


「さっきから、いったいどうしたんだ」


「だってさっきから貴方が──」


「全部俺のものなのに？」


俺は自分の顔を隠そうとするミスティアの手首をつかんだ。その手を引き寄せ、俺の頬に触れさせる。


「交換、しただろう？」


「え……」


「君のすべてが俺のもので、俺のすべては君のものであるはずだ。恥ずかしいことはないし、恥ずかしがる時間がもったいない。ただお互いのことを考える時間の過ごし方をしよう」


華奢な手首に、口づける。


あんなにどうにもならないと思った両親ですら、ミスティアは追い返してしまった。迷惑をかけてしまったという俺を、必要だと言った。彼女が俺を好きなら、隣にいよう。彼女が俺を不要とするまで。


かといって、何もしないまま、ミスティアの隣にい続けることも出来なかった。


だから、彼女を守る手段がほしくて、彼女の隣にい続けるために──人の殺し方を知った。


ミスティアを守るためなら、正しさなんてどうでもいい。彼女が俺のすべてだから。


なのに、ミスティアは俺のために離れようとしたり、今日だってこうして恥ずかしがったりする。


俺はこんなにもミスティアのことを愛していて、すべてがほしいのに。


「でも、恥ずかしいものは恥ずかしいというか……と、というかなんでそんなに余裕なんですか。もう私は、余裕の段階で言えばもう、致死量くらいの余裕のなさですよ」


「それは、俺が好きだからか」


「……っ、と、当然ですよ」


「そうか……」


彼女を知らなかった頃は、表情なんてないように思えたのに。俺がわかるようになったのか、それとも俺の前でだけ彼女が特別なのか、表情が鮮やかにはっきりとしていて愛おしい。


「俺も君が好きだ。一緒だな」


絶対離さないし、俺と彼女を引き離す者がいたら、殺してしまえばいい。


前は生かすことに固執していたし、今も医者という仕事を誇りに思う。


けれど俺のすべてはミスティアのもので、ミスティアのすべては余す所なく、すべて俺のものであり、愛し尽くしながら、彼女の愛を享受したい。


彼女に愛されているのだから。


だから、今後万が一身の程知らずが現れれば、教えてやらなければならない。その命をもってして、ミスティアが誰のものであるのかを。


「永遠に、死んでも離さないからな」


掴んでいた手首をそっとミスティアの頭の横にもっていきながら、彼女に覆いかぶさる。視線を逸らされないよう、片手であごをすくった。


「愛してる。君が隣にいてくれるだけで、最高に幸せだ」


ミスティアがもう二度と不安になることがないように。


間違っても俺の愛を曲解しないように。一生伝え続ける。


俺だけの感情を、偽ることなく、そのままに。
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クラウス・セントリックには、幼いころからの夢があった。


ひとつは、自分の人生を満足いくまで、最大限に楽しむこと。


そしてもうひとつは、人が最大限にまで積み上げてきたものを壊してしまうことだ。


幼いころからクラウスは、人が苦しむ顔が好きだった。余裕のある人間が、成功を確信した人間が目の前の現実に痛めつけられる瞬間だけ、喜びを感じていた。


きっかけはなかった。


セントリック夫妻は、家を継ぐことはない三男のクラウスを、ずっと大切に育ててきた。夫人は自ら食事を作って食べさせ、男爵は暇さえあれば子守唄を聞かせた。


上の兄二人と比べることもなく、クラウスだけを過剰に甘やかすのではなく、模範的だった。


万人が見て問題視しない環境で、クラウスは呪われた嗜好を獲得した。


苦しむ顔見たさで、自分に親切な二人の兄が積み木遊びをするとき不意を装って壊す。


積み木を積むことは全く興味が湧かず、兄たちに積み木を奪われても何の感慨も抱けなかったクラウスは、それまで一生懸命兄たちが積み上げてきた積み木を崩す瞬間だけ、目が眩むような興奮を覚える。


しかし、クラウスもその兄たちも、いつしか積み木への興味を失くした。二人の兄はそれぞれ乗馬や読書を好み、広い世界へ羽ばたこうとした。


やや年の離れた弟のクラウスを、扱いが面倒であると避けるそぶりすら見せた。


もともと、クラウスは身体が強くない。


恵まれた脚力を持っていたが、持久力は持ち得ていなかった。生まれつき肺と気管支に問題のあったクラウスは、幼い兄たちとともに積み木遊びは出来ても、成長し野山を駆け回る二人に付いていくことが極めて困難だった。


だから、クラウスは考えた。このままでは面白いものが見られない。どうにかして、何かが壊れるさまを眺めたい。


考え抜いた末に辿りついた結論は、自分の言葉で人を動かすことだった。さながらチェスの駒を動かすようにして、じっと相手が間違うのを待つ。いたずらに情報を流し、兄たちの仲を喧嘩させるように誘導し殴り合いに発展したとき、クラウスは自分の部屋で転がりまわるほど笑っていた。


徐々に自分の望む場所に向かえるようになったクラウスは、対象を兄たちから知人、友人に代え、大きな望みをもつようになった。


人が、人生をかけて築き上げてきた計画つみきを台無しにしたいと。


それから月日は流れ、新校舎での新学期を前日に控えたクラウスは、この国で終身刑、もしくはその命をもってして罰を受けることになった囚人が集う獄舎の廊下を、颯爽と歩いていた。やがて頑丈な鉄格子によって阻まれ、そばに置かれた呼び鈴を鳴らすと、鉄格子の向こうの鉄扉から看守が現れ、いくつもの鍵束を取り出しながら近づいてきた。


「クラウス・セントリック様ですね。どうぞこちらへ」


看守は鉄格子の扉を解錠して、そっけなくクラウスを中へと招き入れる。


間違っても脱獄は許されないという特性上、掃除は行き届いていない。天井には蜘蛛の巣が広がり、壁にはカビが重なり模様を作り出している。


平民ですら鼻をつまむ場所であるのに、クラウスは顔色一つ変えることなく進んでいく。廊下の左右には壁伝いにいくつもの扉があり、横には数字が記されたプレートがかけられている。囚人を個人名ではなく番号で管理する刑務所の形態を横目にしながら、クラウスは二年前の夏に訪れた教会の地下を思い出した。


見目のいい少年少女を集め、春を売らせ、その尊厳を踏みにじらせることで金を集める。人々が目をそむけたくなるような人間の管理の仕方とさして変わらぬやり方に、クラウスは口角を上げた。


悪逆の神父は、公爵家の血を引く汚い男を得て、終局へと向かった。汚い男は愚かな少女に助けられ、自らの運命を悟り少女のもとを離れた。汚い男は清廉で冷徹な公爵となり、学園に尽くした。


その運命は、クラウスが彼女から訊いた物語とは、真逆の流れで進んでいった。


「この先が、パズ・アンジーの独房になります」


看守がふいに足を止めた。クラウスの視線の先には二重構造の鉄格子があった。行き止まりの向こうには、一人の少女が牢の隅でぼんやりとしている。


「アンジー」


クラウスが声をかけると、学園を焼いた所以で新聞で悪逆令嬢と称され、その名を一気に国内外へ広めた少女──パズ・アンジーが振り返った。


「来てくださったのですね……！」


アンジーは破顔しうっとりした瞳で、目の前に立つクラウスへ手を伸ばす。分厚い格子によって触れることは叶わないが、媚びに濡れた声で名前を呼んだ。


「レイドさま……ずっと貴方に会いたかった。嬉しいです。レイドさまぁ……」


頬を染め、アンジーは何度も何度も名前を呼ぶ。


クラウスの調べによれば、治療の末意識を取り戻したアンジーは、万人すべてをノクター家嫡男、レイド・ノクターだと認識するようになっていた。


自分を治療する同性の医者へ抱き着き、看守に口づけをして、挙句の果てに配膳を行うためやってきた職員を押し倒した。


何度も愛を囁いては、やってきた衛兵に取り押さえられるということを繰り返した結果、二重の檻の中、死で償うことを強いられた。


「僕も会えて嬉しいよ。君のことだけを愛しているからね」


クラウスはあえてレイドの口調を真似し、鉄格子の前に手を伸ばしてみせる。


「あぁぁあ……しあわせぇ……」


アンジーは鬼気迫る表情で自らの恋敵──ミスティア・アーレンを追い詰めたのが嘘だったかのように、あどけない顔でほほ笑む。


クラウスがアンジーの共犯を演じるようになったのは、貴族学園一年生になってすぐの春の終わりだった。平民の身分ながら学園に入学した少女の素性を暴いた犯人を名乗り、アンジーはクラウスの前に現れた。


『この世界は定められた運命に従って巡っているの。でも私はそれを変えられる力を持ってる。最高の景色を見せてあげるから、協力して』


そう言うアンジーの手を、クラウスは取った。そこで得た知識は、クラウスの嗜好を満たすものだった。


『レイドは幼いころに母を亡くし、さらに両親が不仲だったことで恋愛に懐疑的。恋愛関係に発展させるためには自ら積極的に関わり、自由行動時間では図書室や教室に向かうこと』


『恋愛イベントは、春に出会い、夏に勉強会をして、夏休みに喫茶店で働き、懸命に働く姿を見せ贈り物を受け取ること。そのあと秋にミスティアに報復されるため、きちんとレイドに相談すること。ダンスパーティーでは資金を理由に不参加を表明、階段から落ちるふりをしてレイドに受け止めてもらい、事故のふりをして口づけをする。その後宿泊体験学習で海に落下。この時点で告白』


クラウスがアンジーから見せてもらった手帳には、そう記されていた。


本来、そういった運命を辿るのは平民のアリスであり、そこにレイドを好むアーレン家の令嬢、ミスティアが現れいたぶるというのが物語の流れだが、アンジーは自らが先立ってイベントを起こし、レイドを手中に収める計画を持っていた。


しかし、レイドは両親を失ってはいなかった。


それどころかミスティアを追いかけ、執拗にその周囲を狙っていた。「レイド・ノクターがミスティア・アーレンに片思いをしているらしい」という話は有名で、夏休みはミスティアとの結婚を確かにするために、いい当主になろうと地盤固めに奔走していたことは、クラスが異なっていても耳に入るほど、信憑性があるものとして扱われていた。


ただし、アンジーだけがそれを「ゲームのイベントを先取りしたから」と信じて疑わなかった。


「レイド様、私、２のパフェを食べるイベントずっと楽しみだったの！　レイド様にエスコートしてもらって、いっぱいお出かけしたいって……！」


「いいね。僕は君の言うゲームの中で、どんなことをするの？」


「一緒に悪い公爵をやっつけるの！　そして最後にね、森の中でキスをするのよ！　結婚の申し込みもしてくれるの」


アンジーはたびたびクラウスに「続編で挽回するしかない」と語っていたが、その物語すら、自分たちが学園に入学する前に破壊されていたと伝えたらどうなるのだろう。クラウスはほくそ笑みながら目を細める。


悪い公爵は、ダライアス・フィルジーンだ。


アンジーが自分に「悪い公爵」について語るたび、クラウスは黒髪赤目の愚かな少女を思い出し、笑いころげそうになっていた。


まさか悪逆の神父は、自分の商品が公爵の血筋であり、さらにはこの国すら揺るがす革命家になるはずだったとは、夢にも思っていないだろう。


クラウスは目の前にいるアンジーと同じように、この獄舎で暮らしていた神父へ思いを馳せる。


ダライアス・フィルジーンは、アンジーの話す物語の中で、正義を語り理想郷を作り出そうとする悪人として描かれていたらしい。


フィルジーン家の当主──の弟が、平民との駆け落ちの末に生まれた兄妹のうちのひとりがダライアスだった。しかし、フィルジーン家の当主は幼少期から自らの弟に劣等感を抱き、自分が家督を継いでもなお憎悪は消えなかった。結果、フィルジーン家当主は、ダライアスの両親を始末するよう従僕に命じた。


だが、ダライアスたちは死ななかった。


従僕は幼い兄妹を哀れみ、殺すことができなかった。引き取ることもできず、貧しいものが集う区画へ置き、去った。運がよくダライアスたちはそれぞれ別の集団に拾われ、その地で暮らし、最終的に──同じ者に買われていった。


ダライアスは、教会の地下で売られることになった。


そこまではおそらくシナリオ通りに進んでいるはずだと、クラウスは予測している。


教会で売られながら過ごすダライアスは、ミスティア・アーレンに拾われることで運命を変えた。


アンジーの語る物語には、なかったことだった。


ダライアスは、本来十八歳になるまでずっと地下で売られるはずだった。


フィルジーン家に惨劇が起き血筋を求め、当時のフィルジーン家当主に仕える秘書がダライアスを見つけ、教会をつぶしながら屋敷に招き入れたはずだった。


ダライアスは人はすべて醜いと考えるようになり、弱者の傷つかない世界を作り上げることを目指し、学園の生徒たち全員を人質に大罪を犯す。


学園の警備が手薄なのをミスティアの放火で確信した彼は、学園の生徒たちを閉じ込め、汚職をした者たちや証拠はあれど裁けぬ者たちを提示、彼らを貴族の手で始末しなければ学園の子供を一人ずつ殺していくと国を脅す予定だった。


しかし、ミスティアや、ほかならぬアンジーの手によってすべてが狂った。


ミスティアは何も知らずダライアスを助け出し、アンジーはダライアスに協力する予定だった犯罪者たちを懐柔し、学園に火を放った。


そもそも続編に登場する予定だったミスティアの後釜、ヘレン・ルキットが「きゅんらぶ１」のシナリオ中に現れた時点で物語に支障が出ていると悟るべきだったと、クラウスはアンジーを見る。


「アンジーはかわいいね」


物語のなかで攻略対象と呼ばれる四名とも、二年生になるのを待たずして、婚約の申し込みに向け動き出した。


続編の物語は、レイド・ノクターはアリス・ハーツパールと結ばれた末にヘレン・ルキットに好かれ、アリス・ハーツパールが嫌がらせを受ける内容だ。最終的にヘレン・ルキットは、ダライアスの革命の最初の犠牲者となる。


しかしヘレン・ルキットは、すでにレイド・ノクターへの恋心を失っている。


エリク・ハイムの物語では、生徒会選挙で敗したヴィクター・ネインがアリス・ハーツパールに興味を抱き、恋敵となる。


しかし、ヴィクター・ネインは生徒会選挙に勝利した。


ジェイ・シークの物語では、ダライアスの謀略によりジェイ・シークは職を失う。


しかし、ダライアスは愛する人と結ばれることを望まない。


ロベルト・ワイズの物語では、妹であるロシェ・ワイズが病に罹患りかんし亡くなり、アリス・ハーツパールが献身的に接する。しかしすれ違いが生まれ、クラウス・セントリックが面白半分でアリス・ハーツパールを奪う。


しかしロシェ・ワイズの病は完治している。


すべて、始まる前から壊れていた。アンジーの語る続編は、主軸に据えられたレイド・ノクターとの物語以外は恋敵を登場させ、恋人と新しく現れた恋敵を選ぶことになる、究極の選択を強いられるものらしい。


エリク・ハイムか、ヴィクター・ネインを、ジェイ・シークか、ダライアス・フィルジーンを、ロベルト・ワイズか、クラウス・セントリックを。


愛を選んでいく物語。


クラウスは、アリス・ハーツパールに興味がなかった。その素性には関心があるといえど、中身は純粋で素直な、ありふれた心しか持ちえない。ミスティア・アーレンと同一の、退屈な善に支配された駒だった。


（もうすこし、行動力を出してくれれば結末も違っていただろうにな）


クラウスは、哀れみを覚えながらアンジーを眺める。


策略を張り巡らせ、手段を選ばない者たちの中で陰に潜みながら、虎視眈々と幸福になる時を待っていた少女。


ただ、待っていることしかしなかった少女を眺めて、クラウスは笑う。


「でも、君は一年生の頃、あんまり僕に声をかけてくれなかったよね」


「だ、だって恥ずかしいんですもの。それに、拒絶されたら怖くて……」


アンジーは口元を押さえながら、上目遣いでクラウスを見つめる。アンジーがどうしてレイドしか認識できなくなったのか、静かに考えるが答えは見つからない。


人を殺す画策をしていながら、好きな男に話しかけることができない心の持ち方が所以か。


邪魔な人間をみんな消してでも、好きな男を求めた愛が拒絶されたことが所以か。


クラウスはアンジーに向けて、優しく笑う。


「もう、お前の顔が見れないと思うと、寂しいよ」


この国では、最も重い判決を下された囚人は、面会が禁じられている。


しかし死刑執行の日、一人だけ面会が叶う。目の前のアンジーの関係者は、誰一人希望しなかったことでクラウスにその権利が回ってきた。


「レイド様、行っちゃうの？」


猫なで声が、独房に響く。


クラウスは、アンジーのことを好まない。


好きか嫌いか問われれば、嫌いと答える。ミスティアへの評価と同じだった。


自分に面白い景色を見せてくれたから感謝はしている。だが、好むことはない。感謝を持つことと好意は違うものだと、クラウスは考えている。


「ありがとうな、俺の夢を叶えてくれて。アンジー」







    
  
  




クラウスは、天国に向かえない。


そのことは、重々承知していた。アンジーとは、地獄の果てで再会することになるだろう。


「間に合ってよかった」


クラウスはそう言って、独房から一歩遠ざかる。


やがて面会終了の鐘がなり、来た道を戻っていく。


「さようなら」


振り返ると、アンジーが手を振っていた。平民の素性を暴露し、人を襲わせ、転落させ、復讐心を利用しながら学園を焼いた彼女の眼差しは、愛しい人へと一途に向けられていた。






アンジーの独房を訪れたクラウスは、その足でそこから五回ほど大きな扉を抜けた先の廊下の前で立ち止まっていた。


先ほどより警備が薄く掃除もされたこの場所は、終身刑が告げられた者たちの牢だ。一人一人個室が与えられ、格子はあれど天井のそばには窓もついている。


クラウスの見つめる先の一室では、少女がこちらに背を向け一人黙々と絵を描いていた。


近づくたび、刑務所にそぐわぬオイルの臭いが強くなり、少女が何を描いているか鮮明になっていく。クラウスが牢の目の前に立つと、ようやく少女は振り返った。


「クラウス」


鈴を転がすような少女の声が、無機質な牢の中に響く。


「よう、シャニィ」


かつて、アンジーにそそのかされ、公爵令嬢と伯爵令嬢を攫う手伝いをした少女は、自分が恋した男を描いていた。


ただ、その瞳は盲目的でもなく、はっきりとクラウスをとらえている。


「油彩か。火つけられそうで怖いな？」


「火の元は与えられませんから。それに、油絵の具だからこそ、というものでしょう。膠であれば溶かす必要が出てきますし、鉛筆であれば尖らせて何かに使うと疑われます」


「放火魔の共犯だもんな」


クラウスは口角を上げた。そしてかしこまった様子で、シャニィに問いかける。


「お前、どうして俺が共犯だって言わなかったんだ？」


シャニィは、共犯としてクラウスがアンジーに協力したことを言わなかった。アンジーは目を覚ますとすべてがレイドに見えていて、シャニィの証言なしにクラウスは捕まらない。


クラウスは夢が叶った以上、捕まろうが構わなかったが、シャニィは自分がアンジーに協力したことを徒然と話しただけだった。


「それどころではなかったから」


シャニィは伏し目がちに答える。


「私は、ずっとミスティア・アーレンを殺したかった。可哀想なイフが報われないから。でも、殺す機会はいくらでもあったのに、アンジーに頼った。自分の力だけでは、動けなかった。本当なら、ただミスティア・アーレンの教室に行って、彼女を殺すだけでよかったのに。私はイフを想いながらも、自分の夢を追ってしまった。そんな私が今更他人をどうこう言う筋合いはないわ」


アンジーいわく、シャニィは「サポートキャラ」という役割を与えられていた。


それはもともとクラウスにあたえられたもので、アリスに情報や助言を与え、アリスを恋の成就、もしくは破滅に導くものであったが、続編ではロベルトを選んだアリスに言い寄る役割をまっとうするために、クラウスはその責務から解放されたという。


そこで抜擢されたのが、シャニィだった。


明るく元気で、絵を描くことが好きな女の子。


そんな設定があると聞いたとはいえ、今目の前にいるシャニィも、初めて出会ったときのシャニィも、クラウスにとっては等しく陰鬱そうで笑わない女だった。


アンジーはイフについて、新しい攻略対象だとクラウスに伝えたが、どうにもその様子とはかけ離れており、すべてはアーレン家が軍事産業から撤退したことで起きた悲劇であると、クラウスは悟った。


「で、お前は一生ここで暮らすのか」


「わかりらない。頃合いを見て死ぬかもしれない。前はイフに会いたかったけれど、今は合わせる顔がない。どうするか考えながら過ごしていこうと思う」


シャニィはクラウスを一瞥すると、また作業を開始する。


「その油絵具、もしかしてミスティアからもらったのか？」


「手紙が添えられていたけれど、読んでない。良ければもらってください」


シャニィはそう言って、さっとクラウスの足元に手紙を滑らせた。


一つ手に取り、宛名を確認してポケットに入れる。


「お前の描いてた絵、ミスティアが引き取ったぞ」


「そう」


筆は休まることなく、カンバスに色をのせている。


鮮やかな青空を背景に、燃えるような赤い髪の少年が立ち、ほほ笑んでいる。


「イフが死んでから分からなかった色が、こうしてわかるようになった」


「良かったな。血も炎も描ける」


揶揄するように言っても、反応は返ってこない。


もはやシャニィにとってクラウスは──自分以外の人間は、カンバス越しよりも遠い存在なのだと、彼女の視線が証明していた。


シャニィはアンジーと異なり、どこまでも現実を見ていた。


だからこそ、罪を前にして淡々と受け止めている。


あの場所で死ななかったことを後悔しながらも、それもまた運命であると罪に寄り添う。


「あなたは」


シャニィは筆をすすぐタイミングで、クラウスに声をかける。


「これからどうするの。自由の身になり、何を求めるの」


「結局俺も、余生なんだよなぁ。一応見届けるっつうことはするけど、学園を卒業したら、死ぬ前にどっかぐるっと回ってこようと思う」


「旅」


「まぁな。この一年、俺はずっと楽しい思いをしてきた。これから楽しいことなんて、ない気がする。でも一応もう少し生きれそうだから、地獄に落ちるまでは抗ってやろうと思って」


「何に？」


投げかけられた質問に、クラウスは口角を上げた。アンジーの独房と同じように面会終了の鐘が響き、部屋に静寂が戻るまで、じっと待つ。


ようやく鐘が鳴り止むと、クラウスは牢から離れていく。


ぎりぎり声が聞こえるか聞こえないかの場所で立ち止まり、つぶやいた。


「俺の、運命にだよ」






貴族学園の卒業式は、毎年桜が豪雪のように降り注ぎ、建物すべてを桃色に染め上げてしまうと有名だった。


しかし旧校舎が火の海にのまれ新しい場所に建設されてもなお、桜が再度植えられたこともあいまって、校舎は変わらず桜色に染め上げられている。


卒業生はみな、ブレザーの胸元に校章を模した桃色と白の花飾りをつけ、春の門出に瞳を輝かせていた。


今年卒業を迎えたクラウスも花飾りをつけ、さらに自分と同じく卒業証書を抱えた背中をおもむろに叩く。


「よう、ミスティア」


薔薇と──別種の花の香りを漂わせるその名を呼べば、ミスティアはこちらに振り返った。


「ご卒業、おめでとうございます……」


どことなくいやそうな面立ちで、ミスティアは右手で自分の左手首を握りしめる。


左手の薬指には、指輪が春の光をうけ輝いていた。指輪についている宝石と同じ色の瞳をした人間は、今ミスティアのそばにはいない。


クラウスは目を細めながら、ミスティアの肩を抱いた。


「お前には世話になったからな！　最後の挨拶にきてやったんだぜ。喜べよ」


「世話……ですか……？」


「ああ。二年前は最高に楽しい思いをさせてもらったからなぁ。その後はいちゃいちゃいちゃいちゃべたべたべたべたでつまんなかったけどよ、俺は義理堅いから、礼を言ってやろうと思ってな」


クラウスは、混沌を望む。


しかしミスティアが一人を選べば、事態はことごとく好転してしまった。混沌らしいものを見られると期待できるときは、たいていミスティアが勝手にその「一人」から離れる程度で、誰かが殺されることも傷つくこともなく、馬鹿が鳥かごに入れられかける程度でつまらないとクラウスは何度も肩を落とした。


「ありがとうな」


クラウスは、ミスティアの頬をつまむ。赤い瞳は怪訝そうに歪められ、平和への退屈さがわずかに薄れた。


「どこかへ、行かれるんですか？」


「ああ。世界一周ってやつだな。だから会うのはこれで最後になるかもしれねえなあ」


クラウスは、舞い散る桜に目を細める。相変わらず、綺麗だとも感動することもなかった。


「死ぬみたいですよ」


「逆だろ？」


クラウスは、静かに付け足す。


驚きに目を丸くする紅の瞳は、こちらへ優しく降り注ぐ桜よりずっと美しく感じられる。


「どうせもう、お前は逃げられねえから」


相変わらずミスティアに見えていない真実を告げた瞬間、ざぁっと花吹雪があたりを包む。


暴力的なほどの桜の流れに身をひそめるように、クラウスは踵を返し、軽い足取りで門の外を目指していく。


アンジーやシャニィとともに歩んだ一年を思い出し、ずっと積み上げてきた最高の積み木を破壊した瞬間の感動を、目を閉じて噛み締める。あれ以上の楽しさは、もう一生ないかもしれない。希望にも感じられた「乙女ゲーム」のシナリオは、終わってしまった。


これから先退屈な日々に──自分の楽しめないものだらけの世界で、大いに世界を楽しむ人々を眺めていく日々が始まろうとしている。


しかしクラウスは悲しみなんて覚えなかった。クラウスには、人の人生を懸け築き上げたものが、一瞬にして吹き飛んだあの瞬間の記憶がある。


それがある限り、クラウスはこの世界で、確かに立って歩いていける。


「なーにか、面白いことねぇかなぁ」


クラウスは片道切符を手に、置いてあった荷物を手に取り駅を目指して歩いていく。


桜並木の道はどこまでも輝かしく続いていた。







    
  
  




花葬


ＳＩＤＥ：Ｄａｒｉｕｓ






時折、夢を見ることがある。


自分はまだ幼くて、周りにはもっと幼い子供がいて、黒髪の少女と話をしながら、公園を歩いていく夢だ。公園は青々とした森が茂っていて、夕日にあてられ少しだけその色を鈍くしている。


その木陰に集まり、誰が「おに」になるか決める。


俺は「おに」という存在を知らない。少女に「おに」とは何か訊ねると、悪魔と似た存在だと返事をもらう。


丁寧に「おに」の文字の書き方も教わって、「鬼」というものを、なんとなく分かった気になっていた。


鬼は悪魔と似ていて、角が生えていて、人を食い物にする。


人は隠れて、鬼に見つからないようにしなければいけない。


見つけられたら、終わってしまうから。






学園で、立場を変えながらの三度目の春を迎える。


一度目は生徒として、二度目は用務員、今年からは理事長としてだ。とはいえ、火災に遭ったことで校舎も新しく姿を変え、場所も変わった。


昨年の廊下は淡い色をしていたが、はっきりとした色になり、内装に興味が持てずとも気付けるほどに変わった。俺は床から視線を移し、圧迫を覚えるくらいに咲き乱れる桜を一瞥して、また廊下を進んでいく。


桜を美しいと感じたことは、一度もない。


花は見て楽しむものだと、理解はしている。用務員として生活しているとき、土いじりもよくしていた。


でも白と赤の混ざった色が好ましくないのか、春のたびに視界に映る桃色を見ても、咲いている以外の感慨がわかなかった。


「あれ、り、理事長……？」


戸惑いまじりの声に振り返れば、目を丸くしたミスティアが立っていた。一年生のころからミスティアは学園にはやく来ていたけど、今日は早すぎるでも普通とも言えない、中途半端な時間だ。


「おはよう」


理事長として適切な生徒との距離のとり方は、こんなものだろうか。


用務員としてのアリーは、馴れ馴れしく挙動不審で、不器用なおせっかいの新人という設定で動いていたから、ある程度生徒と距離が近くても、「用務員としての勝手がわかっていない」で片付いていた。


しかし、理事長であるダライアス・フィルジーンは、誰かに肩入れする様子を知られてはいけない。


ほかに何か、ひとこと付け足したい。


でも理事長として接するなら、そっけないくらいが安全だ。


去年の雨季に、ミスティアに目をかけてることを悟られたせいで、ミスティアを危険に晒した。でもなにか、素っ気なさ過ぎたんじゃないかとのひっかかりや、もどかしさを感じていれば、ミスティアも「おはようございます」と返してきて、沈黙が訪れる。


「始業式まで、まだ時間があるのではないか」


「えっと、今日は校内を散策しようと思って……」


ミスティアは、「あの四つにわかれた廊下を見ようと思っていたんですけど」と、彼女の背後に伸びた廊下を指した。


「お姿が見えたので、ご挨拶をと……」


「そうか」


アリーだったら、「えー！　嬉しいです！」と、馬鹿みたいにはしゃいで見せたことだろう。万が一にでも、次期理事長が用務員であると知られてはいけない。


周囲が評価するダライアス・フィルジーンは言葉数が少なく冷酷であるから、素直で愚かな、子供っぽい人間として振る舞う必要があった。


とはいえそういった人間は社交界で見たことがないから、どんな人間が親しみやすくて記憶に残りづらいか、考えながら演技した。ミスティアは人を助けることが日常だから、助けてもらいやすいような男だ。はじめの頃はやり過ぎて不審者の印象が強まり徐々に調整していくこととなってしまった。


ミスティアは怪しんでいなかったが、あの頃の俺は、ずっと過剰だった。


アリーでいた時間、ディリアでいた時間、どちらもフィルジーンとして在る今よりも短いはずなのに、フィルジーンとしてミスティアにどう接していいか、いまだに分からない。


「その先は、特定の教室にしか行けない、行き止まりだぞ」


俺は目の前のミスティアから、四つにわかれた廊下を見やる。


それぞれ家庭科室、美術室、工芸室に、体育館が繋がっている。


「後ろの廊下の先も、行き止まりだが」


そして今俺が向かおうとしているのは、その廊下とは逆方向の理事長室だ。


「なら、中庭のほうへ」


新しい校舎で中庭を設けるか、短期間で校舎を造らなければいけないこともあって、議論は重ねられることなく、もし今後必要施設が出来たときのためにと、今の校舎の中庭は半ば場当たり的に出来上がった。


前の校舎は図書室の裏手に面していて、ベンチや噴水、小さな花園もあったが、今の中庭は噴水をベンチで囲んだ簡素なもので、あとは園芸部頼みとなっている。


実際、理事会では「生徒が花を植え、自主性を持って学園をつくっていく」というもっともらしい言い訳に誰もが首を縦に振り、納得していた様子だった。


「花はまだ充分に植えられていない。花を見る気なら、昇降口のそばの庭園のほうがいいだろう」


昇降口のそばは、学園に入るときに誰もが最初に目にすることもあり、庭園や像、特に意味もなさそうな置物などで、華やかに飾りつけられている。地味な中庭よりも暇は潰せるだろうと提案すれば、ミスティアは首をかしげた。


「そうなんですか……？　前の土地に植えられたものは……？」


「校舎の解体のときに処分されるだろう」


焼け残っているとはいえ、ずっと学園が焼かれた形跡が残るというのは、国もいい顔をしない。


事件が置きたり放火が起きた土地の買い手が出るかも不安視されたが、「奇しくも新しい校舎のために」と、所持していた土地を譲ってくれたネイン家が名乗りを上げた。


旧校舎の広大な土地は、物流を担う大規模な施設を建設するために使用するらしい。


提示された計画表には、街に並ぶ店の物品を店の者ではなく、品物を引き取り客に送り届ける事業をはじめるため、引き受けた荷物を仕分けたり、在庫として保管すると記されていた。


新事業により今後の税収も見込めそうなもので、丁寧に国への根回しの要望まで添えられていた。


ミスティアがその家の令嬢を助けたからと手を出した家ではあるが、まさかあの時ミスティアが助けた人間が国に影響を与えかねない事業を始めるとは思わなかった。


ネイン家の現当主はもう駄目で、早期の世代交代が望まれていると聞いたときには焦りもしたが、鳶とんびが鷹たかを産んだ形だろう。


「解体工事は、いつから始まるのでしょうか」


「土地の受け渡しはなるべく早いほうがいいからと、もう今週には始まる予定だ。忘れ物でもしたか？」


「いえ、そういうわけでは……えっと、失礼致します」


何か考え始めたらしいミスティアは、ぼんやりとしながら頭を下げ、俺に背を向ける。


窓から差し込む春の日差しに照らされた黒髪は、黒真珠のようにきらきらと輝いて、眩しい。


ディリアだったら、ミスティアの頭に無言で触れていただろう。


あの頃、ミスティアはよく俺の手を引いていた。いつかは俺がこの手を引くのだと、夕焼けを背に固く誓った。でも、もうミスティアは誰かの手を借りること無く自分で歩き、友人を作って、日々を歩んでいる。


俺はもう、必要ないのだろう。


俺もミスティアから背を向け、自分のいるべき場所へ向かっていく。少し開いた窓から桜の花びらが一枚ひらりと舞って廊下に落ちた。踏まれてしまう前に指でつまんで、外へ放した。






理事長として今年行うべき改革は、世襲制を撤廃することと、貴族だけではなく平民も通う事のできる学び舎をつくることだ。


いずれ、平民と貴族のくくりすら消えればと思う。それが自分の代で叶わずとも、その一歩になればいい。


まずは理事会を納得させることだが、私が新しい学園への警備費用や施設費用を恒久的に負担することで、ある程度の支持は期待できそうであった。


あとは国の承認さえ得ることができれば、学園運営の世襲制の制度は変わる。自分の家以外でもほかの公爵家の賛同があと一つ得られれば、と思っていたところ、思わぬ手が上がった。


「お久しぶりです。イヴァライト公爵」


俺はイヴァライト公爵家の大広間で、こちらをもてなそうとする公爵に頭を下げる。


「頭なんて下げないでくれ。君には恩がある。そもそも、君はそうやすやす頭を下げるべき人間ではないだろう」


イヴァライト公爵は、学園運営における世襲制度をなくしたいとの考えに、明確な支持を表明してくれた。


今日はそのお礼にと、俺はイヴァライト公爵の屋敷へ向かった。


「それより、この庭を見てくれ。孫がな、花を植えてくれたんだ」


通された広間の窓からは、二ヶ月前ミスティアのためにと訪れた際に見た景色と異なり、スイートピーや薔薇、ジャスミンが鮮やかに咲いていた。


前は豪華さが強調されていたが、今は素朴で、試行錯誤の形跡が見られる。


前の庭のほうが良かったという人間もいるかもしれないが、イヴァライト公爵は満足そうに目を細めていた。


「私も手伝ってな。恥ずかしながらこんな歳になるまで如雨露じょうろなんて触ったことがなかったから、自分にかけてしまった」


「それはそれは」


「格好がつかないところを、孫に見せてしまったが、それから孫が私に向ける警戒心のようなものが、薄れた気がしてな。間違えることも悪くないものだ」


イヴァライト公爵は、どんな相手にも容赦しないことで恐れられていた。


税収が望めない、富が得られない事業からは、たとえどんなに深い関係の家が相手でも手を引き、徹底的な効率を重視した手腕により、国からの信頼も厚い。


全ては領民に飢えをもたらすことがないよう、代々受け継がれてきたイヴァライトという家のさらなる繁栄をという一心だと聞いたが、肉親にはそれなりに思い入れがあるのだろう。


「この度は、私の考えに賛同をいただき、ありがとうございました」


「書状も見た。それにさっきも頭を下げるなと言っただろう。それに、私からも君に協力してもらいたいことがあるんだ」


「協力？」


フィルジーン家に何を求めるのだろうか。じっと提案を待っていれば、少しの沈黙の後に公爵が口を開いた。


「女の幸せは結婚、という固定観念をなくしたい。そして、同性でも結婚ができるようにしたい」


「それは……」


「難しいことは、承知している。今でこそ、子が望めないなら養子を引き取ることで跡継ぎにする流れがあるが、それだけでは足りないだろう。私は、妻と結婚できて幸せだった。でもアリスを見ていると、どうもアリスは素晴らしい令息と結婚することを、幸せと感じないのではと、思うんだ。見合いの席を設けたが、そもそも結婚自体に魅力を感じていない」


イヴァライト公爵が、視線を落とす。「悪いことをした」と続けて、顔を上げた。


「自分の幸せの条件に結婚がないアリスを見て、そもそも結婚というものは何なのかと悩むようになって……この国ではまだ同性同士の結婚が認められていないことを知ったんだ。当たり前だと思って考えていたが、当事者である者は今の制度にどういう気持ちなのだろうと思ってね、そちらのほうも、進めていきたいと思っている」


「わかりました。他家々の根回しも、させていただきます」


「すまないね。去年までは、アリスを立派な跡継ぎにして、自分は穏やかに暮らそうと思っていたが、まだまだ現役で、長生きしなければいけない。やることがたくさんあるんだ。だから君には今後も協力を頼むことがある。よろしく頼む」


イヴァライト公爵は、こちらに手を伸ばした。握手を求められているのだと気付いて応えれば、公爵は握り返しながらつぶやく。


「前までは、アリスが立派な跡継ぎと結婚すれば死んでいいと思っていた。死に惹かれていた。しかし今は時間がないことが恐ろしい。まだまだ生きていたいと思う。我が身ながら強欲でままならない」


そうして、公爵は「ワインを開けよう」と、そばにあったワインラックに手を伸ばした。


「そこまでは……」


「娘と義理の息子が遺してくれていたワインなんだ。遠ざかっていたが、毎年誕生日に私と妻へワインを買ってくれていてね。あの子を育ててくれた夫婦が、保管してくれていたんだ」


公爵が、自分の孫を育ててくれた夫婦にも歩み寄りを示しているのは、なんとなく感じていた。


ミスティアのためにと、アリス・ハーツパールの住まう店は、監視対象に入れている。


夫婦はこれまでどおりの生活をしているが、二週間に一度、店の定休日の夜に公爵をもてなしているらしい。


監視からは、公爵への夫妻の対応について問題はなさそうとの報告が上がっている。


実際の公爵を前にしても、納得がいく。


「君にも飲んでもらいたいんだ。君のおかげで、私は道を誤らずに済んだ」


柔和な笑みとともにグラスを差し出され、受け取った。


公爵は、ミスティアの意思の邪魔になるようだったら、馬車の事故か病気で死んでもらうつもりだった。公爵家に穴が空くことで混乱は起きるかも知れないが、ミスティアにさえ影響しなければそれでいい。でも、公爵は「いい人間」であるようにも思う。ミスティアの望まぬ選択を、公爵が選ばなくて良かった。


「では、いただきます」


ささやかな乾杯をして、グラスに口をつける。


酒が強いのか弱いのか、自分でもよくわからない。


美味しいと思ったことはないし、かといって泥水と比べれば、不味くはない。舌触りがざらざらしていないし、匂いの強い水はいくらでも飲んできたから、判断が難しい。


俺の食生活は、月日とともに目まぐるしく変わっている。残飯から、神父の用意した、ぎりぎり力がつけられず、容姿が損なわれない流動食と、客の前で出される、俺を苦しめるためだけの食べ物。


フォルテ孤児院では、初めてパン、サラダ、スープに、肉、もしくは魚のメインディッシュ、デザートもついた食事を覚え、公爵家ではいやに飾りのついた、「繊細な料理」という、よくわからない形式の食事をしていた。


先代当主は食に煩うるさく、口に入るものには強い執着があった。時折料理人を気に入らないと解雇していた。年代物のワインを大量に保管しては、一生をかけても飲みきれないワインセラーで、目を細めていた。


そんな人間が、川に毒をばら撒いた。


その毒が原因で、イヴァライト公爵の家族は、この世界から消えたといっていい。


仇かたきの血を引くには薄く、仇を殺したというには、俺は薄情だ。あの先代がまともであったならイヴァライト公爵は、時間がかかったとしても家族とともに在っただろうし、俺はミスティアに出会っていないと思う。


「どうだ？」


「美味しいです」


嘘を吐く。味なんて、もうずっと前から分からない。俺が苦しみ喘ぎ、嗚咽する姿を見るためだけに用意された食事によって、俺の味覚は失われている。けれど、公爵は俺の嘘に気付かない。いつだって俺の嘘を見抜くのは、たった一人だけだった。


「君には本当に感謝している。ありがとう」


礼を言われて、そんなことはないと返す。ミスティアは親切なことをすると心が温かくなって、ありがとうと言われると嬉しくなると言っていた。


俺はミスティアに感情を教わったけれど、知識的に知っただけで、心が動かされるのはミスティアだけだった。


でも、感情が不完全でも、ミスティアの幸せを願って生きていく事はできる。


なにも不便はない。ミスティアが幸せだったら。


ワインを飲みながら、俺は嘘を悟られること無く、公爵と未来について語り合った。


幸いなことに、世襲制度の撤廃、新たな学園計画、そしてイヴァライト公爵の提案も、全てが滞り無く進んでいった。


春の終わりには国からの前向きな回答が得られ、本格的に改革へと進んでいく矢先、それは起きた。


「ミスティアが、襲われかけた？」


フィルジーン家の書斎で、俺は愕然と立ち尽くす。


ミスティアの動向については、逐一報告するように遣いに申し付けていた。


いざという時は、必ず守ってほしいと、放火の一件からは調査をさせるのではなく、屋敷の中以外、常時監視をつけるようにしていた。


「事前に防ぎましたが、これまでのように内々に排除することが不可能な相手です」


秘書の言葉に、最悪の想像に行き着いた。


フィルジーン公爵家の手でどうにも出来ない相手は、権力者以外にもう一種類いる。ミスティアが良くしている相手だ。


消えたことを、ミスティアが不自然に思う相手、気にする相手。俺はしばらく言葉を発せず、長い沈黙を経てから口を開いた。


「誰だ」


「ノクター家の令息にございます。学園内で、彼女を攫おうとしていたため、警備として紛れ込ませていた遣いが阻止したようです。なので、まだ彼女は令息が凶行に及ぼうとしていたことを知りません」


返ってきた答えに、目を閉じる。ミスティアと一時、婚約していた相手だ。


今、彼を殺すことは、厳しい。


いつか、こんなことが起きるかも知れないとは、覚悟していた。けれど来なければいいと、願っていた。そんな最悪のことが、起こってしまった。


「そして、一点だけ」


「なんだ」


頭痛を覚えながらも、秘書の言葉を待つ。秘書は俺の瞳をまっすぐ見据え、口を開いた。


「その行動を、ハイムの令息が目撃したそうです。どうやらハイムの令息がワイズ家の令息と口論をしていた時に、偶然鉢合わせました。廊下が四つ並んだ場所で、遣いの介入により三者が顔を合わせることを避けることも難しかったようです」


ミスティアと始業式に会話をした廊下を思い返す。あそこの場所で起きたのかと、思うと同時に、背中に汗が伝った。


これ以上は、聞きたくない。


聞きたくない言葉を、秘書は悠然と続けた。


「連鎖する恐れがあります……彼女を、守るためにと」


一番、恐れていた事態だった。


誰かのものになるのなら、その人間と添い遂げるよう、陰から手を尽くせる。


でもミスティアは誰も選ばない。


選ばない間に、誰かが焦れて無理やり手に入れようとする。どうしていいか分からない袋小路へと、ミスティアが進められていく。


そんな状況にだけは、なってほしくなかった。


「連鎖、それは、どれくらいで……」


可能性を他人に訊ねることは、今までなかった。特にミスティアは、絶対に幸せになるべきだからと、それ以外に選択肢はないのだと信じていたから。しかし秘書は、手に持った報告書類に視線を落としながら、淡々と告げる。


「夏が始まるまでには、間違いなく」


静かな声が、書斎に響く。


照明が切れていたのか、話の途中で潰えたのか分からない。


心臓の鼓動が激しく、身体全体が脈打つような、奇妙な酩酊感に襲われる。


「このままですと、ミスティア・アーレンが夏を越えることは出来ないでしょう」


ああ、やはり、この世界に神様はいない。


いるとするなら、酷く狡猾で、意地が悪い。


「救えるのはもう、貴方しかいませんよ。当主様」


秘書の宣告が、じわじわと脳裏を蝕む。


逃れるように、窓の外へ視線を移す。


いつの間にか、ミスティアが襲われた日の夜のような雷鳴が轟き、春の終わりを告げている。


花散らしの雨は、止み時を忘れたように絶え間なく降り注いでいた。






ただ、幸せになってくれたら、それで良かった。


自分と結ばれなくていい。他の誰かと結婚していい。


自分という存在は、ミスティアの幸せをちゃんと願って、祝うことができる。


確かにそう思っていた。


「今日は、一体どうされたんですか」


ミスティアが襲われかけて、半月。


俺はミスティアを自分の屋敷へと呼び出した。


自分が危うく攫われかけたことも、これからのことも何一つ知らないミスティアは、真っ黒なドレスを身に纏って、今日から自分の屋敷に帰ることが叶わないなんて想像すらできず、俺の前に現れた。


「これ、えっと、お口にあえば幸いです……」


おずおずと真っ白な箱を差し出してくる。わずかに、甘い香りが漂ってきた。


「木苺のタルトと、チョコレートとレモンのパウンドケーキです」


「ありがとう」


礼を言って受け取ると、ミスティアは控えめに首を横にふる。


紅の瞳は戸惑いに揺れている。


突然呼び出したのだ。無理もない。


フィルジーン家に向かう馬車の中で、いったい何が起きたのだろう、自分がなにかしてしまったのかと、己へ疑念を向けていたのだろう。


そんな思案も回想も、無意味なのに。


「今日は、少し俺の遊びに付き合ってもらいたくてな」


ミスティアを攫うことは、簡単だった。


屋敷に招いて、そのまま出さなければいい。


公爵家と伯爵家という家柄の差は、彼女を絶対的に守っている使用人を遠ざける、唯一の切り札であり、常に俺の持っている手札のひとつだった。


だからこそ、そうしたくなることが恐ろしかった。


一歩踏み外せばどこまでも落ちていく深い奈落ならくの縁を、歩いていく気持ちがしていた。


「遊び、ですか？　チェス、それともカードですか？」


──思えば、ずっと五分五分でしたよね。私達の戦績せんせき。


そう、ミスティアは懐かしみながら笑う。


ミスティアは今扉を背にしていて、俺は窓を背にしている。少しでも怪しまれれば逃げられる立ち位置だが、月日と今までの繋がりが、ミスティアの抱くべき不安を蝕むしばんでいる。


「かくれんぼは、どうだろう」


「えぇ……」


ミスティアは目を丸くして、ただただ視線を彷徨わせる。


俺たちがかくれんぼを無邪気に楽しめる時期は、とうに過ぎてしまった。


「道具がないんだ。チェスボードも、カードも、この屋敷にはない」


伝えると、ミスティアはしばらく悩んだ。どう考えるかは、分かっている。この屋敷に娯楽がないことを思案して、俺を憐れむ。そして、俺の心が救われるならと──、


「わかりました。しましょう、かくれんぼ」


平然と、自らすすんで蟻地獄へと落ちていく。


「なら、お前が好きに隠れろ。この屋敷には、お前が入って困る場所はない。好きにして構わない。十数えたら、俺はお前を捜しに行く」


かつて遊んだルールのまま、俺はミスティアを隠れるよう促す。孤児院にいた頃、かくれんぼでいつまでたっても姿が見えないミスティアを、俺だけが捜し当てていた。今日も、同じだ。


きっとミスティアはすぐに見つかる。ただ、準備があるから、すぐには見つけない。


「じゃあ、か、隠れてきます」


ミスティアは俺に背を向け、隠れるために部屋を出ていく。


俺は瞳を閉じて、十数えてから、鬼になる。


ミスティアの隠れる場所は、だいたい二つだ。


物置に入っている大きな箱の裏か、机の下。


孤児院の子供は木の上に登ってみたり、高い位置にある棚に挟まるようにしていたが、ミスティアはそういう体力や運動神経を必要とする場所には絶対に隠れない。


そして性格上、他人の屋敷のクローゼットや物置を開くとは考えにくいから、かくれんぼが始まった位置から離れて、悩みながら進むことで徐々に足は遅くなり、最終的に適当な部屋の物陰に隠れるに違いない。


そして丁度その部屋は、あまり高価な品物が少なく、「ここなら隠れて家具を傷つけることがないだろう」と、警戒心を緩ませるようなところだ。


一緒にいた時間は少ないが、ミスティアの行動を予測することは簡単にできる。この予想がただ実体のない妄想で済むなら、まだいい。


でも、絶対にミスティアはそこにいる。


俺は幾度となく通ったフィルジーン家の廊下を進み、ミスティアを見つけるべく足を速める。


ただ一点を目指しながら、初めてミスティアへ「悪いこと」をしたことを思い返す。


あれはフォルテ孤児院で暮らすようになってしばらく経過した頃だ。


ほかの令嬢や令息が奉仕活動でフォルテ孤児院を慰問することになり、その日初めて俺は、ミスティアと同い年くらいの令嬢や令息を目にすることになった。


「すごく綺麗な子だ！　名前はなんて言うの？」 


俺のもとへ明るい声で近づいてきたのは、華やかに着飾った令息だったと思う。フォルテ孤児院で過ごす前は最低の暮らしをしていたといえど、当時の客から自分の見目の評価は毎夜聞いていた。特に驚くこともなくどう返事をすることが適切なのか考えていれば、誰かが俺の性別を訂正した。


「そいつは男だよ」


「え、そうなんだ……すごいな」


最初に言った「すごく」と二度目の「すごい」には、きっと違う意味が込められていた。俺が男だと性別を聞いた令息たちの波はさっと引いたものの、今度は逆転するように令嬢たちが俺を囲んで、矢継ぎ早に質問攻めにしてきた。


今思えば、醜い慰問だった。


心から孤児とふれあいたいと思う人間が少ないことは承知しているが、あの場にはミスティアに近づきたい、あわよくばアーレン家の当主になりたい令息か、慰問は乗り気ではないが、とりあえず世間体のためにやってきた令嬢しかいなかった。


すべては勝手な推察だが、以降他の人間を交えての慰問はなかったから、確信はある。


とはいえ、アーレン家主催の慰問だから、令嬢たちの適当な世辞を受け流してミスティアの悪評にならないよう努めるしかない。


なるべく笑みを浮かべて、俺は令嬢たちに孤児院を案内したり、庭で育てている野菜について説明をしたりした。慰問は雨季の間に行われる予定で、令嬢たちとは四回会うことになり、だいたい二回目から男の量が半減して、令嬢が増えた。


なんとなく孤児院の人間たちや令嬢の話を聞くに、俺の見目に惹かれて参加者が増えたらしい。そしてそれを、アーレン家の伯爵は俺のためによくないことなのではと心配している……なんて話まで、追加でついてきた。


俺としては、逆だった。だって俺に注目が集まるということは、誰もミスティアを見ないということだ。


俺はその頃ミスティアがそばにいることを無意識に当たり前だと思いはじめていて、慰問でミスティアと俺の間に誰かが入ることをよく思っていないところがあった。


だから皆が俺を囲めば、ミスティアは他の孤児といつもどおり遊んだりするし、丁度いいと思っていた。


「ディリアくんさ、うちにおいでよ！　お父様ね、男の子が欲しいんだって。ディリアくんは綺麗だから、私の弟にしてあげる！」


髪をくるくると巻いた、華やかそうな令嬢が俺の手を取りそう言った。たしか慰問三回目の、昼食を終えた後だ。ミスティアは、孤児院に暮らすかなり幼い子どもたちが遊びで作った狼の襲撃にあっていて、遠くにいた。誰かの家族になるなんて考えなかったことと、その家の弟になれば「貴族」になれると思った俺は、拒絶を示すことなく、「え」と、あえて驚いてみせた。


「弟」


「弟が嫌なら、お兄ちゃんでもいいよ。ディリアくん何歳だっけ。私より年上？　年下？」


「年上」


年齢は、正直なところよく分かっていなかった。


物心ついたときにはまわりに大人はいなかったし、どこで生まれたかも知らなかった。ただかろうじて、物心ついたときから感じている凍てつくような冬の寒さ、朦朧もうろうとする夏の暑さを考えると、周囲の俺の年齢の見立てと、今まで訪れた寒さの数は合っていない気がしていた。


「ディリアくん、かっこいいし孤児なんかのままじゃ勿体ないよ。それに、いつかはここを出るんでしょう？　それなら、私のお家に暮らして、平民なんてやめちゃえばいいんだよ」


少女はきっと俺を、捨てられた末に保護をされ、行き場のない犬かなにかとして認識していた。


捨てられた可愛そうな犬。でも、見目は綺麗。見目がいいから可哀想に思い、助けてやりたくなって、見目がいいから手に入れたくなる。


少女の瞳が雄弁に語っていた。


「アーレン様！　私にディリアくんを譲ってくださいませ」


少女はミスティアへ、朗らかに伝えた。


俺は少し、悩んでいた。フォルテ孤児院から離れることは苦しいが、貴族になればミスティアとの将来も望めるからだ。


しかし、少女の熱に反比例して、ミスティアの態度は冷ややかだった。


「彼は、物ではありません。彼の将来は、彼自身が決めることです」


その時まで俺は、強くて優しくて、愚かなミスティアしか知らなかった。


教会で散策して、転がるように現れたミスティア、自分の身が危険になっても俺を助けようとしたミスティア、俺が世間の、常識に疎いことを馬鹿にすることなく、すべて教えようとするミスティア。


どんなミスティアも好きだった。


けれど、俺のために静かな怒りを見せるミスティアを見て、俺は昏い興奮を覚えた。


ミスティアは注意や叱ることはあれど、怒ることはしない。そんなミスティアが、俺のために怒っている。貴族の、令嬢を相手にしてまで。


嬉しくて、抱きしめたくなった。それまでミスティアを好きだと思っていたし、感謝だってしていた。けれどその瞬間、たしかに愛おしいと思った。


永遠に消えない、淀みの感情が生まれた瞬間だ。


そしてその淀みが決定的になったのは、四回目の慰問のときだ。


最後ということもあり、その日だけ参加をして、楽して自分の評価を上げよう、なんて考えたのだろう。一回目から三回目までの参加者よりも、ずっと多くの令嬢令息が慰問に参加した。


あまりにも人数が多すぎることで、大人だけではなくミスティアも孤児院の案内役をすることとなり、俺は補佐として、ミスティアのそばにいた。


しかし、あまりにも大人数が孤児院に慰問に来たためか、時折ミスティアとはぐれる瞬間が出来てしまった。


まだ幼い子供が粗相をして、その世話をしたり、令嬢に囲まれたり。


そうしていくうちに、ミスティアと長く話をする令息が現れた。


「僕、慰問に来るのは初めてだったけど、こんなに大変なことなんだね。アーレンさんは立派だね」


そう言って、穏やかな瞳の令息はミスティアと話をしていた。


ミスティアに話しかける令息はこれまで何人もいたが、ミスティアの素っ気なさや、まるで好意が伝わらない様子に、すぐに諦めて他の令嬢の元へいっていた。


けれどその令息は、その、明らかに平凡で貴族の中でも目立たないようなその男は、ミスティアの淡々とした態度をありのまま受け入れ、屈することなくミスティアと接していた。


気に入らなかった。


孤児院でも、ミスティアに馴れ馴れしい存在はいた。


女の格好をすることに抵抗がなく、裁縫好きのトーマスが代表格だ。


でもトーマスに対してミスティアはいつも呆れがちで、男として扱っているというより、家族や友人扱いだった。


ミスティアの静かな怒りに触れる前であったなら、俺は流していたかもしれない。


けれど、令嬢の一件のことが頭に遮った俺は、あろうことかミスティアに対して、凶暴な衝動を抱いた。


──あのときミスティアは怒ってくれた。でも、ミスティアは俺を自分のものだとも言わず、俺が決めることだと言った。


つまり、ミスティアにとって俺は一等特別な存在ではなく、俺がほかの令嬢のもとへ向かうと願えば、そっと見送る相手であることを示していた。


嫌だった。


俺は、ミスティアのものになれたら嬉しい。あの日助けられたときから、ミスティアのものであるはずだったのに。


教会の地下でされてきたことだって、ミスティアにされるなら、幸せを感じられるくらい、俺の中でミスティアの存在は特別で、例外で、代替えなんてないのに。


もっと、ミスティアの俺への想いが、感情が強くなればいいのに。


もはや男の存在なんて眼中になく、懇願するように俺はミスティアが男と話をするのを眺めて、男が一方的にミスティアに茶会の申込みをするのをしっかり聞き届けて、その日は終わった。


茶会の約束のためにと、慰問会でもないのにその令息がフォルテ孤児院にやってきた日。俺は給士係を申し出た。


茶会の会場は、フォルテ孤児院の庭園だった。


令息は今日のためにと、随分めかしこんでいて、彼の「一緒にお茶が飲めて光栄です」なんて世辞にもミスティアはぼんやりしていた。


そして、追加で紅茶を淹れようと、孤児院の職員が新しい湯を運ぼうとした時、一人の職員がテーブルに足を取られた。


湯を運ぶ職員は眼鏡を買い与えられ、視界が良くなった分今までの前後感覚と異なり、ここ最近人とぶつかることが多かった。


俺は予め、「こうしたほうが景色がよく見える」と、あえてガーデンテーブルと紅茶やカトラリーを置くワゴンの間を狭くしていた。


職員の身体は傾いて、熱い湯のはいったポットはミスティアに向いていく。けれど、避けることをしなくても、ミスティアには絶対にかからない位置だ。


ミスティアの間に誰かが入れば、ミスティアを誰かがかばおうとすれば、その人間の背中は、湯の熱に焼かれる。


令息は、すぐ立ち上がれないよう、座らせる時テーブルに椅子を近づけた。どうにもできない。


俺だけが、ミスティアを庇うことができる。


俺の望む結果を、完璧に手に入れることができた。






「ミスティアを守れたことが嬉しい」


懸命に火傷の処置をするミスティアに、俺はそう言って微笑みかけた。そもそも背中には、教会でつけられた焼印がある。


上書きされるほうが都合がいいのに、ミスティアは今にも泣きそうになりながら、懸命に俺の背中に水をかけてくれた。


将来、この背中のせいで俺に不幸が訪れたなら、ミスティアの心のなかにはずっと俺がいる。


結婚できなくても、俺が不幸そうな顔をすれば、ミスティアの心は俺に向く。


たとえそれが、恋情でなくとも。


健気に、申し訳無さそうに俺の背中に薬を塗るミスティアは可愛くて、愛おしくて仕方がなかった。


もっと、もっと俺を見てほしい。


そうして昏い衝動に歯止めが利かなくなっていった頃だ。フィルジーン家の遣いがやってきて、ミスティアと離れなければいけなくなった。


ミスティアの身の安全を揺るがされて、俺は己の愚かさを知った。


ミスティアさえ幸せであればいいと、皮肉にもフィルジーンをきっかけに知ったのだ。


己の獣を殺して、ミスティアの幸せだけを願おうとしていた。願えていた。なのに。


「どうしてこうも、上手くいかないのか」


ひとりでに幸せになっていてくれれば、我慢できた。


俺以外の誰かを選んでくれたら、そっと見守るだけで満足できた。


俺はミスティアとのかくれんぼの途中だったことを思い出して、ハッとする。


行き過ぎた道を戻り、ミスティアの隠れているだろう部屋へ向かって、重い扉を開く。


分厚く、光を通さない真紅のカーテンの裾に、小さく華奢なつま先が見えた。


目をこらさなければ、カーテンがわずかに膨らんでいることには気付くことができない。


丁度ミスティアと同じ身長の、華奢な身体がそこにある。


俺は足音を殺しながらカーテンへ近づく。外からの光を遮断するそれを掴んで、暴く。ミスティアはやや驚きながらも、嬉しそうに目を細めた。


「昔から、ディリアには敵いませんね。次は、私が鬼になります」


「……」


「ディリア？」


ミスティアは、俺の沈黙の真意を探ろうとする。緋色の眼差しが注がれて、カーテンの布を掴む手に、力がこもる。


「お前が、俺を見つけた」


ミスティアの瞳が、ぱっと開かれる。それと同時に、懐に忍ばせていたハンカチをその口に押し付けた。意思のあった瞳は途端に胡乱になって、こちらへ雪崩なだれるように彼女の身体がしなだれかかる。


「もう俺は、お前を逃せない」


許さなくていい。


ミスティアの目が、ゆっくりと閉じていく。俺は華奢な身体を横抱きにすると、そのまま部屋を後にした。






ミスティアを捕まえた日の午後、俺はアーレンの屋敷へ向かった。ミスティアを一時的に監禁するにあたって、アーレン伯爵と夫人の協力は必要不可欠だった。


俺は自分の正体を明かして、娘の身にどれほどの危険が迫っているかを伝え、こちらの要求をのませた。


幸か不幸か、証拠には困らなかった。それに、何もアーレン家の両親からミスティアを引き離そうとまでは思っていない。


危険性の高い今だけは離れて暮らしてもらうが、全て落ち着いたら場所は変われど元の生活に戻すこと、ミスティアの女の友人たちにも、同じような条件下であれば会わせること、そして仮住まいにはアーレン家の使用人を置くことを約束すれば、伯爵も夫人も俺が何者であるかに驚きながらも、どこかこちらに救いを求めるようにしていた。


不思議なのは、アーレン家の使用人からの反発がまったく無かったことだ。


当初はミスティアの身を案じ騒乱の中にあったが、説明をすれば、使用人たちはさっさと荷造りを始め、周囲に怪しまれぬよう誰から住まいを移すかを話し合い始め、少しずつフィルジーンの使用人たちと入れ替わる形で移動していこうという手筈をあっという間に決めてしまった。


そうして、その日の晩にはアーレン家の料理人とミスティアの専属侍女がフィルジーンの屋敷に移った。専属侍女には、ミスティアの世話を頼んだ。


ミスティアを、俺の屋敷に永住させる気はない。公爵家といえど、居場所が知られる可能性が残っている場所は危険だ。最も安全なのは、国を出ること。しかし、ものごとをすべて短期で終わらせれば、いずれ足元をすくわれる。


ミスティアを眠らせた後、フィルジーン家が内々に持つ辺境の別荘の一室に縫い止めた。


それから五日が経った今なお、俺はミスティアと顔を合わせていない。


「アーレン家が犯罪者に狙われているとだけ伝えればよかったのに、どうしてそう怯えさせかねない手段を取られたのですか」


今日はフォルテ孤児院の処遇を決めるために、院長に会いに来た。


「今お嬢様のご様子はいかがですか」


簡単な質問にも、答えることが出来ない。


この五日間、動きを周囲に悟らせないようアーレン家の人間を動かし、ミスティアの欠席をそれらしく偽装して、内々に当事者たちを始末する計画をすすめ、世襲制度の撤廃にイヴァライト公爵の助力と、眠る間もなかった。


言い訳は尽きないが、結局の所、ミスティアとどう顔を合わせていいか分からない。


ミスティアの専属侍女からは、ミスティアは取り乱してはいないまでも戸惑っているとの報告は受けている。


ミスティアを囲うことを、どうやってミスティアに説明するか。ここが一番悩みどころだった。アーレン家が犯罪組織に狙われ、国から保護を命じられたと伝えれば、ミスティアは自分の関わってきた人間を心配し、外へ意識が向かってしまう。


同じ理由で、アーレン家が国から疑われているから、国外への逃亡を助力すると伝えても、同じことだ。


だから手っ取り早く、狂った俺がミスティアを囚えることが一番いいと思った。専属侍女や料理人、ほかの使用人たちは、人質として連れてきたとミスティアへ伝えさせ、外に出ようとすれば両親が危険な目に遭うと仄めかすよう、使用人たちに頼んでいる。


でも、本当にミスティアを助けるために演じているのか、ただ欲望のまま付き従っているのか、よくわからない。


俺は今、ミスティアを監禁するもっともらしい動機が、揃いすぎている。


「戸惑っている、らしい」


振り絞るようにそう伝えれば、バースは肩をすくめた。


「ロマンティックにプロポーズをすれば、それで済んだことでしょう？　貴女を愛している。どうか私の手を取ってくださいと、薔薇の花束を用意して跪けばいいものを、わざわざ事態を複雑にして、自分を窮地に追い込んでどうするのです？」


求婚なんてする権利を、俺はとうに放棄している。けれどかくれんぼと称してミスティアを捕まえた時、確かな幸福が心にあった。


「貴方もお嬢様も、苦難がお好きなのでしょうか。苦しい道ばかり選び取って……フィルジーンだって、適当に滅ぼして駆け落ちでもすれば良かったのではないですか」


「バース……お前は、先代のことはいいのか」


「わたしは貴方の秘書とは違います。私は私を豊かにしてくれる人に仕えるだけ。もしくは尊敬ができるかです。滅びゆく船に忠誠だけでは乗れません」


フォルテ孤児院を統べる院長は、唄うようにかつての主を揶揄する。あれはことごとく部下に恵まれない。俺の秘書は、自分だけの令嬢を見守り続けた末に、復讐の道へ進んだ。今はその復讐の共犯となった俺の最期を見届けるなんて言っているが、秘書が忠誠を誓うのは、ずっとその令嬢だ。そう考えると、俺もあの血を確かに引いている。


「それに、今、私は充実しているのです。若い頃の私は、夢破れ、女性を誑かして富を得ていました。女性を愉しみ愉しませ、騙し取った富で肉を喰らい、酒を飲むことを至高としていました。でも、きらびやかな世界に身を置くよりも、こうして未来の可能性を育て、見守るほうが穏やかで、満たされます」


バースがなにか意味を含めながら、口角を上げた。


先代が俺の痕跡を消すためにと、転がすようにこの男の手に送った院長の座は、存外悪いものではなかったらしい。


「ミスティア様の戸惑いは、きっと自分が置かれた状況ではなく、どうして貴方がそんなことをしたのかだけでしょう？　ああ、目に浮かぶようです。ディリアがこんなことをするのは、きっと何か原因があるに違いない。その原因はいったいなんだろう？　悩んで悩んで、真相にたどり着いてしまうかも──」


「バース」


咎めると、「貴方に咎める権利はございませんよ」と、バースは涼やかに笑う。


「もう、貴方とミスティア様の間には、命に関わる苦難が起きすぎています。人はそれを不幸と呼びますが、酷く悲しいことに監禁という重罪ですら、貴方に与えられたものなら御嬢様は意に介さない。きっと受け入れてしまうことでしょう。認識が狂ってしまっているのです。貴方もミスティア様も」


そうして、バースは自分の頭を指で示し、そのまま目尻、頬へと線を描く。


「御嬢様と顔を合わせればいいのですよ。私の想像通りなら、きっと貴方にこう訊ねることでしょう。何かあったんですか。ディリアは私のために、何をしようとしているんですか──と」


バースはミスティアの口調を真似た。言い回しは似ているが、ミスティアの代わりは誰もなれない。妙に芝居臭くて、わずかに苛立ちが募る。


「自分だけがミスティア様を理解していると思うなんて、大間違いなんですよ」


今度は、非難まじりのバースの口調だった。


「少なくとも、お前よりは知っているが」


わずかばかりの抵抗は、目の前の役者には効かないらしい。「それはそれは」と受け流す笑いをして、こちらを見据えてくる。


「一等知っているからこそ、見えないこともあるのです」　


かつてフォルテ孤児院を監視するためだけに存在した役者は、まるで教育者のように笑って、俺を送り出した。






教会の地下にいたころ、瞳を買われそうになったり、耳をコレクションされそうになることが多々あった。


しかし不思議と、鼻を苛まれることはなかったからか、鈍いといえど俺の嗅覚はかろうじて生きている。


すべての味がしない分、なんとなく水より紅茶のほうが美味しいと嘘がつきやすく、珈琲は教会で飲まされていた泥水を思い出すこともあって、用務員室には紅茶缶を置いていた。


それに、ミスティアが珈琲より紅茶が好き、というのもあった。


むしろ、アリーで過ごしていたころは、紅茶のほうが自分は好きだと言い訳するようにして、ミスティアが用務員室に訪れる理由づくりに勤しんでいた。


俺は孤児院の帰り、秘書と御者に明日の予定を変更することを伝え、一度街へ寄ってから、辺境へ向かうことにした。


明日は国の休日で、当初の予定では理事の懇親会に出席するつもりだったが、わずかながらの胸騒ぎや罪悪感が、行き先を変えた。


「到着いたしました」


御者の声に、すぐさま俺は馬車を降りる。


勢いはあったが、その後の一歩が踏み出せない。静かに呼吸をしてから、新緑の生い茂る庭園を横切り、ミスティアが住む屋敷へと近づいていく。


庭園は、さすがにアーレン家のものと寄せるわけにはいかないから、人目につかないことも考慮して、整えること無く森のようにしている。


視界を遮る木々を過ぎれば、華美さも親しみやすさもない真四角の煉瓦造りの建物が現れた。


空からは中心の庭園を東西南北と壁で遮るように見えるここは、古くからフィルジーン家に伝わる別荘だ。


この場所は、フィルジーン家の直系にあたる者、その親しい従者しか入れない。


名義は別の人間で、この周囲も一般の人間の立ち入りを禁じており、この土地の領主もこの場所に建物があるなんて知らない。


密談や国から内々に伝令を受けるときに使われ、秘匿されながらも最も清らかであるとされるこの屋敷で、ミスティアは監禁を強いられている。


ミスティアは、俺に対してどんな顔をするのだろう。気質的に、外へ社交界へという性格はしていないまでも、罪人のような扱いは精神に負荷がかかる。


アーレンの使用人たちをそばに置き、なるべく住み慣れたアーレンの屋敷に内装を寄せても、所詮はまがいものだ。


重苦しい扉をいくつもくぐり抜け、屋敷の中へ入る。今日アーレン家からこの屋敷にうつった門番は冷ややかな視線をこちらに向けた。


「ディリア、生きてたんだ」


「お前は変わらないな。トーマス」


「平民のくせに。ずいぶん出世したんだね」


憎まれ口を叩いてくるのは、孤児院出身のトーマスだ。トーマスは嫌そうに俺を睨みつけ、「相変わらず腹が立つ」と不機嫌さを隠さない。


「トーマスも貴族の出だろう。隠しているだけで」


トーマスは、貴族の出自だ。アーレン家の屋敷の使用人については、フィルジーンを継いで先代当主が他界してから、全て調べ上げた。


ただの村娘のほかにも、他国の騎士の家系、書記官を務めていた者、詐欺師に化け物と、問題には事欠かない集団だ。


しかし、そんな集団の中でトーマスは家族にないがしろにされ、アーレン家に流れ着いた。近親者の性根は醜いが、当人の有害性は比較的ない。


「そういうんじゃないんだよ。孤児院にいたときもお前は特別扱いだったし、やっとお前がいなくなったと思ったら専属侍女が現れて、お前まで戻ってきて本当に最悪。もうお前さぁ、大きくなっちゃったし、どう見ても冷たい公爵って感じだし、可愛くないからね？　ちゃんとそういうのわきまえてね」


孤児院にいたころ、「僕とディリア！　どっちが可愛いの？」なんて、トーマスはよくミスティアに詰め寄っていた。そのたびに、ミスティアは眉間にしわを寄せて、どう答えればいいものか、うんうん悩んでいた。


俺としては、「どちらも可愛くない」と答えてほしかった。


「お前は変わらないな、トーマス」


「変わらず僕は可愛いよ」


「そういう意味ではない」


「まぁ、お前に可愛いと思われる筋合いも無いし、お前に可愛いって言われても気持ち悪いから」


トーマスは、「やってらんないなぁ」と、不満を隠さない。


もしミスティアが俺を憎んでいたり、嫌悪感を抱くなら、トーマスは嬉々と俺を殺しにかかる。


こんなにも機嫌が悪いということは、報告通りミスティアは戸惑っているだけなのだろう。そして、バースの言う通り……。


「嫌われちゃえばいいのに。お前のどこがいいのやら。お前ほど歪んでるやつ、他に知らないよ？」


「俺もそう思う」


「うわ、勝者の余裕ってやつ？　お前の髪の毛、全部毛玉になっちゃえばいいのに」


悪意のこもった声音に、首を横にふる。そういうつもりじゃないんだと俺が否定すれば、トーマスは「充分嫌味だよ」と付け足してきた。


「自分が嫌われればいいって思うってことは、今好かれている自信があるからでしょう？　無自覚ぶってそうやって自慢してさ、いつか朝起きたら髪の毛坊主にされてるよ」


「そうしたら、お前の仕業だろう」


でも、トーマスに言われた言葉にハッとした。ミスティアの信頼を裏切る、嫌われることをしていると思うことは、ミスティアからの好意があると認識していないとできない思考だ。


思えば自ら火傷を負っていた頃は、ミスティアからの好意を確認する、試すようなことばかりしていた。


「捕まえて、放置してさ。せっかくお前が悪者になるっていう破格の好条件でミスティアのこと監禁できるのに、お前が変なことしてるとそのうち使用人の中からも変なの湧いて出てくるよ」


「変なの？」


問いかけると、トーマスは当たり前のように「僕達はねぇ」と、俺に指をさす。


「ミスティアが学園通ったり、外出るのは皆大反対なの。でも、ミスティアに嫌われたくないから自由にさせてたの。だから、お前が監禁して悪者になって、さらに使用人たちを人質として扱うってことは、こっちからしたら最高の条件なわけ。それに、使用人みんなミスティアと結婚したいっていうよりは、一緒にいたいだけだし。でもお前がミスティアほったらかしにすると、俺だけが、私だけがミスティアを幸せにできるって勘違いしはじめるってこと！」


叱りつける声音で「分かった？」と、問いただしてくるトーマスをまじまじと見て、アーレンの使用人たちがなぜ自分に協力的だったのか、はっきりと理解した。


もともと、自分たちだけでミスティアを囲う気だったのだ。


ミスティアへの忠誠心や義理により、凶行な手段に出るのを踏みとどまっていただけで。


「忠告、感謝する」


「忠告じゃないよ。警告だよ」


「……確かにそうだな。心に留めておく」　


俺はトーマスとすれ違う形で、ミスティアのいる部屋につながる階段へと進んでいく。


「ちゃんと、一生捕まえておいてよ。ミスティアが一緒にいてくれるだけでいいっていうのが、使用人の総意なんだから。じゃなきゃ、こっちにも策があるから」


背中にかけられた言葉は、激励と脅迫、相反するものを帯びている。俺は軽く手を上げて、声なき返事をしてからその場を後にした。






別荘はもともと、建物が第三者に見つかったときのためと、外観は廃墟と区別が出来ないようにしてあり、内装もその使用理由から対して金をかけられてはいなかった。


しかしミスティアの住む部屋、手洗いや風呂だけは、整えた。


およそ一年ほどの監禁生活になるからと、ある程度の娯楽は揃えたが、精神管理はやはりアーレン家の使用人頼みになる。窓のある廊下は使わせることが出来ないし、この一年ミスティアの外の世界は、四方を囲まれた中庭だけだ。


そしてこの一年で片がつけられなければ、ミスティアの閉じた時間を引き延ばすことになる。


ミスティアのためを想うなら、こうして顔を合わせるのではなく仕事に没頭すべきかもしれない。すぐにミスティアと会うのを避けるような思考が働き始めて、俺は前を見据える。


真っ黒な扉は、鉄で出来ている。


教会の地下で使われていたものと、皮肉にも同じ型だった。


鍵を取り出して扉を開くと、もう一つの扉が現れる。念の為にと二重にした扉は使いやすさを無視したもので、押し開く時にかなりの力が必要となる。


中には、黒いドレスを身に纏ったミスティアが、部屋の中央にあるベッドに腰掛けていた。彼女は俺の存在に気づくと、憂いの表情でこちらに振り向く。


「ディリア」


名前を呼ばれて、勝手ながらに安堵した。自分が何者なのかを、確かめてもらった気持ちになる。


どうしようもなく焦がれて、抱きしめたくなる。笑いかけてほしくなる。どうしようもなく胸が高鳴って熱くなり、無言でミスティアへ近づくと彼女は真面目な顔で口を開いた。


「私は投獄されるのですか。ディリアは、脱獄の手伝いをしようとしているのですか」


違うじゃないか。


俺が何をしようとしているのか聞くのではなく、強固な前提を持って問いかけてくるミスティアの声色は、もう完全に牢へ向かう覚悟を決めたもので、迷いが一つもなかった。


迷走を極めた思考をしているのに。


「全く違う」


「でも、おかしいです。かくれんぼをしようとしたり、終始悲しそうに私を見たり、どう考えても、ディリアの行動は本当の目的をすべて隠して誰かを守ろうとする態度です。手段は、重犯罪だと思いますが……」


すべて、見抜かれていた。


この五日間、閉じられた空間にいてなお、ミスティアは俺のことを見捨ててはいない。でも、ミスティアが狙われているとまでは悟られていない。


それなら、一生隠し通さなければいけない。ミスティアを狙う人間は、一生ミスティアを諦めないのだから。


「それとも、父や母に何か問題があったのですか。騙されて、なにか悪い事業に関わってしまったとか……」


「違う」


「ではなぜ」


「俺の、感情が知りたかった」


ミスティアが狙われていることは言えない。けれど、俺の心は見抜かれる。ならば、それを伝えるしか、ミスティアを納得させる方法はない。


「俺は、お前の幸せを祝える。でも、お前をこういう目に遭わせたいとも思っていた。閉じ込めて、誰にも奪えないように、俺だけが独占できるように、ずっとずっとしてみたかった」


「それは……」


ミスティアが、言葉を失う。俺は念押しする気持ちで、ミスティアの真っ白な腕に触れた。


「お前が、痛い思いをしないようにしたい。怒りを抱くことも悲しみを抱くこともなく、笑って過ごせるようにしたい。でも、それと同じくらい、心配とか、怒りとか、そういう感情を俺のために向けられたい。お前を助けたいし、俺の存在に苛まれるお前が愛おしい。一生、死ぬまで俺はこの性根でお前を縛りたいと願い続けると思う」


自分でも、どうかしている自覚はある。


それでも綺麗で優しいミスティアが、俺のために怒ったり、負の感情を露わにすると、途方もなく満たされる。


幸せにしたいのに、どこにもいけないミスティアを見ていると安心する。


俺なんかと幸せになってほしくないのに、そばにいると嬉しい。


「一年、ここで暮らしてほしい。そうしないと俺は、狂う」


ミスティアは返事をしない。


ただじっと、俺を見ているだけだ。


ミスティアはどう想うのか。答えを待っていれば、静かに息を吸い込む音が聞こえる。


「学園の友人や、一応、生徒会の手伝い枠にも入っているので、そういったことの伝達を、お願いします」


「いいのか」


「はい。前に貴方がいなくなったとき、私は貴方を信じることなく、自分なんてと逃げました。挙句の果てに、貴方を忘れていた。その償いをします。そして」


「そして？」


「私と家族に──夫婦になってください」


ミスティアは取引を持ちかけるように、自分の人生をこちらに売り渡そうとする。何をするつもりか目を疑えば、ミスティアは厳しく目を細めた。


「変な献身を、されたくありません。貴方はいつだって自分を犠牲にしようとする。この五日間、貴方が姿を見せない間、死ぬ気なんじゃないかって、気が気ではありませんでした。私の幸せばかり優先する貴方をどうやって止めたらいいんだろうと、考えても考えても答えが出なかった」


ミスティアは自分の手のひらを握りしめた。そして、俺の手首に触れる。


「貴方は私の身内や友人まで助けようとして、実際助けた。でも貴方は私の友人であり、家族のような存在です。でも、貴方はまるで自分がその枠から外れたように振る舞う。貴方を止めるには、改めて貴方の入っている枠に名前を付ける必要があると感じました。でも貴方は、公爵家の人間です。学園の理事長もされている。私なんかより、素敵な人がいる。そう思っていました」


──でも。と、ミスティアは凛とした声で続けた。


「貴方の昏い想いを聞いて、決めました。私は、貴方と結婚しなければ、幸せになれない」


呪いにも似た告白だった。人生を縛る契約を、自らミスティアは持ちかけている。


「いいのか、お前はそれで」


「はい。それに始業式にディリアと話をして、ぼんやり、ディリアが私のことを好きじゃないのかと、勝手に意識していたところだったので」


「は？」


言われたことが信じられずに、思わず聞き返す。ミスティアは、人の好意に鈍い様子だった。学園で、人の告白を理解できていない様子を、俺は何度でも見てきた。


「どうして、なにをきっかけに」


「旧校舎の図書室の花です」


ミスティアは、そう言って中庭の様子がうかがえる窓を示した。そこにはダリアと薔薇の花が共だって咲いている。


視線の先には、ダリアと薔薇が並んでいた。まるで俺の正体を見破った日のときのように、ミスティアが俺をまっすぐと見つめている。紅の瞳は優しくて、ミスティアの口から語られずとも、花々の来歴を知る。


「お前の、仕業か」


「はい。旧校舎に取り残されてしまうのは、寂しいかと」


ミスティアは窓越しに、白い指を紅薔薇の花びらに沿わせた。「棘が、抜いてあって」と付け足して、また俺を見る。


「旧校舎では、図書室の裏で咲いていたのと、園芸部に顔を出すこともあったと聞いて……ネイン先輩は部活に入っていなかったそうですが、先輩の代の前までは委員会に入ることが必須だったと考えると、部活もそうだったりしないかな……とか、用務員として働く貴方はいつもひとりで、誰かに教わりながら植物を育てているというより、知っている様子でしたので」


「冴えた推理だな」


「ほぼ、勘ですけどね。でも、当たってよかったです。人の植えたものを勝手に取ってくる花泥棒にならずに済んで」


ミスティアの花泥棒という言葉に、笑いそうになった。


本当の泥棒は、今、ミスティアの目の前にいる。


もしかしたら、彼らのうち、誰かひとりと幸せになれるかもしれないというのに、俺が奪ってしまった。


「本当にいいのか」


「はい。私は責任を持って、この選択をします」


夕日はとうに沈んでいる。窓の外は夜に染まり、闇一色だ。


「お前は、俺を受け入れられるのか」


人殺しでも。


思わず言いたくなる。でも、そこまでの責任も覚悟も、ミスティアに負わせる気はない。


「結婚は、ただの仲良しこよしではない。心だけの繋がりではない。お前は、俺の妻になれるのか」


俺はミスティアの頬をすくうと、顔を近づけ見下ろした。唇の触れそうな距離で止まれば、ミスティアは視線を逸らすこと無く俺を見返してきた。


「分かっています」


柔らかい唇が重なった。背中に華奢な手が回って、心臓の音すら重なっているのではと錯覚するほど密着する。


「私は、この背中の責任も──取るつもりです」


ふわふわした繊細な手が、布越しに背中の傷痕や焼印に触れる。


俺はミスティアの髪に触れながら、ミスティアを抱きしめる腕に力をこめた。


「お前は、狂っている」


「さっき、私が苦しむ姿が好きだと言った貴方が、それを言うんですか」


「ああ。お前は正気じゃない。でも──嬉しい。愛している。もう絶対に、誰にも渡さない。一緒に地獄に堕ちてくれ」


俺のミスティアに、なってもらう。最期には一緒に、地獄へ堕ちてもらう。


その場所で、幸せを感じるほどに愛を注いで狂わせる。


「ありがとう」


俺のために狂ってくれて。


口づけを深いものへ変えていく。ミスティアは戸惑いながらも懸命に応えようとしてくれて、決して逃さぬよう、俺はミスティアを強く、強く抱きしめた。







    
  
  








運命論、宿命論というものがあるらしい。


この世界で起きる全ての事柄は神が予め決定しており、なにをしても人の手では崩すことは出来ないというものだ。


人が死ぬのも殺すのも、すべて決められ、その影響も何もかもを神は全て知っているという。


もしも本当にこの世界に神という存在がいるのならば、ミスティアが俺を助けたことも、俺がミスティアを見守りたいと思った感情も、ミスティアが尽く愛されて追い詰められたのも、すべてはじめから定められていたということになる。


ならばこうなったのも、運命というものか。


ミスティアの告白を受け入れた俺は、彼女を閉じ込める部屋をそっと出る。


次に会いに来れるのは、一月ほど先だろう。一緒に暮らす日が来るのは、やはり一年ほどかかるに違いない。


今の状態は、きっとミスティアは幸せではないだろう。


だけど、俺は──静かに思考を張り巡らせてから、振り返って固く閉じられた鉄の扉に視線を向ける。


「ミスティア様とお話はされましたか」


凍てついた声に振り返れば、照明を背にする形で専属侍女が立っていた。実際に前にすると、確かに自分の容姿に似たところがあるなと思う。幼少期のミスティアが、たとえ精神的に負荷がかかっていたとはいえ、同一視するのも無理はない。


「した」


「こちらに内容を伝える気はないということでよろしいでしょうか」


「入籍を求められた。片付けがすべて終われば、そうするつもりだ」


殺しにかかるかと、覚悟の上で伝えれば、専属侍女は俺から視線を逸らさず、一言告げた。


「もしミスティア様が不幸な道へ進んでいると、ミスティア様ではなく私が少しでも思えば、私はミスティア様をお連れして貴方の前から姿を消します。二度と見つからない場所へミスティア様をお連れしますので、よろしくお願い致します」


「覚悟の上だ。使用人たちが俺の振る舞いを様子見していることに、驚いているくらいだ」


「なら、最後に一つだけ」


そう言って、血の繋がった妹は鉄の扉を指で示す。


「私達は、貴方の望みではなくミスティア様の望みを優先させますから」


以上です。と言わんばかりに専属侍女は鉄の扉を開き、中へと入っていく。


重苦しい音が廊下に響いて、鉄の扉はまた固く閉ざされた。


あと一年、一年以内に、全て決着をつける。


そしてミスティアを、俺の与える幸せに、突き落とす。







陽が降り注ぐ世界


ディリアが、私を監禁すると言い出した時、ゲームの強制力で何かが起きたのかと思った。


ゲームでは、ミスティアは家族ごと殺される。


実際の裁判を見ていないからこそ、ミスティアの両親が実は悪いことをしていて、その罪も上乗せされ両親は殺された。


もう考えないと誓った強制力を疑ってしまえる余地が、ありありと存在していたのだ。


父も母も、そんなことをするようには見えない。


けれどよくない取引に両親の名義が残っていて、ランズデー先生にもスティーブさんにもお願いしたけれど、それでも、なにかアーレン家が危険な状態になり、ディリアがそれを察知して、何かを起こそうとしているとしか思えなかった。


でも、ディリアはそれを否定した。嘘をつくときの彼の顔ではなかった。


だからこそ、私はディリアが自己犠牲を……自分を滅ぼして私を守ろうなんてしないよう、結婚するようお願いした。


ディリアにはもっといい人がいる、そもそも身分に差がある。


ディリアは私に恩を感じていて、そういう意味合いではないのかもしれない。


そもそも私の感情は恋愛なのか。ディリアが姿をあらわすまで、彼を守る方法を考え結婚の可能性に思い至るたび、どうしていいかわからなくなった。


思い悩む五日間を過ごして、想いが定まったのはディリアが私への想いを吐露したときだ。


私が、ディリアのことを考えて怒ったり、悩む姿が愛おしいと言われて、覚悟が決まった。


人ひとりの人生に、きちんと責任を持とうと思った。


それから、ディリアはひと月に二度ほど別宅に現れ、会話をする日々が続いた。


両親やアリス、ヘレンさんやフィーナ先輩と文通をしながら、ひまわりが咲き、木々が紅く染まり、雪が降って、桜が咲いた。


ディリアが一年と言ったけれど、もしかしたら延びるかもしれない。窓辺の花を眺めながら使用人のみんなと過ごしているとディリアは素知らぬ顔で指輪を渡してきて、開口一番「一緒に住もう」と言ってきた。


そして、その年の夏、とうとう私は使用人のみんなとディリアと一緒に、新しい屋敷に住むことになった。


国も変わって、学園も通わず提出する形のものに変わったけれど、学園を卒業したフィーナ先輩が「国を超えて新しい事業をするのよ！」と言って近所に住んでいたり、変化も多いけれど、変わらないものもある。


エリクは、他国に留学しているらしい。手紙の文字に違和感を覚えたけれど、他国の文字を覚える過程で、たまにごっちゃになってしまうと書いてあった。


ディリアはアリスの祖父であるイヴァライト公爵に助力をしているらしく、月に五回ほど、私達がもともと住んでいた国に出張のような形で屋敷を空ける。


とはいえ、あとは屋敷で仕事をしているから、顔を合わせる回数はずっと多くなった。


そうしてディリアと、使用人のみんなと暮らすようになり、初めての秋を迎えようとしている。


窓の外には、赤、黄と温かな色に木々が染まり、涼しい風に揺れながらその葉を散らしていた。


「もう、こんなに枯れているな。植樹するか、それとも生け垣を増やすべきか」


新しいお屋敷の庭園で、ディリアは眉間に皺を寄せる。


今日は彼の仕事がお休みということで、一緒に庭園を散歩することになった。アーレン家の庭と比べて木々が増えた庭は、新たに東屋が設けられ、花と緑の香りがより一層強くなった気がする。


「でも、木は屋敷の敷地の外にもありますよ」


この屋敷は、森の中に建っている。


位置的には小高い丘の上であり、前の国より土地代が安いとかで、ディリアは周囲の山と森ごと買ってしまったらしい。


街に出るまでは、丘を下ったあと、湖を越える必要があって、大自然に囲まれている。


「お前を囲ってないと、不安だ」


「でも、周囲ほぼ山ですよ。私有地なので人は勝手に入ってこれないですし」


「はやく、熊と猪の調教が完了してほしい」


ディリアの言葉に、私は足を止める。


「調教って、なんですか」


「俺がお前を狭い場所に閉じ込めている時、掃除婦長が会得したらしい。周囲に放つと聞いた。お前や俺、使用人、あと、お前の友人たち以外の人間がこの山に入れば、もれなく食べに来る」


ディリアは平然と言っているけれど、あまりに危ない。すぐにやめてほしい。


「だめですよ。止めにいきます」


「なにも、普通の熊を人食い熊にしようとしているわけではない。もともとこの山にいた熊と猪を、お前の御者と専属侍女、門番の二人が倒して回って、掃除婦たちが調教しただけだ。もともと人殺しだったものを、お前に害がないよう整えたにすぎない」


メロたちで熊や猪を倒して、リザーさんが調教したなんて知らなかった。


というか、本当に危ないから、普通に倒さずそっとしておくべきだったんじゃないか……金太郎システムにしては物騒だし……。


返事ができないでいると、ディリアは「猪は茹でると美味しいらしい」と、私の様子をうかがってくる。


「いや……リザーさんが調教なさっているのなら、もう、食べないで大丈夫です……」


私は首を横に振って、ディリアとの散歩を再開する。


前の国では、秋の茶会のシーズンだ。


しかしこの国では、ただお茶をしたり見聞を広める茶会というのはしないらしい。


はるか昔、貴族たちが「誰が一番派手なパーティーをするか、誰が一番美しい装いを社交界で披露するか」の競争が白熱しすぎて、国の財政にまで影響を及ぼしたことがあり、今ではこの国の人たちは、身内や友人以外の者とパーティーをすることを忌避する性質をもっていると聞いた。


よって社交界というものも存在せず、多人数で集まって話をするのは仕事の話と、勤勉な人が多く、他人の事情に介入しない、静かな国、らしい。


実際、物静かな人が多く、皆淡々としていた。


だから、他人が敷地内に入ってくることはないだろうけど、警備として熊や猪が辺りを駆け回っているというのも、複雑だ。


「食欲でも、なんでも、お前は本当に薄いな」


「そうですか？　食事は好きですけど……」


「俺への警戒心も薄い」


ディリアは少し不服そうだ。


ディリア相手に警戒心を抱くなんて、無理だろう。彼と私の関係には、夫婦という関係性も追加された。


身近な夫婦は父と母だけど、双方が警戒心を抱いている様子を見たことはない。


「一年お前を閉じ込めて、お前が壊れたらどうしようと思っていた」


「でも、初日からメロやソルさんがいましたし、そもそも、かくれんぼの途中でどこかへ連れられた形ですから、壊れるというか戸惑ってばかりでしたよ」


「普通は、怯えるはずだろう」


「でも、やっぱりディリア相手に怯えるのは、難しいです。他人なら本当に、心から恐ろしいことですが……」　


ディリアは、ディリアだ。


何をしていても。


だから恐れることはできない。歪みをまとった告白も、驚きはしたけど嫌悪は抱けなかった。


そのまま近くの東屋の椅子にディリアと腰掛ける。


「ディリアは、怖がられたいんですか？」


前に彼は、負の感情の私が愛しいとはっきり言ってのけた。


問いかければ、ディリアは私の髪に触れる。


「分からない。お前の感情は全部欲しい。孤児院にいたころ、俺を物のように考えほしいと言った子供に対して怒ったお前を強く意識したから、これが俺の直しようのない癖かなにかと思っていたが、俺はただ、お前が高ぶっている様子が好きなのかもしれない。普段のお前は淡々としているから。こうしてお前と暮らして、そう思うようになった」


「なるほど……」


「俺のせいでお前が変わるのが、嬉しいんだと思う。俺の中でお前の存在は絶対で、崇拝もある。だからこそ、その絶対的なお前が俺に心を動かされているのを見ると、満たされる」


ディリアはじっと私を見下ろす。瞼の下をそっと撫でてきた。


「私は、貴方が楽しく、嬉しく、心安らかであれば嬉しいです。貴方の愛し方を、理解することは難しいかもしれません」


でも。


「私は、ディリアとずっと一緒にいますよ」


私は周囲に人がいないのを確認してから背伸びをして、ディリアに自分からキスをする。彼は予想していなかったのか、大きく目を見開いた。


「小さい頃の俺に聞かせたら、信じられないだろうな。ミスティアが俺にキスをしてきたなんて」


「無理やり感が出ている気が……」


「別に、無理矢理でも構わない。俺は受け入れる」


結婚も、無理やり受け入れてもらった形だから、そう言われてしまうとより一層、無理やりディリアを手籠めにしたような気持ちになる。


複雑に思っていると、ディリアが柔らかく笑った。


「今度はなにを悩んでいるんだ」


「いや、なんだかディリアを無理やり捕まえたみたいだなと思って……」


「どう考えても逆だろう」


ディリアは笑いながら私の頬に手を重ねた。ゆるく弧を描いた瞳が真剣なものへと変わって、赤い夕焼けとひまわり色の瞳に囚われる。


「俺が、お前を捕まえたんだ」


背中に手が回され、そっと押される。彼との距離がゼロになった。


「あんまり屋外で近いのは……」


「口づけは良くて、抱きしめるのは駄目なのか？」


ディリアが耳元で囁いてきて、思わず肩が跳ねそうになる。彼の瞳はいつになく熱っぽくて、視線が逸らせない。


「キスは、一瞬なので……」


「はは。安心しろ。今日使用人はみな、冬の準備に追われている」


「もしかして、散歩をしようと言ったのは……」


普段ディリアは、室内にいることを好む。書庫で私を膝の上にのせて本を読んだり、裁縫をする私をじっと見ていたり、料理を振る舞ってくれたり。


「二人きりでゆっくり話をして、花を眺めたり、空を見上げたりしたかったからだ」


ディリアは二人きり、を強調する。たしかに、食事の時は使用人の皆と取ることが多く、二人きりの時間は就寝時だ。


「孤児院でお前と別れてから、ずっとお前が足りない日々を過ごしてきたんだ。まだ一緒に暮らして間もない。圧倒的にお前が足りない」


ディリアは私を抱きしめながら、耳や首筋にキスをする。かと思えば私の鎖骨にぐりぐりと自分の額を押し付けて、鼻を動かす。


私も同じようなことをしたほうがいいのかと、おもむろにディリアの鎖骨のあたりに、自分の額を押し付けた。なんとなくだけど、安心する。嗅いでみると、ひまわりや石鹸とともに、ディリアのものらしい爽やかで落ち着く香りがした。


「俺の真似か？」


ディリアが楽しそうに私を見つめ、額にキスをしてくる。


「落ち着きます。なんだか眠たくなります」


「俺は落ち着くが、眠たくならない。お前がもっと欲しくなる」


低い、甘いチョコレートのような囁きに、思わず顔を上げた。それと同時に唇が重なって、一瞬ではない、長い長いキスが始まる。


「ディリア」


「お前が足りないと言っただろう。もう俺は、お前を見守らないと決めたんだ。すべて俺のものにする。死ぬまで、死んでも」


そう言って、ディリアは私を潤んだ瞳で見つめてきた。


「もう私は、貴方のものです。ずっと、貴方だけです」


私も見つめ返して、唇を重ねる。ディリアは前に、私を地獄に落とすと言った。でも、彼がこんなに幸せそうで、満ち足りた気持ちになるこの場所が地獄なら、どこまでも堕ちて構わない。


「愛しています」


私はディリアを抱きしめる。隙間なんてないくらい、ぎゅっと。


晴れ晴れとしていた空は、真っ赤に染まっていた。
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孤児院にいたころ、ミスティアを驚かせたことがある。


それは俺が自分の誕生日を知らなかったことだ。


孤児ならば珍しくないことだろうが、ほかの人間は自分の好きな日を答え、嬉々とミスティアに祝ってもらっていたらしい。


俺は誕生日を聞かれ、ないと答えて驚かれた。


それから俺の誕生日を考えることになり、せっかくだからミスティアと出会った日を誕生日にしようと言えば、「過ぎてませんか？」と返され、「実際その日に生まれた可能性もある」と、問答を繰り広げた。


誕生日が決まった翌日、ミスティアは俺にダリアの花をくれた。白のダリアの花言葉を教えてくれて、「生まれてきてくれてありがとう」と祝ってくれた。


そして、ミスティアを監禁した年、俺の本当の誕生日を知ったミスティアは、その日に祝おうとしてくれたが、俺はミスティアと決めた日に祝ってほしいと伝え、「なら、いっそのこと二回祝いますか？」「ならお前の誕生日を毎月祝ってもいいのか」と、また問答が始まり、一緒に暮らし始めて半年が経とうとしている昨夜、俺の誕生日をミスティアは祝ってくれた。


ミスティアがケーキを焼いてくれて、俺が変わらず日記をつけているからと、手作りの日記帳を作ってくれた。


表紙と裏表紙は真っ白な皮に刺繍がされていて、硬い皮を扱う時に怪我をしなかったか心配する一方で、途方もなく嬉しかった。


パーティーが終わって、いつものように二人で眠りについたが、もともと俺は眠りが浅いのか、いつも夜明け前に目が覚める。


それは今日も同じだった。隣で眠るミスティアの髪を撫でたり、寝言をいうミスティアを抱き寄せてみたり、顕になっている背中にキスをして過ごしていると、妙にその身体があたたかいことに気づく。


ミスティアは子供体温ではあるが、それにしても体温が高い。熱が出ているともいえない微妙な温度だ。首のあたりに触れて確認しても、妙に温かい。


だが、専属医が「おじさん退屈だから」と暇さえあればミスティアを診ているし、風邪を引いたならすぐに薬を出しているはずだ。


一応今日、街の医者に見せよう、どんな病気が考えられるかひとつひとつ頭の中であげていくと、ありもしない可能性に行き着く。


教会の地下の一件によるためか、俺はミスティアを満足させ、俺もミスティアによって満たされることは出来ても、その結果でミスティアを母にすることはできない。フィルジーン家で調べて、確かにその結果が出た。


とはいえ、ミスティアが俺を裏切るわけがない。


ミスティアが勝手に何かをされているとも考えにくい。


俺が屋敷を空ける時以外、ミスティアは俺の腕の中にいる。


思えば専属医の検診が行われるようになったのは、俺とミスティアがただ同じベッドで眠るだけではなくなってから、ひと月ほど経過した頃だ。


でも俺は……。


何が起きているのかわからず、薄暗い窓へと視線を向ける。中庭の花々は暗闇に浮かび上がるようにぼんやりと咲いている。


そういえば、ミスティアが庭師について、「季節が異なる花を咲かせることができる」「研究を行っている」と言っていた。


ハーブティーが美味しいからと、すすめられて飲んだこともある。


本当に、ミスティアの身に起きていることが確かなら、準備しなければいけない。


俺は眠るミスティアにキスをしてから、足早に部屋を出た。






使用人たちが休憩する場所にノックをすることなく入ると、使用人たちは朝の支度をしているところだった。


突然乱入した形になるにもかかわらず、使用人たちは驚くこともせず、俺に注目する。


「俺の食事になにかしたか」


珈琲を飲みながら他国の新聞を読む庭師と、髭剃りをする調理人へ視線を向ける。


調理人は髭剃りを置いて、悪びれることなく、「調理は完璧に行いましたよ」とのたまう。


ならば、ハーブティーによるものかと庭師に顔を向ければ、ミスティアの専属医が口角を上げながら近づいてきた。


「そう嫌な顔はしないでくださいよ。食事療法と治療でしょう？　今のアーレン家は、お嬢様に拾われたならず者の集まりですが、自分の特技を持っている。その叡智の結晶というやつですよ」


──ね？　と同意を求めながら、専属医は語る。単独で行ったわけではないのか。


「ほかに誰が、関わっているんだ？」


俺の問いかけに、庭師が無言で手を上げた。


「フォレストくんは、研究者気質なんですよ。御嬢様は家族を望まれていた。旦那様がせっせと一年間で自分の幸せに邪魔な人間を始末する一方で、私達優秀な使用人一同は貴方の治療薬を作っていたんです」


俺は、知らない間に治療されていたのか。


どうやっていたのか問えば、執事は飄々ひょうひょうと「旦那様の食事や飲み物に混ぜていました」と、言ってのける。


「そもそも、御嬢様が出産するとき、万が一にでも命を落とさぬよう、ランズデーとフォレストは女性の身体に関する薬品の研究を重ね続けてきました。そして家族を作ることは、旦那様の身体も関係のあることです」


これから夜勤の交代に向かう様子の、体格のいいほうの門番が、そう言い残して去っていく。


「いつから……？」


「貴方が御嬢様を閉じ込める前からです。御嬢様は死に急ぐ。万全を期するのが、使用人の務めですから」


いつの間にか後ろにいた専属侍女は目を細め、俺を横切って使用人の部屋に入っていった。


「貴方は、御嬢様の選んだ旦那様です。私達は、御嬢様と御嬢様を幸せにする存在を守ります。自分一人で御嬢様を幸せにできると思わないことです。どうぞ、お忘れなきよう」


執事の言葉を皮切りに、使用人たちは自分の職務に戻っていく。


俺とミスティアの血が、繋がった……？


正真正銘の夫婦になれるだけで、この上なく幸せだったのに。


「ありがとう」


礼を伝えると、各々会釈が返ってきた。


ミスティアと、俺の子供。


自分の子供が生まれると思うと、心は動かない。


でも、ミスティアの子供が生まれ、俺の血が繋がっていると思うと、嬉しい。


でも、ミスティアに危険があるんじゃないかと、不安にもなる。


「ありがとう」


もう一度、繰り返す。改めて子を抱いてこの部屋を訪れたいが、そもそも生まれる時には、一堂に会しそうだと思い直す。


窓から差し込む朝日は煌々としていて、冬の終わりを告げていた。







    
  
  




魅惑の天使


メロは私の天使で、世界で一番可愛い女の子だ。


そこに、私の恋人という関係性が追加され、一年。私は経営学と医学に板挟みになりながらも、新しい女学校でメロとともに勉強していた。


今日もそれは同じで、私はメロと共だって新たな学校の廊下を歩いていた。色葉散る景色は徐々に淡雪が重なり、吐く息も白くなってきている。


「もうすぐ、ダンスパーティーがありますね」


隣を歩くメロが、廊下の掲示板を指した。そこには他校の男子生徒を招き、ワルツを踊ると記されている。


「ダンスパーティー……ここにもあるんだ」


ダンスパーティーは、男装してアリスをエスコートした記憶が色濃く残っている。あと、メロと空を飛んだことも。


そういえばアリスからの手紙に、貴族学園でダンスパーティーがあって、ルキット様と美味しいものを食べたいと書いてあったような……。


「ミスティア様は、参加されますか」


「メロと踊れるなら、参加したいなぁ……」


そう言いながら張り紙を眺めると、どうやら自由参加ではなく行事としての強制参加らしい。どうしてメロは参加するか聞いてきたのだろう。


「でも、女性のみの入場は、受け付けていないようです」


メロは張り紙の下部にある注意事項を指でなぞる。


女性同士の入場は、受け付けていない。


貴族学園でもそうだった。でも、今年は意味合いが変わってくる。メロと一緒に、ダンスパーティーの会場に入れない。


メロは夜会でも、使用人だからと会場内にはいることは出来なかった。


貴族学園も、一緒に入学……はさすがにできない。でもこの学校ではクラスメイトになれたから、ダンスパーティーも一緒に踊れると思ったのに。


メロと出られないなら、気が重い。今までは、寂しさはあれどここまで切なく思うことはなかったのに。


メロのいないパーティーなんて、もう、パーティーじゃない。


つい我儘な思考に至って、首を横にふる。


隣りにいたメロが首をかしげて、私は「なんでも無い」と、メロの手を引いて歩き出す。


「……ダンスパーティー、乗り気ではないのですか」


試すような問いかけが、背中にかかる。私は曖昧にはぐらかして、メロと教室へ向かった。






「アーレンさん！　メロさん！　ダンスパーティーについてはもう知っていて？」


教室へたどり着くなり、私とメロはクラスメイトたちに囲まれてしまった。


女子生徒たちは輝きの眼差しで私達に注目している。


この学校は貴族学園と異なり、十三歳から十五歳までが通う中等学校、十五歳から十八歳までが通う高等学校と分かれており、十七歳で編入してきた私とメロは、「先生すら変わらない閉鎖的で退屈な日常に突如現れた異界の者」らしい。


毎年行われ見知った行事も、それらを前にする異界の者がいれば楽しいらしく、よく囲まれている。


「はい。男子校の方がいらっしゃるそうで……」


「そうですの！　別の人間ですのよ！　わたくしたちは、とても嬉しい！　自分たちではなく新しい顔が見られるだけで胸が高ぶりますのよ！」


高笑いせんばかりに、クラスメイトの皆は沸き立つ様子だ。思えば学食で新しいメニューが出た時も、三年ぶりに新しい食事！　と喜んでいたし、とにかく新鮮さを求めているのかもしれない。


「そんなに……」


「だってわたくしたち、いっつも同じ顔ぶれで、いっつも同じ校舎で、変わるのは季節だけ。冬は寒い、夏は暑い程度の変化だけなんて、まるで牢獄ではありませんか。今年はアーレンさんやメロさんが入ってきて新しい風を感じられましたが、やはりここは牢獄です。椅子に座らせられて、退屈な勉強ばかりさせられて、牢獄ですわ」


牢獄と、三回聞いた。


しかし、みな新鮮さに鬱屈を抱えているけれど、この学校の偏差値は高い。理数に関しては、国を超えてもトップクラスに入る。ただ──、


「私達、もっとこう派手なことがしたいですわ。爆破とか」


優秀すぎる弊害か、みな派手好き、実験好き、新しいもの好きであり、普段の座学を「つまらなくて子供だまし」と嫌う生徒が多い。


化学室にある薬品をくすねて新たな物質を作り出そうとしたりと、特に化学や科学技術に強い関心を持っている。


実験をしてアニメの表現みたいに爆発を起こすと、「おめでとう！　新たな一歩よ！」と祝いあって、私が経営を学びにきたと知るやいなや、「私の研究は素晴らしく投資の価値がある」と、かなりアグレッシブに売り込んでくる。


「アーレンさんとメロさんはお美しいから、選り取り見取りで羨ましいですわ。どんな男性がいいと希望はございますの？　口利きいたしますので、どうか私の未来の研究についてお聞きになりません？」


ぼんやりしていると、今日も今日とて、私も、私もと、皆研究を売り込んでくる。


研究者にとって、自分のパトロンたる人物を早期に見つけることは重要らしい。


私のほうも、皆が救われる研究は今のうちに知っておきたい。


「まだ決めてないので……」


本当は、メロとしか踊りたくない。でも、エスコートは男性と決められている。


私が、メロをエスコートしたいけど、規則は規則だ。


残念な想いを胸に秘めながら、私はさとられぬよう、メロと一緒にクラスメイトとのお話を開始したのだった。






ダンスパーティー当日まで、貴族学園と同じく授業にダンスが組み込まれることになった。


そして、はるばる遠方から、男子校の生徒たちを招き、学校側が予め学籍番号をもとに組んだペアで、ダンスの練習をすることになった。


私は、先方のクラスの委員長と組み、メロはといえば──、


「メロさん、ガリウム家の令息とペアだなんて、羨ましいわ……」


同じクラスの女の子たちが、メロとガリウム家の令息のダンスを見て惚れ惚れしている。


練習の手は止まっているけれど、先生たちも二人のダンスに魅入っていた。


メロと同じペアのジャック・ガリウムは、この国の伯爵貴族の中で最も有名な令息だ。


誰に対しても紳士的で、知略に長け、令嬢たちからも人気らしい。


レイド・ノクターから爽やかさや親しみやすさを抜いて、荘厳さを付与した印象だ。ガリウム家は宿泊施設など観光などを一手に担う家で、ジャック・ガリウムはその嫡男。確かダンスの授業が始まるまで、「ガリウム様と同じペアになって実験を売り込みたい！」と、クラスの女の子はみな意気込んでいた。


そういった中でペアの座を手にしたメロだけど、踊りながらもずっとこちらを見てくる。


なのに、ダンスには迷いもなければミスもない。


そもそも私はメロにダンスを教わったわけだから、人に教えることが可能なほど、彼女はダンスが上手い。


一方のジャック・ガリウムも、優美なステップとターンを繰り返し、見ている人をあっと言わせている。


「なんだか絵になるなぁ」


私の隣に立っていた男子生徒がつぶやく。確かに、絵になる。


「そういえば、アーレンさんはダンスのペア、もう決まった？」


「いや、まだです」


実は参加したくないです。とはいえない。ただ聞かれたことだけを答えれば、隣りにいた男子生徒は「練習相手とペアになるのが一般的らしいよ」と私に手を差し出した。


「ペアの相手を……？」


「共学ならまだしも、ダンスの練習のときしか僕らは会わないだろう？　突然見知らぬ令嬢を誘うのも難しいからって。僕もできればその慣習に沿えたら助かるんだけど、どうかな」　


──ペアの相手がいないなんて、こっちの学校では笑いものになってしまうから。


その言葉に返事が出来ず、私は踊るメロを見る。


メロは、ジャック・ガリウムと踊るのか。


なんだか胸がざわざわして落ち着かない。


そもそも、使用人のみんなや前の学校の関係者以外で、メロが男の人といるのを初めて見た気がする。


「それに、ペアで踊った人と結婚するなんてことも多いから、余計練習のペア以外は誘いづらいんだよね。お前、あの子のこと好きなんだろうって、からかいあったりとかあるから」


「そうなんですか……」


なんだか、メロが遠く感じる。


でも、そもそも今はダンスの練習なわけだし、こんなに不安を抱く必要はない。というか、私はどうしてこんなにもやもやしてるんだ。


話をしたことも、そしておそらくこれからも話すことがないジャック・ガリウムにも、どこかどす黒いもやもやしたものを覚えているし……。


本当におかしな話だけれど、メロの手を取るのは私なのにと、どうしても思ってしまう。


「アーレンさん？」


「あ、な、なんでもないです。ダンスの練習、しましょう」


私は首を横に振って、自分のパートナーに振り返る。


なんとなく、自分がいまどんな顔をしているのか恐ろしくて、うつむきがちにダンスを再開したのだった。






ジャック・ガリウムとは話すこともないだろう。


そんなふうに思ってしまったのがいけなかったのか、対面の機会はすぐに訪れてしまった。


「はじめまして、ミスティア・アーレンと申します……」


「ジャック・ガリウムだ。よろしく」


差し伸べられたがっしりとした手に物怖じしながら、おそるおそる握手をかわす。


初めてのダンス練習を終えて一週間が過ぎた昼食の時間。


男子校の生徒たちは食堂で、私たち女子校組はどこか外や教室で適当に食べてほしい──という学校側の通達のもと、私とメロは「今日は外のほうがあたたかいから」と、中庭のベンチで昼食を取ることになった。


そしてメロと一緒に食べようとしたところ、ジャック・ガリウムが現れた。


「メロさんと話が途中だったから抜けてきたんだ。僕も一緒に食べていいかな？」


ジャック・ガリウムは食堂でサンドイッチを注文したらしい。包みを持って、ベンチの前にある噴水の縁に座った。


「話の途中？　もう終わったはずですが」


メロは私のためにと、ランチボックスに入っているバジルソテーを切り分けながら訊ねた。


「君の家名を聞いていないじゃないか。せっかくペアになれたんだし、君のことを知りたい」


「私は彼女の使用人であり、特別入学を果たしただけの孤児です。名乗る家名もございませんし、私は彼女の陰として生きる者です。ガリウム様の貴重なお時間を割いていただくなんて、恐れ多い」


無機質な声音を発したメロは、切り分けたバジルソテーを私の口元へ運んでくる。


この状況で食べることは、とても厳しい。


「使用人？　きみはわざわざ自分の世話を焼かせるために、使用人を入学させたのかい？」


責めるような口調に戸惑う。


メロの入学は彼女たっての希望だけれど、バジルソテーは口に運ばれているし、彼女の「させてください」「駄目ですか？」につい負けて、入浴の介助までしてもらっている以上、否定もしづらい。


「いや、お、怒ってるわけではないんだ。ここの学費はぽんと出せるものではないから、少し驚いてしまって……」


私が口ごもったことで、ジャック・ガリウムは申し訳無さそうに肩を落とした。


こちらもフォローをしようと、「大丈夫です」と首を横にふる。


「御嬢様は私がいなければ、生きていけませんので」


しかし、私の言葉に被せる形で、メロは堂々と言ってのけた。


確かに、そうだけど今はとてもよくないタイミングでは……。


「そうなんだ。でも、僕はメロさんに興味がある。アーレンさんも素敵な令嬢だと思うけれど、自分は陰だなんて卑下しないでほしいな」


ジャック・ガリウムの励ましに、メロは返事をしない。


焦っていれば、彼は「頼むよ。君は素敵だ」と念押ししている。彼の瞳には確かな恋が宿っていて、言葉からもメロへの好意が伝わってくる。


このペア組がきっかけで結婚に至ったなんて話に信憑性が出てきてしまうほど、日が経つごとに各々互いのペアと親交を深めていた。


それは、メロとジャック・ガリウムも同じなのかも知れない。メロのほうはよくわからないけれど、彼は明らかにメロを好いている。


「わかりました」


メロは頭を下げる。今彼女がどんな表情をしているかは、分からない。


「ありがとう。聞きたいことは他にもあるんだけど……ああ、僕はアーレンさんとも仲良くなりたいから、君の話も聞かせてね」


ジャック・ガリウムは、こちらにも優しい視線を投げかけてくる。


三人組でも、誰か一人を置いてけぼりにしない、優しくて視野の広い気質なのだろう。


でも。


なんとなく、メロとの食事を邪魔されたように思ってしまった。


ふたりきりで食べることなんていつものことなのに、私とメロはいつでも一緒で食べられるのに、ジャック・ガリウムは私を仲間はずれにしないよう配慮してくれているのに。


メロとふたりきりで食べたかったなぁと、思ってしまう。


そんなふうに感じる自分も、同じくらい嫌だ。


「ミスティア様？」


プチトマトに刺さったピックをつまみながらぼんやりしていた私の顔を、メロはのぞきこんでくる。


あまりの近さに驚きながら、私は「なんでもない」と誤魔化し、昼食に手をつけたのだった。






もやもやとしたものを抱えながらも、ダンスパーティーの日は近づいている。そして、パーティーの日が近づくに連れ、周囲のペア同士の距離も近づくばかりだ。


そしてそれは、メロとジャック・ガリウムペアも例外ではなく……、


「今度の休日、街を散策でもしないか？　歌劇でもいい。前向きに考えてくれると嬉しい」


「休日は御嬢様のお世話がございますので」


ジャック・ガリウムの熱烈な誘いを、メロは即座に切り捨てる。


昼食の一件以来、ジャック・ガリウムはメロに猛アタックするようになった。


メロをデートへ誘い、手紙を書き、昼食前に食事に誘いに来るなど、かなりの勢いだと思う。メロは興味なさそうにしているけれど、彼を好きか嫌いか訊ねたら、「なんとも」との答えだったから、嫌悪を抱いているわけではなさそうだ。


正直なところ、しつこいのではと感じてしまうけど、メロとの時間を阻害されていることで私怨が混ざった感覚なのかよくわからない。


でも、メロとジャック・ガリウムの二人が会話をしているところを見ると嫌な気持ちがするのは確かだから、複雑だ。


「今日は、女性が男性をエスコート、男性が女性にエスコートをされてください。男性はヒールを履くことです。互いが互いの動き、どんな状況であるかを実際に体験して、当日に生かしてください」


男子生徒と、女子生徒の、入れ替え……。


たしかにダンスをするにあたって、どちらのパートも踊れることは、いいことだ。全体を把握できると、思わぬアクシデントにも対応できるようになる。


「では、はじめ！」


先生の号令をもとに、ホールの中で一斉にダンスが始まった。


男女ともにぎこちなさそうにしている。私のペアも、慣れないヒールに足を取られ、なんどもよろけそうになっていた。


「もう少し、体重をこちらに預けていただければ、安定しますよ」


「でも……」


「私は大丈夫です。それにヒールで転んだら足をひねりやすいので、ぜひしてください」


「ありがとう」


ペアの彼は私の手を取って、身体をあずけてくれた。私はゆっくりとステップを始める。遠くではメロがジャック・ガリウムのエスコートをしていた。


よくメロがエスコート役をして、私にダンスを教えてくれていた。


だからいま、あまり戸惑わずにエスコートできるし、貴族学園でアリスのエスコートをすることだって出来た。


ゆっくりとターンをして、ペアが踊りやすいようにステップを踏む。


周りの人とぶつからないよう空いている方へと移動していけば、メロとジャック・ガリウムペアが近づいてきた。


どうやら踊りながら話をしているらしい。


「メロさんは僕のことが好きではないのかな」


「特になにも」


ジャック・ガリウムの問いかけに、メロは素早く答えた。


ダンスの間も彼女はアプローチを受けているらしい。


今は授業中なのでは……と思えど、ペアの手を離して注意するわけにはいかない。


「でも、いつまでもアーレンさんのお世話係をするのは、双方良くないんじゃないかな。君は君の時間を過ごすべきだと思う。この学校の規則でもあるんだろう？　序列の概念をなくすことは」


お世話係。その響きが、胸に重くのしかかってくる。


メロは私のお世話をしてくれる。


食べさせたいと言ってくれるし、お風呂では身体まで洗いたいと言ってくれる。でも、結局はお世話してもらっているわけだし、メロの時間を潰している。


恋人同士のふれあいとも違う。


恋人という関係性になれたけど、私がメロに出来ていることはなにも無い。


恋人という関係性ではないジャック・ガリウムのほうが、メロになにができるか提案できている。


私だって、メロになにかしてあげたい。


私は寮への帰り道、ひとりで街に出ることを決めてから、ペアのエスコートに集中したのだった。






メロになにか贈り物を！　と、思い立った私は、街へ出ることにした。


一人で向かうとメロが心配してついてきてしまおうとするから、同行は御者のソルさんにお願いして、早速装飾品を販売するお店に足をすすめていく。


恋人として、メロに何ができるんだろう。考えた結果、ペアのアクセサリーを贈ることにした。


指輪はまだ早すぎるかな……ヘアアクセサリーよりネックレスやブレスレットかな、道中悩んでいたけど、ブレスレットがいいんじゃないかと思う。


いずれ指輪を贈らせてほしいと言いたい。


「メロ、ほんとうによろこぶかなぁ」


ソルさんは顎に指をあてながら、首をかしげる。


「装飾品じゃないほうがいいでしょうか……」


「ううん。メロは、御嬢様がそばにいないとだめだから、きょう離れたこと自体、うがーってなっちゃいそう」


「そうですかね……」


メロが、私がいないと駄目。そんなことはないと思う。むしろ逆だ。


メロは学校の先生にも研究者にもなれるし、いろんな可能性を持っている。運動神経がいいから、きっと本職の護衛に、騎士だってなれるだろう。


「うん。自信すごくある。ぜったい、ものよりも、御嬢様がじっとしてるほうが嬉しいよ」


「えぇ……」


私がじっとしているほうが嬉しい……確かによく、じっとしていて、大人しくしていてと言われど、そこまで暴れているつもりもない。


今まで危険な目に遭ってきたから、そういう意味合いで、私がじっとしていることを心から喜んでいるかは、また違う気がする。


「あ、着きましたね。早速中を見てみましょう」


私はソルさんを伴い、装飾店へ入っていく。


メロに似合うアクセサリーを選びたいと中を物色していると、誕生日にちなんだ宝石や、花言葉をイメージした宝石、星座由来のアクセサリーなどが所狭しと並んでいた。どれも鮮やかな色味で、照明に反射してきらきら輝いている。


中でもひときわ輝いているのは、ムーンストーンとヘリオライトが組み合わされた花のネックレスだ。


色も白と赤で、メロの髪色と……私の瞳の色と似ている。


どうやらペアの一点物らしく、太陽と月をイメージしたブレスレットで、運命を感じた。


「これ、買っちゃおうかな……」


「御嬢様が大人しくしていれば、もんだいないはずなのに……」


ソルさんがジト目でこちらを見てくる。


私はしばらく悩んだ末に、そのブレスレットを購入したのだった。






ブレスレットを購入した私は、あれからしばらくソルさんと街を見て回って、下宿する寮へと戻ってきた。


プレゼントを渡すのはいつにしようか、ソルさんと別れ、悩みながら寮の通りを歩いていると、曲がり角からジャック・ガリウムの姿が見えた。


メロに会いに、ここまで来た……？


驚きながら近づいていくと、彼はこちらに振り返り、苦々しい顔をした。


「アーレンさん。ちょっといいかい」


「はい……」


本当は今すぐ帰って、メロにプレゼントをしたいけれど、彼は深刻そうだ。


ずんずんと寮から離れた公園へ突き進む彼の後に続けば、しばしの沈黙を経た後彼はこちらへ振り返った。


「正直に、遠慮なく言わせてもらうと、君はメロさんへ甘えすぎていると思う。食事も一緒で、登下校も同じで、寮生活も同じで、あまり健全な友情や主従関係ではないと思う。主従関係ならきちんと線引をするべきだし、友情なら近すぎる」


距離感を考えるべきだと続けながら、ジャック・ガリウムは諭すような口調で話す。


「君は、ダンスの時にいつもメロを見ているけど、まるで監視だ。あれでは息が詰まってしまう」


私は確かにメロを見ていた。それが、監視……？


思いもしなかった。監視なんて、そんなつもりはなかった。


でも、第三者から見てそう想うなら、メロにかなりの負担を強いているだろう。


二人を見て勝手にもやもやしているのも、知られているかもしれない……。


どう返事をしていいかもわからない。装飾店の紙袋を握る手が汗ばむ。心臓が絞られるように脈打って、苦しい。


「私は──」


「率直に言おう。僕はメロさんへ正式に交際を申し込もうと思っている」


彼は真剣な眼差しで私を射抜く。


「ガリウム家の妻に、メロさんが欲しい。道徳的に考えるならば、君に伝える前に、まずメロさんに気持ちを伝えるべきだ。しかし、彼女は君に仕えている。礼儀を考えるならば、君に先に伝える必要がある」


確かに。メロの気持ちが重要視されることだ。そして、彼女の立場を考えた告白だと思う。


彼は成績も優秀で、ガリウム伯爵家は私の国でもその名を聞くほど、権威のある家だ。


その家の夫人に、メロが選ばれた。


「僕は絶対にメロさんを幸せにするよ。だからどうか、彼女の女性としての幸せに、どうか協力してほしい」


メロの、女の子としての、幸せ。


私はメロをダンスパーティーにエスコートをすることが出来ない。


じわじわと、胸のあたりが痛む。


「もしかしてアーレンさんはメロさんを一生独占していたいのかい？　それは過ぎた感情だよ。人と人が交流することを、第三者が阻害すべきではないんだ。それは人の成長を妨げる、醜い感情だよ」


彼の言う通り、確かに面白く、ない。


メロが褒められることは嬉しいし、皆にメロが優秀だということを知ってほしい。


でも、メロが告白されたと聞くと、嫌な感じが胸に広がった。


私の、なのに。


決してメロは物ではないのに、独占したくて仕方なくなった。


メロの想いが大切なのに、私だけと話をしてほしいと願ってしまう。


メロは私を優しいというのに、こんな私を知られたら幻滅されるのではないか。


そもそもこんな想いを隠そうとする時点で後ろめたく、醜い考えをしている証拠ではないか。


ずきずきと、頭が痛くなる。私はいったい、どうしたらいいのだろう。


「ガリウム様の振る舞いこそ、人と人との交流を阻害するものではないのでしょうか」


立ち尽くしていると、後ろから冷ややかな声がかかった。メロが後ろから歩いてきていて、私の隣に立つと、彼女はジャック・ガリウムを睨みつけた。


「あまり揉め事を起こしたくないので、はっきりと口にしていませんでしたが、私は貴方との未来を考えたことも、考えることもございません。なので、ミスティア様がいなくなったところで、私が貴方のもとへ向かうこともございません」


「メロさん……」


メロの言葉に、ジャック・ガリウムは愕然とした。メロは気に留めること無くこちらに顔を向ける。


「悪役令嬢というものが何たるか、その行動理念も掴めていませんでしたが、やはりミスティア様には無理でしょう」


「え……」


「さて、ガリウム様。申し訳ございませんがお引取りくださいませ。そして、授業はともかくパーティーのペアに関してですが前にも申し上げたとおり、お断りいたします」


メロはそのまま、私を自分の胸に抱き寄せた。


「私の運命の相手が存在するならば、間違いなくそれはミスティア様です。貴方ではありません。貴方に私の幸せは作り出せない。何故なら、私の幸せは──」


腕を引かれ、体勢が崩れる。気付けばメロの藍色の瞳が眼前に迫っていて、あっという間にキスをされた。


「ミスティア様そのもの。だからです。私はミスティア様を愛しており、告白をして了承を得たばかりの恋人同士。食事の世話も入浴介助も、ミスティア様に触れるためです。なぜ触れたいのか、ご説明いたしましょうか」


「あ、あ……ありえない。君たちは女同士だろう？」


「もう何年も前からそう思って、私はミスティア様を諦めようとしてきましたよ」


即座に切り返され、ジャック・ガリウムは押し黙る。


「お引取りください。ああ。私とミスティア様の噂を学校にばら撒いても構いませんよ。そちらの男子校は分かりませんが、この女学校では生徒同士で結ばれ、他国の婚姻制度を利用すべく国を発つ人間が毎年出ているそうです。閉鎖的な空間であるからか、彼女たちは恋愛話に花を咲かせることを好み、他人の関係に嫌悪をいだきませんから。そもそも、もう彼女たちは私とミスティア様が恋人関係であることを知っていますが」


メロはすらすら説明するけれど、その話は聞いたことがない。


メロに顔を向ける。彼女は平然としていた。


「皆聡明で想像力が豊かでしたよ。私と貴女が国を追われこの女学校にかけおちしてきて、主従関係は恋愛関係を隠す嘘であり、人目をしのんでは甘く退廃的なひと時を過ごしていると思っています」


「国を追われてなんて……」


「そう考えたほうが楽しいのでしょう。ミスティア様に余計なものが寄り付かないよう、あえてそう振る舞ったところもありましたが」


「えぇ……」


国は追われてないのに……そしてメロはそう振る舞ったところがあるのか……。次々に知らされる女学校の内情に驚く一方で、ジャック・ガリウムは彷徨うようにして立ち尽くしていた。


「なんてことだ……」


「私はそもそも、恋愛感情を抱かぬ人間でした。その例外が、ミスティア様です。そして私はミスティア様が女性であろうと男性であろうと、私が男であろうと、ミスティア様を想っています。それでは失礼いたします」


私の腕を引いたメロは、何も言わず寮へ突き進んでいく。後ろを振り返ると、ジャック・ガリウムはただただ立ち尽くしていた。






メロとともに、廊下を歩く。あれからメロは何も言わない。私の手を握る手や、雰囲気から、彼女が怒っていることがひしひしと伝わってくる。


やがて寝室に戻ると、後ろ手で鍵を閉めた。


「メロ、なにか──」


怒っているの。声にするまえに、メロが私を寝台へ押し倒す。突然のことで混乱する間に、手首がシーツへと縫い留められた。


「怒っていますよ。この上なく」


力を込めながら、メロはそう言って、私にキスをする。


いつもの好きだと伝え合うものではなく、強引で、貪るようなものにくらくらしながら、なんとかメロの事情を聞こうと抵抗すれば、思い切り手首を掴まれた。


「私はもともと、幸せを必要としていませんでした」


澄んだ声が、寝室に響く。月明かりに照らされたメロの顔は、どこか作り物めいていて、その銀髪は月光を反射して煌めいている。


「ガリウム家の令息に問い詰められたとき、私は期待しました。私は貴女の身と心を守りたい。しかしそれ以上に、私が貴女を愛していることを理解してもらいたいのです。だから望んでいました。ミスティア様が、私をミスティア様のものであると主張するのを。だって、ずっと悩んでいたでしょう？　ミスティア様は……私との関係を、ガリウム様が私に近づくことを……」


「メロ……」


「私は獣と同じです。目の前の獲物を狩って、本能に従い生きる。貴女が愛を教えたことで、私は幸せを知りました。そもそも恋情など私に必要のない感情だったのです。それを貴女が、私を作り変えた。なのにどうして不安になる必要があるのでしょうか」


メロは私をベッドに押し付けながら、冷たい眼差しで見下ろしてくる。


「ガリウム家の令息が勝手に私の幸せを聞いた時、堂々と言ってのけてほしかった！　貴女は私に殺されかけたのです。今なら自信を持って言えます。私はあの日心中に失敗しました。貴女との未来を悲観して！　今は自信を持って言える。貴女に受け入れられた今、私は貴女を確実に殺すことができる。愛し愛されたまま終わりにできるほど、貴女を愛しているというのに！　それを、相手が男だから、紳士的だから、優しいから、見目がいいからなどと、なぜ貴女が気落ちし、思い悩む必要があるのですか」


毒に蝕まれ呻くように、メロは私の手首を握りしめる。


「私は、こんなにも貴女を愛しているのに。貴女以外の人間なんてどうでもいい。貴女だけが私の人生の例外になったのです。それをどうして……どうして分かってくれない」


メロは私を抱きしめながら、低く唸った。


私は、ずっと嫉妬してしまっていた。ジャック・ガリウムと、メロについて。


でも、メロは私が好きだと、愛していると言ってくれていた。なんの不安を抱くこともなかったのに。


独りよがりだった。


「メロ、ごめん」


「……」


「嫉妬して、メロからの好意を考えないで、勝手に悩んでごめん……これからは全部話すって、言ったのに」


「……」


メロは黙ったままだ。私はおそるおそる、彼女の背中に手を回す。


「自分に、自信が持てないんだと思う。だから、自分に自信を持つように、する」


決意を込めて顔を上げると、メロは首を横にふった。


「それはそれで困りますよ。これ以上魅力的になられたら、本当に殺してふたりきりになるしかなくなります」


「でも」


「今後、私達の前にどんな人間が現れても、たとえ私がその人間に好意を抱いているのを見ても御嬢様の幻覚や錯覚でしか無いので、今ここで誓ってください」


「誓う？　なにを……？」


「御嬢様が、絶対に私を諦めないことを。身を引かないことを。私をこの手で殺すことを」


「メロを殺すなんて」


できない。ありえない。そんなことしたくない。


「それと同じことなのです。今更私は他の人間に興味を抱くなんてできない。ありえないのです。でも御嬢様はありえると思った。それが許せない。これ以上無いくらい愛を伝えているのに、殺されかけてもなお、私の想いを軽んじる。ですから、もし今後私が他の者にとられてしまう、貴女が他の人間に嫉妬してしまうことがあれば、私を刺し殺すか、もしくは──」


メロはゆっくりと顔を近づけてくる。ぐっと唇を押し付けられ、そのまま呼吸を奪われる。


「こうして、私を奪ってください。絶対に。でなければ許しません」


「わ、わかった……」


「誓ってくださいますか？」


「ち、誓います」


まるで、結婚式みたいだ。不謹慎ながら、思ってしまった。


「ならこれからは、貴女の恋人として、貴女の存在が私の中でどれほど大きいか、分かっていただく時間にしましょうか」


メロは私の髪をひと束すくって、キスを落とす。気付けばドレスのリボンがするすると解かれていって、これから何が起きるのか察した。


「メロ……？」


「貴女が卒業されるまで待っている気でしたが、心の底から、後悔したくなるほどお伝えいたします。ミスティア様。じっくりと思い知ってください。貴女がどれほど残酷で、私がどれほど残忍なのかを……甘く、優しく希釈して、貴女に注ぎますので」


藍色の瞳は、妖しく光っている。私はその輝きに魅入りながら、メロの優しくて甘い口づけに、瞳を閉じたのだった。






「御嬢様、文字が震えていらっしゃいます。それに先ほどから、些細な引っ掛け問題にも苦戦しておられるようですが、なぜでしょうか？」


あたたかな日差しが差し込む勉強部屋で、耳元に甘い囁きが流れ込む。机に向かう手が思わず震えて、握っていたはずのペンを思わず落としそうになると、背後から伸びた手がペンを搦め捕った。


私の指に添いながらペンを握らせてくる手の主は、もちろんメロだ。


「勉強に集中できないって……」


「なぜです？」


私は思わず非難めいた声を発する。


メロとの関係が進み、三日。メロが近い。


今、私はメロの膝の上にのせられている。保護者が子供にするような体勢だけど、すごく密着しているし、緊張する。姫抱きや米俵みたいに抱えられることはしばしあるものの、この感じは、いかにも「いかがわしいです！」というものだし……。


「けれど、御嬢様はすぐに人助けをしようと、どこかへ飛んでいってしまいます。こうして押さえて、勉強に集中していただかないと」


メロは私の髪を指でとかしながら、吸血鬼みたいに首筋へキスまでしてきた。


はぁと吐息混じりにこちらを見つめてくるメロは綺麗で、色っぽくて、ますますどうしていいか分からなくなる。


離れようにも、お腹にはしっかり腕が回されていた。逃れようと身をよじるたびに力は強まる一方で、蟻地獄みたいになっている。


「ちゃんと大人しくしていてくださるのなら、ご褒美を差し上げますよ。ミスティア」


わずかに低い声音で囁かれ、メロはこんなに危ない子だったのかと思い知った。


もっと清らかで、天使みたいで、こういうことは何もしらない真っ白な印象を抱いていたのに。


「最近のメロは、いかがわしいですよ」


「ならばご褒美は、必要ないのですか？」


「ほしい」


私の答えに、メロは静かに笑う。だって、彼女は可愛い。


メロのことが好きだから、愛おしい。


「なら、大人しく、このままお勉強をしてください。そうしたら、特別なご褒美を差し上げますから……」


メロはしっとりと囁いたあと、ゆっくりと私の唇を食む。甘い香りに酔いしれながら、私は彼女との口づけに身を委ねていった。







淑やかな悪魔


ＳＩＤＥ：Ｍｅｌｏ






ミスティア様は人を愛するにあたって、自己主張がなさすぎる。


前々から抱いていた不満だった。愛する人のために身を引くことができるとは聞こえがいいが、執着心が薄い。そしてその執着心のなさは、自分の命に対する価値観に直結していて、このままではいけないと想っていた。


自分の欲望のままに付き従えば、命の危機なんてないよう、同じ部屋に閉じ込めて鎖に繋いでおけばいい。しかしそれは愛玩動物と変わりない。


ある程度の自由は保証したい。そのためには、自分が愛されて大切な存在であることを理解してほしい。


そして、私から愛されているのだとはっきり他人に主張するくらいになってほしい。なのに、愛していると伝えても、私も好きと照れるばかりで、私の本当の想いが通じている気がしない。


いっそダンスパーティーの会場で、派手に組み敷いてしまえばなんて血迷った考えが浮かぶほど、ミスティア様は私への愛を深くしてくれない。


ミスティア様らしいからしくないかと言えば、らしくないとは思う。でも今後のことを考えれば、ミスティア様は淡々としてる割に突飛な行動をする以上、私に惹きつけ、どこかで痛みを覚えてもらう必要があった。


傷つけたくなんてない。だからジャック・ガリウムが私に好意を向けてきた時、私はあえて彼を排除しようとしなかった。


本当はダンスの最中に事故を装いパーティーに出られなくしてしまおうと考えていたが、ミスティア様はわずかに私への独占欲の兆候を見せた。


少しずつ独占欲を育てて、何があっても相手を独占したい、独り占めしたい感情を覚えてもらおう。そして、その独占欲が自分に向けられていることに気づき、ミスティア様が私にとってどれほど大切な存在であるかを理解してもらおう。


そして街で死にかけた人間を見ればすぐ助けに行く悪癖を、完全に治すことは諦めるから、せめて今より控えめにしてもらおう。


正直なところ、後者のほうが優先度が高かった。ノクターもハイムも内々に始末したとはいえ、すべて終わるまで本当に手間がかかった。御嬢様の人生は長いはずなのだ。ミスティア様の言う「ゲーム」が絡んでいるとはいえ、十歳から十五歳の間であの位の厄介な人間と相まみえたということは、御嬢様が百歳生きると考えれば、これからおよそ十五人程度の重度の厄介者が現れるということだ。


そして重度というだけで、軽度の厄介者は年間三十人ほど出てくる。めまいがする。


ただ御嬢様をお守りするならまだしも、自由にさせて、さらに御嬢様の人生をより豊かにすることを考えると、今のままにはしておけない。


しかしながら、まさかジャック・ガリウムが、私を想いミスティア様に攻撃までしてくるとは想定していなかったし、責められていたときのミスティア様の顔は完全に「メロの幸せを考えれば私は身を引くべきだ」と考えているのがありありと伝わって、苛立ちをぶつけてしまった。


貴女は、私に殺されかけているんですよ。


夏にした約束をお忘れですか。


そんなに私の幸せを考えてくれるなら、もう箱に入っていてくれませんか。


触れてしまいますよ。


あらゆる感情がないまぜになったことで、ミスティア様に想いを受け入れてもらえた時、彼女が卒業するまでは自分のものにしないという誓いを、破ってしまった。


もうこの手段しかないと正当化する気持ちも、当然あった。でもミスティア様は私を愛していると伝えてくれたし、私の心を満たしてくれた。


結局、私の感情を動かしてくれるのは、獣を人らしく錯覚させるのは、ミスティア様しかいない。


ミスティア様に独占欲をはっきりと自覚させる前に、私がそう自覚させられてしまったのだ。






「ミスティア様、しっかりと私の手を握っていてくださいね」


そして訪れたダンスパーティー当日のこと。私とミスティア様は、ダンスホールの屋根の上にいた。今夜は月明かりがとても美しく、瓦や木々が月光に照らされ、神秘的に輝いている。


男女のペアが義務付けられている以上、私とミスティア様は出られない。でも、一緒に踊りたいとの言葉で、私とミスティア様は天空のホールでワルツを踊ることにした。


欠席になってしまうけれど、クラスメイトたちが協力してくれて、お咎めを受けずに済みそうだ。


絡み合う指先へ視線を向ければ、私とミスティア様の手首のブレスレットが、淡くきらめく。


ミスティア様に頂いた、贈り物。宝石の意味は、純粋な愛と、情熱らしい。


意味を理解して贈ってくれたのか問いかけたら、お店の人に聞いてそれにしたと、思わぬ反撃があった。


ゆっくりと、月に照らされながらミスティア様とワルツを楽しむ。ターンをしながら顔を近づけ見つめれば、黒髪をなびかせたミスティア様が頬を染める。


稀にミスティア様は、被虐的な面を見せる。


ぼんやりして淡白なのに、少し強引にすると、潤んだ瞳でこちらを見てくるのだ。期待しているのではと錯覚するほどの魔性の眼差しに、私はいつも追い詰められている。


いままで私は、いつだってミスティア様を追ってきたつもりだ。


けれど、知らず識らずの間に、追われていたのではないかとすら思う。


「い、意地悪しないでよ……」


「意地悪とは？」


「顔近づけて、反応を面白がってる……」


ばれてしまったか、なんて苦笑する。


顔が近づいた時のミスティア様の反応は、少しだけ変わった。


前は「今日も可愛い」など、やや気さくな反応だったけれど、最近は頬を染めてみたり、どうしていいかわからない様子でこちらを見たり、キスを期待する瞳を見せる。


恐ろしいな、と思う。


魔性としか考えられず、ミスティア様が清らかな天使であることはかわりないけれど、だからこそ恐ろしい。


「だって、頬を染める貴女が可愛いから」


「メロが好きなんだから、緊張するよ……それになんか、最近のメロはその……色っぽいし」


「私が？」


つまりそれは、ミスティア様が私に魅力を感じているということか。


殺されかけた人間に、色っぽいと照れるなんて。


可愛らしい。


「私のどこが色っぽいのでしょうか。私はミスティア様のほうが蠱惑的に思いますよ？　たとえば……この潤んだ瞳に、私の名前を呼ぶ甘い吐息……惑わされてしまいそうです」


「まどわ、まどっ惑わすなんて……！」


ミスティア様は取り乱しながら、視線をきょろきょろと動かす。


私はついミスティア様の首筋に唇をあて、囁いた。


「いつも私は貴女に、惑わされておりますよ？」


息を吹きかければ、面白いようにミスティア様の身体がはねた。このまま私のことだけで頭がいっぱいになればいい。誰も助けず、誰も視界に入らないまま。


「ミスティア様の心臓の音がずいぶんと激しくなりましたね。こうして布越しでも、どくどく、どくどくと鼓動している音が聞こえます。美しいです」


そう言って、ミスティア様の胸に自分の耳を当てる。


鼓動すら愛おしい。


この心臓を止めなくて良かった。


私が記憶を取り戻した時、どうして私はあの時死に損なってしまったのかと強い後悔を覚えた。


今は違う。生きていてよかった。


「ミスティア……」


名前を呼んで彼女の頬に触れる。


真っ赤な瞳は月の光に輝いて、より一層幻想的に見える。


唇を近づけようとすれば、それよりはやく唇に柔らかい物が触れた。


ミスティア様から、口づけを……。


「ミスティア、さま？」


「お仕置きです」


抗議まじりの声で重ねられた唇は、蜜のように甘い。


これはお仕置きではなく、私にとってはご褒美だ。


でも中毒性の高い毒にも似ている。もう、離れられない鎖にも。


しかし、こうして唇を重ねていると、お仕置きかもしれないとも思う。


世界で一番甘美で逃れられぬ牢が、ミスティア様──いや、ミスティアなのだ。


ならば私はすすんでその牢へ入り、罰を受け続けよう。


私だけの、唯一の牢獄に。


「ミスティア、愛しています。永遠に、私は貴女のものです」


そして。


「貴女は、永遠に私のものです」　







    
  
  






あとがき






いつもお世話になっております。稲井田そうです。この度は悪役令嬢ですが攻略対象の様子が異常すぎる６巻を手にとっていただき、誠にありがとうございます。


二◯一八年から始まりましたＷＥＢ版の小説が終わり、二◯二◯年から始まりました本書も無事ミスティアが誰かを選び幸せになったその先まで書くことが出来て感無量で、丁度今後書きを書いているのが十一月半ば、クリアファイルの特典を終えたところなのですが、二◯一八年から、そしてそれ以降攻略対象異常に関わってくださった皆様をずっとお待たせしてしまっていたので、やっとお届けできた……と、正直なところ長距離走を走りきった気持ちでいます。後書きを書くのは本書を合わせ小説で七冊、コミック三冊で丁度十冊目ではありますが、今までは「感謝の気持ちをお伝えして、お名前に誤字はないか……」と頭がいっぱいで右往左往していましたが、今もなお右往左往しています。なので、アーレン家のある世界の話と、外の世界を少し。


ツイッターでも時折呟いてはいましたが、彼らは皆ゲームではミスティア・アーレンの人生に関わりのなかった人たちです。基本的に全員死んでいたり、獄中で刑が執行されるのを待っている人たちです。奪うか奪われるしかなかった彼らが、記憶のある彼女と出会い、奪う人だけではなく与えたり与えられる人になった、というのをぜひ裏話として知っておいていただければ幸いです。


ヤンデレ、愛のあまり病む人に好かれる人の家は、ある程度の強度、硬度がなければ突破されてしまう、という考えからやってきたアーレン家の使用人たちですが、好きだとおっしゃってくれる方がいて、嬉しかったです。


さて、外のお話を。


連載初期から、小説家になろうのほうで本作を楽しんでくださっていた読者の皆様。感想で続きが気になるとおっしゃってくださったり、このキャラクターが好きと教えていただいた皆様、ファンアートで応援してくださった皆様のおかげで、無事攻略対象異常は落下すること無く着地できました。誠にありがとうございます。


そして二◯二◯年初夏と、おそらく最も流行り病が猛威をふるい、誰しもが苦しんだ時期に本書は発売されました。人の心にも余裕がなくなり、気力すら奪われてしまうような時期だったと思いますし、それが今もなお続いている方も当然いらっしゃると思います。そんな厳しい状況の中、書籍を手にとってくださった皆様。誠にありがとうございます。


攻略対象異常の書籍の物語はエンディングとはなりますが、宛先生のコミカライズは書籍版のいいところを取りつつ、宛先生のお力によりさらに新しい形でどんどん面白くなっていきますので、ぜひよろしくお願い申し上げます。


さて、そろそろお別れのご挨拶をさせていただければと思います。


攻略対象異常キャラクターデザイン、そして１巻電子特典イラスト、各巻表紙と口絵と挿絵、スタンド付アクリルコースターイラストと美しく華麗な作品を描いてくださった八美☆わん先生。病みの世界でも多くの方の手にとっていただけたのは、間違いなく八美☆わん先生のお力があってこそです。本当にありがとうございます。


攻略対象異常コミカライズ本編、コミックス各巻表紙、カラーイラスト、２巻特典ポストカードと、可憐で鮮やかな世界を作ってくださった宛先生。日常と病みの交錯をありありと描いてくださり、国内だけではなく海外とさらなる読者の方々をお呼びいただき、誠にありがとうございます。


お二方の描かれる世界が本当に好きなので、お仕事をご一緒できて幸せです。


そして、１巻、２巻を担当いただきました山下様、ありがとうございました。スタンド付きアクリルコースターのグッズ発売にて、ご尽力賜りました柴田様、企画部の皆様、ありがとうございます。


３巻から攻略対象異常に関わってくださっている担当編集の扶川様、太田様、原稿に関しましていつも丁寧なご感想、改稿案を賜りまして、誠にありがとうございます。お二人のおかげで、人に何かを発表するということを前向きに取り組むことが出来ます。


そして校正の具志堅様、誤字の多い原稿をいつもきめ細やかに修正してくださり本当にありがとうございます。


ＴＯブックスの皆様、そして舞台化に関わるすべての皆様、誠にありがとうございます。どうかこれからも、攻略対象異常をよろしくお願い申し上げます。


最後に、私の無二の友人へ、貴方のおかげで私は今生きています。ありがとう。


締めくくりということでゲームのエンディングロールのようになってしまいましたが、最後に攻略対象異常を応援してくださる皆様、今まで楽しんでくださりありがとうございました。


どうかこれからも、攻略対象異常を楽しんでいただければ幸甚です。


では！






稲井田そう










    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


はれのひ　～ＳＩＤＥ：Ａｌｉｃｅ～







推しの結婚は、オタクの界隈を分割する。箱推しオタクは比較的祝いのムードを出すし、箱推しのオタクでも推しの結婚を機に自分がリアコ型のオタクであったことを自覚するという苦しい運命を辿る人もいる。


リアコ界隈は地獄のように荒れるし、相手は私かもしれないと幻覚を見る人もいる。


翌日から何もできなくなったり、逆に人が変わったように勉強や仕事に打ち込む人もいる。


中には特大アンチに変貌し、推しに──元推しにひどいことをするようになるかもしれない。


そんなリアコの民が大量に在籍している単推しオタクたちの、結婚に対する反応は四分される。


推しも人間なんだから結婚するよ！　孤独死されるよりマシ！　のお祝い軍と、結婚するならしてもいいけど知りたくなかったし隠してほしかった忍者希望軍、文字通りの担降り他界組、アンチ組だ。


なぜ前者が軍で、後者が組かと言えば、基本的に推しも人間なんだから軍は、知りたくなかった軍を標的とする層が一定数いて、「推しの結婚を祝えてこそのオタク」とマウントを取ってくる。


私は知りたくなかったんだよ軍も、推しも人間だから軍に対して「推しのプロ意識がない。お前たちみたいに盲目的な信者のせいで」と、攻撃する層が一定数いる。


つまり推しの結婚により、推し方の違いや価値観が浮き彫りになり、争いが生まれたりするのだ。


かくいう私は、推しを祝いたいけど恋人の有無は隠してほしいし、嬉しさと切なさと胃痛絶不調が同時に起こるオタクだ。


そして本日、推しであるミスティア様が結婚する。


ミスティア様の「私、結婚するんです」という報告を聞くまで、本当にミスティア様が誰を好きか、誰と交際しているのか知らなかった。ミスティア様は、アイドルとして完璧な素行態度を披露して、最前席で、爆弾を投下したのだ。


それまで文通したり、贈り物を送り合ったり、「アリスさんと友人になれて嬉しいです」と言ってもらったりした。オタクとして、身に余る幸せを貰った。でも、私はミスティア様が誰かと結婚するなんて知らなかったし、ミスティア様から恋人の匂いはしなかった。


誰かと付き合ってる、好きな人がいるかもしれない、なんて態度も、持ち物の感じもなかった。


突然服の好みが変わったり、アクセサリーがロック調になったり、知らないバンドの服を着たり、突然知り合いのペットと称して知らない動物の話をしてくることもなかった。


ミスティア様は、非の打ち所のない交際をしていたんだと思う。


おそらく、隠してほしかった組が納得するレベルだし、アンチも生まれづらい結婚だ。


なのに、ミスティア様の結婚式である今日、私の心はお祝いムードにならない。


大きな喪失感がある。


ミスティア様の友人、アリス・ハーツパールとして、今日の結婚は嬉しい。


一人のドルオタとして、今日の結婚は苦しい。


推しが交際を完璧に隠しての結婚だ。


他を推しているオタクに、少しマウントしてしまいたくなるほどの、完璧な推しの素行そこう。


なのに、嘘でしょという気持ちが未だ拭えない。


ミスティア様と交換した手紙の数々に触さわれない。汚いとか、嫌いとかではない。むしろ大好きだ。


私はミスティア様のオタクだと自信を持って言えるし、推している感情はもちろんある。


でも、だからこそ虚無なのだ。途方もなく、虚無。


結婚式に出席するためワンピースも着て準備も万端。玄関からも出た。


しかし、不思議と足が動かない。


今日は天気も良くて、ミスティア様の日頃の行いが出ている。


結婚式の準備でミスティア様はここ最近忙しく、あまり文通も出来なかった。


だから久々に会える。


ミスティア様とお会いできる時は、いつだって予定の時間から一時間以上はやく待ち合わせ場所に向かっていた。


ミスティア様も一時間はやく来ていて、推しに気を使わせてしまった罪悪感と、チケットが複数あるわけでもないのに一時間のお話延長の喜びに混乱していた。


なのに、今日はどうやって足を動かしていいかわからない。


今日のためにと磨いた靴のつま先を凝視して、腕時計に視線を移す。


結婚式の時間にはまだ余裕がある。


なんだったら、あと二時間くらい虚無の民としてふらついていてもいい。ただお店の前だから、営業妨害になるだけで……。


フィーナ先輩に協力してもらった孤児院や福祉施設、お仕事で忙しい人に向けたお食事配送のお仕事も、最近やっとスムーズにいくようになって、ミスティア様に嬉しい報告ができると思ったのに……。


どうしたものか。いや。ミスティア様にお誘いしていただいている以上行かないなんて選択肢はないけれど、足が動かない。


大きく息を吐いてなんとか一歩を踏み出そうとしていると、目の前に影がさした。


「何してるのよ。今日は結婚式でしょう？　葬式みたいな顔してるんじゃないわよ」


「ヘレンさん！」


私の前に、パステルカラーのワンピースを身に纏まとったヘレンさんが立っていた。


私をつま先から頭の先までじっくり眺めたあと、「悪くないけど顔が最悪よ」と、眉間に皺を寄せる。


「不細工ですか」


「馬鹿じゃないの？　貴女は人並み以上の顔をしてるわ。私ほどではないけれどね。表情が最悪ってことよ。さっきも葬式みたいって言ったでしょう？」


ヘレンさんはため息をついた。


「そこのベンチ座りなさいよ。ったく、この間から元気ないと思ってきてみたら、案の定じゃない」


「ヘレンさん……！」


虚無オタクの特効薬は、推しが報われることや新着情報のほかに──友人の存在がある。


もちろんミスティア様も友人だけど推し。そしてヘレンさんはコスメ、ファッションオタクのきらいがあるから、別界隈のオタクとなる。さらにヘレンさんは、自分でコスメやファッションをプロデュースする仕事についたから、好きを仕事にした皆の夢の象徴みたいなオタクだ。


同じものを好き同士の語らいも勿論楽しいけれど、こういう戦の非常事態の時は、気のおけない他界隈の友人の存在が大きい。


それに最近、好きなものが同じじゃなくても友人になれる、というのを身にしみて感じている。学園に通っている時に、害悪厄介オタクを見ていたからかもしれない。けれど彼は最終的に落ち着いて厄介を卒業していた様子だから、もう思い出話ではある。


「貴女、ミスティアのことになるとおかしくなるから、会場で顔を合わせるわけだし来るか迷ったけれど、来て良かったわ」


「私のこと心配してくれたんですね！　ありがとうございます！」


「別に。それに、姉さまから聞いていたのよ。友達の結婚は苛立つって」


「え……？」


もしかしてこの感情は、持っていていいもの？


思わず驚くと、ヘレンさんは話を続けた。


「友達で、私のほうがなんでも知ってるはずなのに、どうして他の人間に取られなくちゃいけないのかって、姉さまは言っていたわ。確かに、私も今同じように思ってるから」


「ヘレンさんも……！」


ヘレンさんにはお姉さんがいる。会ったことはないけれど、ヘレンさんいわく何でもできる人らしい。どんなに努力しても、自分の可愛らしさ以外では勝てなかったと言っていた。前はお姉さんの話をするとき、どことなく暗かったけれど、最近はお姉さんの話もよく聞くようになったし、そのときのヘレンさんの表情も明るい。


「どうして嬉しそうにしてるのよ」


ヘレンさんは、不満げにこちらを見る。


「だって、どうしてこんなにお祝いできないんだろう、寂しく思うんだろうって、悲しくて……」


別のオタクとして生きている間、推しが祝えないことについて理解できるし私も祝えないけど、それでもそこまで嫌なものとは思っていなかった。


でも、ミスティア様が結婚すると聞いて、寂しくなって祝えない気持ちが出てきたことが、たまらなく嫌だった。


友達なのに、ミスティア様は匂わせなんてしない完璧なアイドルなのに、どうして祝えないんだろうって、自分を責めた。


この感情は、持ってはいけない。友達のことを祝えないなんて最低、推しのことを祝えないなんてひどいって。


大好きだからこそ、寂しいって思ってしまう。ヘレンさんも同じなんだ。


「でも、持ってていいんですね、この気持ちは」


「気持ちに持ってていいも悪いも無いでしょう。犯罪以外は」


その言葉を聞いてハッとする。もう何年も前のことだけど、ヘレンさんは悪い貴族に目をつけられて、勉強会の帰りに襲われかけたことがあった。


私はその時のことを思い出して、黙る。


「結婚式！　変な顔しない！」


「はいっ！」


大きい声に、気が引き締まる。そうだ。今日はミスティア様の結婚式だ。


気を引き締めて、お祝いしないと……。


「私、今日、ちゃんとお祝いします。そして、寂しさも乗り越えます」


「そうね。相手が遠く感じるけれど、友達なら距離が離れていても関係ないって、姉さまも言っていたわ」


「素敵な考えですね！」


距離が離れていても、友達。心に留めておこう。


ミスティア様は結婚してしまうけど、私と友達をやめるわけじゃない。アイドルはやめてしまうかもしれないけど、私がミスティア様を推す気持ちも、推した事実も消えない。


いつかきちんと心から、ミスティア様の結婚を友人として、オタクとしてお祝いしたい。


「ヘレンさん。今日はありがとうございます。朝苦手なのに、迎えに来てくれて……」


「朝苦手は余計よ。克服したわ」


「え、でもお泊り会でいっつも半分意識がない……」


「あるわよ！　貴女やミスティアやフィーナ先輩がわいわいするから、寝る時間が遅くなって……。それに貴女のほうがおかしいわ。四時に起きるんですもの」


四人でお泊り会をするとき、ヘレンさんは一番遅くに目を覚ます。夜ふかしはお肌の大敵！　と早々に寝てしまうけど、思えば学園の宿泊体験学習のときから、ヘレンさんは朝ぼんやりしていた。寝起きの彼女はちょっとだけふわふわしていて、いつものはきはきした口調ではなく返事が「うん」とか「ん」だから、ちょっとレアな気持ちになる。


そして私は、朝は得意。


迷惑をかけてばかりだからと、ヘレンさんの目が覚めるように手伝ったりしていた。


ヘレンさんは、「どうして幽霊みたいな起こし方をするの……？」と、最初は怯えさせてしまったけれど、最近は「前よりはいい」と、認められつつある。


「またお泊り会、できますかね」


「あの子は、結婚を機に縁を切る子じゃないわ」


「でも、お相手が……」


そう言うと、ヘレンさんは納得した様子で頷いた。


「まぁ、そこは問題があるかもしれないけれど、恋愛結婚でしょう？　友達特権は誰にも邪魔されるものではないし、あの子もしたいって言うでしょう」


「そうですか！」


「だから情緒！　情緒整えて！　元気になったりしょぼくれたり忙しいのよ貴女は！」


ヘレンさんはまたため息をついた。


でも、しょぼくれたのは私のせいだけど、元気が出たのはヘレンさんのおかげだ。


「ヘレンさん」


「なによ」


「今日、いっぱいミスティア様のこと、お祝いしましょうね！　そして、おばあちゃんになっても、四人でお泊り会をしましょうね！」


私は、晴れ晴れとした空を背に、ヘレンさんに微笑みかける。彼女は呆れがちに、「そうね」と笑う。


私は今日、きちんとミスティア様をお祝いする。そしていつか、心から、この空みたいに一欠片の曇りもなく、おめでとうと伝える。


そして、何年経っても、おばあちゃんになってもミスティア様を推して、ミスティア様、ヘレンさん、フィーナ先輩と友達で素敵な一生を過ごす！


私は固く心に誓い、空に向かって拳を突き上げたのだった。







    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




著者プロフィール




稲井田 そう

Inaida Sou




とうとう６巻、攻略対象たちとの結末のその先までお届けできる運びになりました。今まで応援してくださった読者の皆様、誠にありがとうございます。それぞれの道の先、イラスト八美☆わん先生の美しい世界と、コミカライズ宛先生の可愛い世界を存分にお楽しみ頂ければ幸いです。これからも攻略対象異常をよろしくお願い申し上げます。


Twitter：@dare0moineso








八美☆わん

Hachipisu Wan




６巻発売おめでとうございます！　イラストを担当させていただいた攻略対象異常も最終巻となりました。最後までこの素敵な世界を楽しんでいってくださいね。
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